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て
る
必
要
性
に
触
れ
ら
れ
た
。

我
々
も
医
療
医
学
の
分
野
で
新

し
い
知
見
を
求
め
て
戦
略
を
立

て
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
脈
通

ず
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
次

第
で
し
た
。

安
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
２
０
２
４
年

度
大
学
学
部
卒
業
式
の
塾
員
代

表
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
つ
の
言
葉「Hungry to win

」 
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
、
勝
つ
ま

で
や
め
な
い
執
念
、「C

razy 
m

akes the future

」
ク
レ
イ

ジ
ー
な
人
こ
そ
が
未
来
を
創
っ

て
い
く
。
常
識
に
と
ら
わ
れ
な

い
発
想
こ
そ
が
未
来
を
創
っ
て

い
く
。「
組
織
に
必
要
な
の
は

忠
誠
心
で
は
な
く
、
正
義
感
」

常
識
を
疑
っ
て
雰
囲
気
に
流
さ

れ
ず
意
見
を
挙
げ
る
勇
気
を
持

つ
こ
と
と
理
解
さ
れ
ま
す
。
日

清
食
品
の
創
設
者
安
藤
百
福
か

ら
会
社
を
引
き
継
い
で
丁
度
40

年
の
安
藤
宏
基
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
会
員
諸
君
に
届

い
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

結
び
と
し
て
安
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

医
学
部
に
60
億
円
の
寄
付
を
下

さ
り
、
安
藤
百
福
翁
の
名
前
を

冠
し
た
研
究
所
が
創
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
記
し
御
礼

の
言
葉
と
し
た
い
。

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
氏
曰

く
、「
商
品
名
を
挙
げ
な
い
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
し
た
」
カ
ン
ヌ

で
開
か
れ
た
広
告
関
係
の
国
際

的
集
ま
り
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
ま
し
た
と
、
Ｃ
Ｍ
は
評
判

を
呼
ん
で
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、 

マ
ン
モ
ス
以
外
の
原
始
哺
乳
類

も
登
場
し
、
原
始
人
の
命
を
懸

け
た
闘
い
が
１
９
９
５
年
ま
で

オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

消
費
者
向
け
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

も
時
代
に
合
わ
せ
て
変
っ
て
い

く
の
で
あ
る
と
、
日
清
の
ど
ん

兵
衛
Ｃ
Ｍ
「
二
軍
ど
ん
兵
衛

ど
ん
か
ぶ
り
」
吉
高
由
里
子
・ 

板
垣
李
光
人
な
ど
を
例
に
挙
げ

て
Ｚ
世
代
に
さ
さ
る
Ｃ
Ｍ
ア

ニ
メ
を
次
々
と
提
示
し
な
が

ら
、「
最
近
も
若
い
担
当
者
の

Ｃ
Ｍ
提
案
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
見

る
の
だ
が
よ
く
分
か
ら
な
く

な
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た

と
き
は
、
静
か
な
笑
い
が
会
場

を
満
た
し
た
。
国
内
向
け
商
品

ば
か
り
で
な
く
、
販
路
を
世
界

に
広
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
や
戦

略
に
つ
い
て
も
お
話
し
を
さ
れ

た
が
、
宗
教
や
嗜
好
が
異
な
る

商
圏
で
は
商
品
の
味
に
つ
い
て

土
着
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
べ
く
緻
密
な
戦
略
を
立

点
は
会
員
相
互
の
公
平
性
に
照

ら
し
て
一
考
に
値
す
る
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
10

月
定
期
理
事
会
に
お
い
て
検
討

し
改
善
案
を
次
年
度
社
員
総
会

に
提
起
す
る
と
し
ま
し
た
。
全

員
集
会
で
は
恒
例
に
従
っ
て
刀

林
会
お
よ
び
教
室
の
年
間
報
告
、

令
和
６
年
度
財
務
諸
表
、
刀
林

賞
論
文
一
覧
、
学
会
支
援
募
金

趣
意
書
・
予
算
書
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
講
演
は
日
清
食
品

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

安
藤
宏
基
様
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
講
演
は
い
き
な
り
「A

re 
you hungry?

」
と
１
９
９

２
年
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ニ
メ 

令
和
６
年
度
末
に
評
議
員
選

挙
が
定
款
に
従
い
行
わ
れ
ま
し

た
。
互
選
に
よ
り
理
事
・
代
表

理
事
が
選
出
さ
れ
、
理
事
長
推

薦
理
事
の
承
認
は
６
月
７
日

（
土
）に
開
か
れ
た
社
員
総
会
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
傾
聴
す
べ
き

ご
意
見
は
𠮷
野 

肇
一
元
理
事

長
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
卒
後

50
年
以
上
会
員
か
ら
の
理
事
選

出
枠
が
３
名
と
少
な
く
高
齢
化

社
会
と
な
っ
た
現
状
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
80

歳
以
上
の
会
員
は
年
会
費
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
卒
後
50

年
以
上
で
80
歳
未
満
の
会
員
は

年
会
費
を
収
め
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
理
事
枠
が
少
な
く
な
る

令
和
７
年
度
刀
林
会

全
員
集
会
開
催
に
あ
た
っ
て

理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長

松
本
　
純
夫
（
52
回
）

講演会　日清食品ホールディングス 安藤様

懇親会の様子

戦
略
に
つ
い
て
、
我
々
が
幼
少

期
よ
り
な
じ
み
の
あ
る
多
く
の

動
画
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い

た
だ
き
、
講
演
後
に
は
活
発
な

質
疑
応
答
も
な
さ
れ
大
変
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。
安
藤
様
か

ら
は
医
学
部
へ
も
多
大
な
る
ご

寄
付
を
頂
い
て
お
り
、
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

そ
の
後
は
恒
例
の
集
合
写
真

撮
影
が
行
わ
れ
、
懇
親
会
へ
と

場
を
移
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

参
加
会
員
は
１
８
６
名
で
、
写

真
撮
影
の
際
に
は
皆
素
晴
ら
し

い
表
情
で
写
真

が
撮
影
さ
れ
ま

し
た
。
志
水
秀

行
教
授
の
開
会

の
ご
挨
拶
の

後
、
山
田
公
雄

先
生（
35
回
）の

乾
杯
の
ご
発
声

で
懇
親
会
の
開

演
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
度
も

多
く
の
会
員
の

方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
大
変

賑
や
か
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
会
の
途
中

で
は
刀
林
会
秘

「
新
人
紹
介
」
で
は
、
関
連
病
院

か
ら
５
名（
一
般
・
消
化
器
外
科 

１
名
、呼
吸
器
外
科
２
名（
１
名

は
昨
年
度
入
会
）、心
臓
血
管
外

科
２
名
（
１
名
欠
席
））
の
新
入

会
者
、ま
た
99
回
・
１
０
１
回
相

当
・
１
０
２
回
・
１
０
２
回
相
当

に
あ
た
る
計
26
名（
１
名
欠
席
） 

の
新
入
室
者
の
自
己
紹
介
が
な

さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
も
、刀
林

会
の
一
員
と
し
て
、ま
た
外
科
医 

と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う

強
い
意
気
込
み
を
皆
さ
ん
か
ら

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
全
員

集
会
の
最
後
に
は
、
本
年
度
よ

り
設
立
さ
れ
た
乳
腺
外
科
の
林

田
哲
初
代
教
授
か
ら
、
教
授
就

任
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
こ
れ
か

ら
の
外
科
学
教
室
の
発
展
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
内
容
で
し
た
。

次
に
講
演
会
に
移
り
、
本
年

度
は
、日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
り
慶
應
義
塾

の
大
先
輩
で
も
あ
る
安
藤
宏
基

様
よ
り
、「
日
清
食
品
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
の
未
来
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
医
療
を
行
う
上
で
あ
ま
り

接
す
る
こ
と
の
な
い
、
一
流
企

業
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）、

昨
年
と
同
様
に
明
治
記
念
館
鳳

凰
の
間
に
て
令
和
７
年
度
刀
林

会
全
員
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
非
常
に
多
く
の
先

生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
員
集
会
で
は
、
ま
ず
初
め

に
松
本
純
夫
理
事
長
及
び
外
科

学
教
室
主
任
の
志
水
秀
行
教
授

か
ら
「
年
間
報
告
」
が
例
年
通

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
年

度
は
乳
腺
外
科
の
設
立
、
理
事

長
の
瑞
宝
中
綬
章
授
章
、
北
川

雄
光
教
授
の
慶
應
義
塾
副
学
長

就
任
と
い
う
慶
事
が
続
き
、
そ

の
報
告
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
「
各
委
員
会
報

告
」、「
刀
林
賞
表
彰
」、「
会
計

報
告
」、「
学
会
支
援
募
金
の
お

願
い
」、「
新
人
紹
介
」
が
例
年

通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
刀
林
賞

表
彰
」
で
は
刀
林
賞
（
水
野
翔 

大
君
（
94
回
））
及
び
刀
林
奨
励

賞
（
齋
藤
慶
幸
君
（
89
回
）、
竹

村
裕
介
君
（
91
回
））
の
「
受
賞

報
告
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三

名
の
発
表
と
も
諸
先
輩
方
を
前

に
堂
々
と
し
た
も
の
で
、
賞
に

値
す
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
松
本
理
事
長
よ
り

賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

刀
林
会
全
員
集
会
を
終
え
て

書
の
本
間
敬
子
様
よ
り
松
本
理

事
長
へ
叙
勲
祝
い
の
花
束
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
の

締
め
に
は
岡
田
純
一
君（
99
回
）

の
エ
ー
ル
に
よ
り
恒
例
の
「
若

き
血
」
を
全
員
で
斉
唱
し
、
会

場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
小
児
外
科
の
藤
野
明
浩

教
授
よ
り
閉
会
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
親
睦
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
会
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）

木
村
　
成
卓
（
79
回
）
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令
和
６
年
度
定
時

社
員
総
会
議
事
録

日
時
：
令
和
７
年
６
月
７
日

（
土
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所
：
明
治
記
念
館　

芙
蓉
の

間社
員
総
数
：
58
名

出
席
社
員
数
：
53
名
（
36
名
現

地
出
席　

委
任
状
に
よ
る
出
席

16
名
）

出
席
社
員
の
氏
名
：
𠮷
野（
44
） 

幕
内（
49
）安
藤（
50
）松
本（
52
）

松
原（
53
）小
島（
55
）磯
部（
59
）

小
澤（
60
）古
梶（
63
）北
川（
65
）

澤
藤（
67
）
河
地（
68
）
長（
69
）

石
井（
70
）原
田（
71
）齋
藤（
72
）

川
久
保（
73
）
北
郷（
74
）
藤
野

（
75
）
岡
林（
78
）
朝
倉（
81
）

茂
田（
85
）田
中（
86
）松
田（
87
）

今
井（
89
）竹
内（
91
）蛭
川（
92
）

水
野（
94
）
川
本（
98
）

委
任
状
に
よ
る
出
席
：
笠
島

（
51
）
竹
中（
54
）
今
野（
57
）

黒
田（
61
）淺
村（
62
）下
島（
76
）

秋
山（
77
）松
原（
79
）高
野（
82
）

和
田（
84
）庄
司（
88
）前
田（
90
）

阿
部（
93
）
辻（
95
）
神
山（
96
）

方
宇（
97
）

出
席
監
事
の
氏
名
：
熊
井（
46
）

尾
原（
72
）

陪
席
者
の
氏
名
：
堤
淳
一
、
堤

健
太
郎
（
以
上
顧
問
弁
護
士
）、

岡
田
泰
（
税
理
士
）、
本
間
敬
子

（
事
務
局
）

議
長
の
氏
名
：
松
本
純
夫

配
布
資
料

・
理
事
候
補
者
、
評
議
員
名
簿

資
料
１　

令
和
６
年
度
刀
林
会　

年
間
報
告

資
料
２　

教
室
年
間
報
告

資
料
３　

令
和
６
年
度
財
務
諸

表

資
料
４　

刀
林
賞
論
文
一
覧

資
料
５　

学
会
支
援
募
金
趣
意

書
・
予
算
書

表
示
資
料

・
新
入
会
者
履
歴
・
推
薦
書

（
回
覧
）

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の

結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

定
刻
に
な
り
、
松
本
純
夫
議

長
よ
り
、
社
員
総
会
の
定
款
所

定
数
を
満
た
し
た
の
で
有
効
に

成
立
し
た
旨
が
宣
さ
れ
、
議
事

が
開
始
さ
れ
た
。

１
．
報
告
事
項

・
同
窓
会
年
間
報
告（
資
料
１
）

議
長
は
資
料
１
同
窓
会
年
間

報
告
を
説
明
し
た
。

・
教
室
年
間
報
告
（
資
料
２
）　

志
水
秀
行
教
室
主
任
よ
り

資
料
２
に
沿
っ
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。
教
室
幹
事
補
佐
と
し

て
橋
詰
賢
一
君
（
７4
回
、
心
臓

血
管
外
科
准
教
授
）、加
瀬
田
馨 

君（
85
回
相
）、山
田
洋
平
君（
81

回
）
が
就
任
し
た
。
専
修
医
担

当
と
し
て
藤
村
直
樹
君（
82
回
）

が
就
任
し
た
。
今
年
度
よ
り
乳

腺
外
科
が
独
立
し
林
田
哲
教
授

に
決
定
し
た
。

・
委
員
会
報
告　

将
来
構
想
委

員
会　

松
本
理
事
長
よ
り

将
来
構
想
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
卒
後
50
年
以
上
の
会
員
か

ら
の
評
議
員
の
数
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
、
増
員
し
な
い
こ
と

と
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

・
選
挙
管
理
委
員
会　

高
橋
辰

郎
委
員
長
よ
り

２
０
２
５
年
３
月
に
投
票
を

実
施
し
、
評
議
委
員
を
決
定
し

た
。
２
０
２
５
年
５
月
23
日
の

臨
時
理
事
会
に
て
承
認
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

・
広
報
委
員
会　

石
井
良
幸
刀

林
新
聞
編
集
委
員
長
よ
り

２
０
２
４
年
度
は
第
１
２
３

号
、
１
２
４
号
を
発
行
し
た
。

１
２
４
号
よ
り
ｗ
ｅ
ｂ
で
同
誌

を
発
行
し
た
。
希
望
者
に
は
引

き
続
き
媒
体
で
配
布
し
て
い
る
。

今
年
度
は
１
２
５
号
を
発
行
予

定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

・
国
際
委
員
会　

田
中
真
之
委

員
長
よ
り

阿
部
絋
大
、
林
航
輝
の
２
名

が
三
橋
記
念
国
際
交
流
基
金
に

よ
る
助
成
を
受
け
、
現
在
米
国

へ
留
学
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

・
学
会
支
援
募
金
委
員
会　

木

村
成
卓
委
員
長
よ
り

以
下
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

・
第
27
回N

eedle Surgery 
M

eeting　

浦
上
秀
次
郎

・
第
97
回
日
本
胃
癌
学
会　

宇

山
一
朗

上
記
学
会
は
学
会
支
援
募
金

に
よ
る
援
助
の
も
と
開
催
終
了

し
た
。

・
第
51
回
日
本
臓
器
保
存
生
物

医
学
会
学
術
集
会　

河
内
茂

行
・
第
84
回
日
本
脳
神
経
外
科
学

会
総
会　

戸
田
正
博

上
記
学
会
は
学
会
支
援
募
金

を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
る
。

２
．
決
議
事
項

第
１
号
議
案　

事
業
報
告
の
件

議
長
は
、
資
料
１
同
窓
会
報

告
を
説
明
し
そ
の
賛
否
を
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

計
算
書
類
承
認

の
件
・
監
査
報
告

議
長
の
指
名
に
よ
り
、
小
澤

壯
治
財
務
委
員
長
よ
り
令
和
６

年
度
に
つ
い
て
、収
支
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
議

長
が
監
査
役
に
計
算
書
類
の
監

査
結
果
を
含
む
監
査
報
告
を
求

め
た
と
こ
ろ
、熊
井
監
事
か
ら
、

尾
原
監
事
と
会
計
監
査
を
行
っ

た
結
果
、
問
題
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
長
よ
り
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

理
事
18
　

名
・
監

事
２
名
選
任
の
件

議
長
は
、
当
法
人
の
理
事
全

員
が
本
会
の
終
結
と
同
時
に
理

事
の
任
期
が
終
了
す
る
た
め
、

そ
の
後
任
者
を
選
出
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
そ
の
候
補
者
の

選
出
の
た
め
令
和
７
年
４
月
に

選
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

議
長
は
、
下
記
の
、
同
選
挙

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
及
び
現

職
教
授
の
合
計
１８
名
を
後
任
の

理
事
と
し
て
選
任
し
た
い
旨
を

述
べ
、
こ
れ
を
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。記

理
事　

松
本
純
夫
、小
島
正
夫
、

小
澤
壯
治
、古
梶
清
和
、

長 

泰
則
、
齋
藤
淳
一
、

下
島
直
樹
、岡
林
剛
史
、

茂
田
浩
平
、
松
田 

諭
、

蛭
川
和
也
、水
野
翔
大
、

川
本
潤
一
郎
、
北
川
雄

光
、
志
水
秀
行
、
藤
野

明
浩
、
林
田 

哲
、
朝
倉

啓
介　

な
お
、
松
本
純
夫
、
小
島
正

夫
、小
澤
壯
治
、古
梶
清
和
、茂

田
浩
平
、
北
川
雄
光
、
志
水
秀

行
、
藤
野
明
浩
、
朝
倉
啓
介
、

長
泰
則
、
齋
藤
淳
一
、
岡
林
剛

史
、
松
田
諭
、
蛭
川
和
也
、
水

野
翔
大
、
川
本
潤
一
郎
の
各
氏

が
席
上
そ
の
就
任
を
承
諾
し
た
。

次
い
で
議
長
は
、
当
法
人
の

監
事
２
名
全
員
が
本
会
の
終
結

と
同
時
に
辞
任
す
る
た
め
、
そ

の
後
任
者
を
選
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
候
補
者
と
し
て
以

下
の
者
を
選
任
し
た
き
旨
を
述

べ
、
こ
れ
を
議
場
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
異
議
な

く
こ
れ
に
賛
成
し
、
原
案
通
り

令和 7年度刀林会全員集会 集合写真
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以
上
、
理
事
会
の
議
事
の
経

過
並
び
に
結
果
が
正
確
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
た
め
、
議
事
録

を
作
成
し
議
長
及
び
議
事
録
署

名
人
が
記
名
押
印
す
る
。

令
和
７
年
６
月
７
日　

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室
同
窓
会

議
長　

代
表
理
事　

松
本
純
夫

議
事
録
署
名
人　
　

宮
原
保
之

　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

諭

令
和
６
年
度
第
３
回

理
事
会
議
事
録

日
時
：
令
和
７
年
３
月
27
日

（
水
）
18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所
：
臨
床
研
究
棟
３
階
外
科

学
・
脳
神
経
外
科
学
教
室
会
議

室
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
出
席

理
事
総
数
：
22
名

監
事
総
数
：
２
名

出
席
理
事
数
：
21
名

出
席
監
事
数
：
２
名

出
席
理
事
：

松
本
純
夫（
52
）志
水
秀
行（
65
）

澤
藤
誠
（
67
）
原
田
裕
久
（
71
）

藤
野
明
浩（
75
）

Ｗ
ｅ
ｂ
出
席　

𠮷
野
肇
一（
44
）

河
瀬
斌
（
49
）
島
津
元
秀
（
53
）

小
島
正
夫（
55
）宮
原
保
之（
56
）

小
澤
壯
治
（
60
）
菅
貞
郎
（
61
）

古
梶
清
和（
63
）北
川
雄
光（
65
）

萬
谷
京
子
（
74
相
）
下
島
直
樹

（
76
）
朝
倉
啓
介（
81
）
茂
田
浩

平（
85
）
前
田
祐
助（
90
）
竹
内

優
志（
91
）
辻
貴
之（
95
）

出
席
監
事
：
尾
原
秀
明（
72
）

Ｗ
ｅ
ｂ
途
中
出
席
：
熊
井
浩
一

郎（
46
）

陪
席
者
の
氏
名
：

第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会
会
長　

わ
か
ら
な
い
が
、
現
状
の
ま
ま

で
宜
し
い
の
で
は
な
い
か
、
提

案
は
時
期
尚
早
か
？

𠮷
野
評
議
員
：
卒
後
50
年
の

理
事
数
の
増
加
は
定
款
変
更
に

よ
る
の
か
。

堤
弁
護
士
：
各
枠
の
理
事

（
候
補
者
）の
数
を
変
え
る
手
続

は
、
定
款
で
は
な
く
役
員
候
補

者
選
出
規
則
の
変
更
に
よ
る
。

但
し
、
規
則
の
変
更
は
社
員
総

会
に
お
け
る
決
議
事
項
と
な
る
。

議
長
：
𠮷
野
評
議
員
は
、
先

程
の
ご
発
言
で
理
事
長
在
任
時

に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
お

認
め
に
な
っ
た
。

𠮷
野
評
議
員
：
理
事
会
は
、

理
事
長
よ
り
卒
業
年
が
後
の
理

事
で
そ
の
提
案
に
反
対
す
る
人

は
い
な
い
。
理
事
長
に
忖
度
す

る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

会
で
は
だ
め
だ
。

議
長
：
提
案
に
は
強
く
抵
抗

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
𠮷

野
評
議
員
の
こ
れ
ま
で
の
ご
活

躍
は
尊
重
す
る
。
卒
後
50
年
は

会
費
を
納
め
な
く
な
る
と
意
見

を
言
わ
な
い
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
卒
後
50
年
〜
80
歳
ま

で
の
会
員
、
会
費
が
免
除
さ
れ

る
80
歳
以
降
の
会
員
の
取
扱
も

含
め
て
、
意
見
を
集
約
す
る
手

続
を
し
た
上
で
も
う
一
度
理
事

会
で
揉
ん
で
、
２
年
以
内
に
結

論
を
出
す
の
が
妥
当
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
評
議
員
で
あ
れ

ば
、
社
員
総
会
を
通
じ
て
意
見

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

議
長
は
、
議
事
録
署
名
人
と

し
て
宮
原
保
之
、
松
田
諭
の
２

名
を
推
薦
し
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

議
長
は
以
上
を
も
っ
て
本
日

予
定
し
た
議
事
の
終
了
を
告
げ
、

他
に
案
件
が
な
い
こ
と
を
確
認

後
、16
時
25
分
閉
会
を
宣
し
た
。

選
出
方
法
は
、
法
人
化
し
た
後

も
以
前
と
変
更
は
な
か
っ
た
。

𠮷
野
評
議
員
は
理
事
長
在
任
時

に
卒
後
50
年
以
上
の
会
員
か
ら

の
理
事
数
の
増
員
を
提
案
さ
れ

な
か
っ
た
。
若
い
先
生
方
も
増

え
て
い
る
中
、
こ
の
ご
提
案
は

ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
の
で
は

な
い
か
。

𠮷
野
評
議
員
：
理
事
長
在
任

時
に
は
理
事
数
の
増
員
の
必
要

性
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
よ
う
な

提
案
を
し
な
か
っ
た
。し
か
し
、

今
そ
の
必
要
性
を
感
じ
る
の
で

提
案
し
た
。
会
費
が
免
除
さ
れ

る
の
は
80
歳
で
あ
る
。
卒
後
50

年
で
74
歳
を
迎
え
た
場
合
に
は

も
う
５
年
間
会
費
を
払
う
必
要

が
あ
り
、
卒
後
50
年
以
上
の
全

員
の
会
費
が
免
除
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
卒
後
50
年
以
上
も
80
歳
未

満
の
会
員
は
会
費
を
払
わ
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

船
曳
評
議
員
：
提
案
を
受
け

容
れ
る
こ
と
の
不
都
合
な
こ
と

は
？議

長
：
理
事
長
と
し
て
は
、

将
来
構
想
委
員
会
の
判
断
を
尊

重
し
た
い
。
他
方
、
定
款
52
条

は
「
理
事
長
経
験
者
は
、
名
誉

会
長
を
推
戴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
現

状
名
誉
会
長
の
地
位
で
で
き
る

こ
と
等
に
つ
い
て
何
の
定
め
が

な
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、
社

員
総
会
と
し
て
出
席
し
、
意
見

を
表
明
す
る
権
利
を
定
め
る
等

の
定
め
を
設
け
る
こ
と
も
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
れ
で
、

存
命
の
理
事
長
経
験
者
は
𠮷
野

評
議
員
で
あ
り
、
そ
れ
を
適
用

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

𠮷
野
評
議
員
：
個
人
と
し
て

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

安
藤
評
議
員
：
却
下
さ
れ
た

理
由
は
あ
る
の
か
。
卒
後
50
年

で
意
見
を
表
明
す
る
人
も
そ
こ

ま
で
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

松
原
了
評
議
員
：
詳
し
く
は

𠮷
野
評
議
員
：
理
事
在
任
時

に
、
理
事
会
で
卒
後
50
年
以
上

の
会
員
枠
か
ら
の
理
事
数
の
増

員
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
後
将
来
構
想
委

員
会
に
お
け
る
討
議
の
結
果
、

否
決
さ
れ
た
と
い
う
報
告
を
受

け
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
社
員

総
会
で
以
下
の
通
り
提
案
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
懇
親
会

で
会
員
か
ら
話
を
聞
い
て
み
た

い
。
提
案
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・
卒
後
50
年
以
上
の
会
員
枠
か

ら
の
理
事
数
を
、
現
在
の
１

名
か
ら
２
名
に
さ
れ
た
い
。

提
案
理
由
と
し
て
、

１
．
理
事
１
名
あ
た
り
の
会
員

数
―
現
況
（
２
０
２
５
年

５
月
）―

卒
後
50
年
以
上

１
８
５
名
（
連
絡
の
取
れ

る
会
員
）＊

　

 

〃 　

未
満

65
～
１
０
０
名
（
＊
の
半

分
以
下
、
平
均
80
・
１
名
）

で
あ
る
。

２
．
現
在
の
ル
ー
ル
は
私
の
入

局
し
た
60
年
前
か
ら
不
変

で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
健

康
寿
命
が
著
明
に
伸
長
し

て
い
る
。

３
．
80
歳
以
上
の
会
員
に
は
会

費
免
除
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
定
款
に
は
「
会
員
と

し
て
の
権
利
は
こ
れ
を
保

証
す
る
」
と
あ
る
（
第
８

条
）。

４
．
同
窓
会
組
織
で
は
歴
史
が
、

他
の
組
織
よ
り
も
重
要
視

さ
れ
る
→
高
齢
会
員
の
重

要
性

５
．
各
種
募
金
活
動
で
、
卒
後

50
年
以
上
会
員
の
協
力
状

況
は
、
他
枠
と
変
わ
ら
な

い
（
私
見
）。

こ
れ
に
対
す
る
意
見
及
び
質

疑
応
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

議
長
：
評
議
員
及
び
役
員
の

業
計
画
（
資
料
２
）

議
長
は
、
資
料
２
に
沿
っ
て

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
を
説

明
し
た
。
昨
年
度
と
の
変
更
は

な
い
。
計
画
に
つ
い
て
、
満
場

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

令
和
７
年
度
予

算
案
承
認
の
件
（
資
料
３
）

財
務
委
員
長
小
澤
壯
治
理
事

よ
り
資
料
３
に
沿
っ
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。

・
Ⅱ
支
出
の
部　

事
業
費
② 

総
会
補
助

・
会
費
収
入
が
２
０
０
万
円
増

加
し
た
。

・
３
本
立
て
に
し
て
分
か
り
や

す
く
す
る
方
針
で
あ
る
、
①

一
般
会
計
、②
刀
林
会
基
金
、

③
学
会
支
援
基
金
へ
と
変
更

し
た
。

・
退
職
準
備
金
を
10
万
円
ず
つ

積
み
上
げ
る
。

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満

場
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

理
事
５
名
選
任

の
件
（
資
料
４
）

議
長
は
、
本
日
行
わ
れ
た
定

時
社
員
総
会
の
終
結
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
し
た
理
事
の
う
ち
、

理
事
長
推
薦
理
事
に
つ
い
て
、

そ
の
後
任
者
を
選
任
す
る
必
要

が
あ
る
と
こ
ろ
、
理
事
長
推
薦

理
事
と
し
て
、
以
下
の
５
名
を

選
任
し
た
い
旨
を
述
べ
、
そ
の

賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
満
場
一
致
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。

島
津
元
秀
、
宮
原
保
之
、
菅

貞
郎
、
萬
谷
京
子
（
再
任
）

戸
田
正
博
（
新
任
）

被
選
任
者
の
う
ち
、
島
津
元

秀
、
菅
貞
郎
及
び
萬
谷
京
子
の

各
氏
は
席
上
就
任
を
承
諾
し
た
。

そ
の
他

・
𠮷
野
（
44
回
）
評
議
員
よ
り

提
案
が
あ
り
、
以
下
の
質
疑

が
な
さ
れ
た
。

（
74
）
藤
野
（
75
）
岡
林
（
78
）

朝
倉（
81
）茂
田（
85
）田
中（
86
） 

松
田（
87
）今
井（
89
）竹
内（
91
）

蛭
川（
92
）水
野（
94
）城
崎（
96
）

川
本（
98
）
藤
原（
99
）
清
水（
１

０
０
）
松
川（
１
０
１
）

委
任
状
に
よ
る
出
席
：
竹
中

（
54
）
今
野
（
57
）
黒
田
（
61
）

淺
村（
62
）古
川（
66
）下
島（
76
）

秋
山（
77
）松
原（
79
）半
田（
80
）

高
野（
82
）和
田（
84
）庄
司（
88
）

前
田（
90
）
阿
部（
93
）
辻（
95
）

方
宇（
97
）

出
席
監
事
の
氏
名
：
山
田（
53
）

木
村（
79
）

陪
席
者
：
堤
淳
一　

堤
健
太
郎

（
以
上
顧
問
弁
護
士
）、
岡
田
泰

（
税
理
士
）、
本
間
敬
子
（
事
務

局
）

議
長
の
氏
名
：
松
本
純
夫

配
布
資
料

資
料
１　

２
０
２
５
年
度
新
役

員
（
理
事
）
名
簿

資
料
２　

令
和
７
年
度
事
業
計

画
案

資
料
３　

令
和
７
年
度
予
算
案

資
料
４　

理
事
長
推
薦
理
事
名

簿

定
刻
に
な
り
、
松
本
純
夫
議

長
よ
り
、
社
員
総
会
の
定
款
所

定
数
を
満
た
し
た
の
で
有
効
に

成
立
し
た
旨
が
宣
さ
れ
、
議
事

が
開
始
さ
れ
た
。

１
．
報
告
事
項

・
代
表
理
事
就
任
の
件

議
長
よ
り
、
理
事
会
に
よ
り

松
本
純
夫
理
事
長
が
理
事
長
に

再
任
す
る
旨
が
決
定
し
、
任
期

継
続
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

・
副
理
事
長
に
志
水
秀
行
教
室

主
任
と
脳
神
経
外
科
の
宮
原

保
之
氏
（
57
）
が
選
任
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

２
．
決
議
事
項

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
事

し
て
宮
原
保
之
、
松
田
諭
の
２

名
を
推
薦
し
、
こ
れ
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

議
長
は
、
以
上
を
も
っ
て
本

日
予
定
し
た
議
事
の
終
了
を
告

げ
、
他
に
案
件
が
な
い
こ
と
を

確
認
後
、
午
後
２
時
30
分
閉
会

を
宣
し
た
。

以
上
、
社
員
総
会
の
議
事
の

経
過
並
び
に
結
果
が
正
確
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
議
事

録
を
作
成
し
議
長
及
び
議
事
録

署
名
人
２
名
が
こ
れ
に
記
名
押

印
す
る
。令

和
７
年
６
月
７
日　

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室
同
窓
会

議
長　

代
表
理
事　

松
本
純
夫

議
事
録
署
名
人　
　

宮
原
保
之

　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

諭

令
和
７
年
度
臨
時

社
員
総
会
議
事
録

日
時
：
令
和
７
年
６
月
７
日

（
土
）
15
時
45
分
～
16
時
25
分

場
所
：
明
治
記
念
館　

鶴
亀
の

間社
員
総
数
：
58
名

出
席
社
員
数
：
53
名
（
36
名
現

地
出
席　

委
任
状
に
よ
る
出
席

15
名
）　

現
地
出
席　

𠮷
野
（
44
）
幕
内

（
49
）
河
瀬
（
49
）
安
藤
（
50
）

松
原（
51
）松
本（
52
）小
島（
55
）

磯
部（
59
）小
澤（
60
）古
梶（
63
）

北
川（
65
）澤
藤（
67
）伊
藤（
68
）

長（
69
）
石
井（
70
）
原
田（
71
）

齋
藤（
72
）
川
久
保（
73
）
北
郷

承
認
可
決
し
た
。
な
お
、
被
選

任
者
両
名
は
席
上
就
任
を
承
諾

し
た
。

記

監
事　

山
田
好
則
、
木
村
成
卓

第
４
号
議
案　

刀
林
賞
選
定
の

件
刀
林
賞
選
考
委
員
会
島
津
元

秀
委
員
長
よ
り
、
候
補
論
文
７

編
の
中
か
ら
、
２
月
の
刀
林
賞

選
考
委
員
会
に
お
い
て
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
以
下
３
名
が

選
ば
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

刀
林
賞

　
　
　

水
野
翔
大
君
（
94
回
）

　

刀
林
奨
励
賞

　
　
　

齋
藤
慶
幸
君
（
87
回
）

　
　
　

竹
村
裕
介
君
（
91
回
）

議
長
が
そ
の
賛
否
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案　

学
会
支
援
募
金

承
認
の
件

・
第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会　

吉

田
昌
会
長　

・
第
62
回
移
植
学
会
総
会　

河

内
茂
行
会
長

・
第
42
回
小
児
外
科
学
会
秋
季

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

渕
本
康
史 

会
長　

議
長
は
、
上
記
３
学
会
の
趣

旨
に
関
し
て
説
明
し
、
上
記
の

３
学
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案　

新
入
会
者
の
件

益
田　

智
章
君　

川
崎
市
立

川
崎
病
院　

心
臓
血
管
外
科　

（
推
薦
者　

尾
本
正
君
71
回
）

尤　

礼
佳
君　

済
生
会
中
央

病
院　

血
管
外
科
（
推
薦
者　

原
田
裕
久
君
71
回
）

議
長
が
上
記
２
名
の
入
会
に

つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

満
場
一
致
で
承
認
と
な
っ
た
。

議
長
は
、
議
事
録
署
名
人
と
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言
が
あ
っ
た
。
議
長
が
こ
れ
を

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場

異
議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、
原

案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

記

　

副
理
事
長

　
　

志
水　

秀
行　
（
重
任
）

　
　

宮
原　

保
之　
（
重
任
）

被
選
任
者
の
う
ち
、
志
水
秀

行
氏
は
、
席
上
副
理
事
長
に
就

任
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

第
３
号
議
案　

令
和
７
年
度
事

業
計
画
案
承
認
の
件

議
長
は
、
資
料
２
に
沿
っ
て

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
を
説

明
し
、そ
の
可
否
を
議
場
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案　

令
和
７
年
度
予

算
案
承
認
の
件

小
澤
財
務
委
員
長
は
、
資
料

３
に
沿
っ
て
令
和
７
年
度
予
算

案
を
説
明
し
、
そ
の
可
否
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
は
以
上
を
も
っ
て
本
日

予
定
し
た
議
事
の
終
了
を
告
げ
、

他
に
案
件
が
な
い
こ
と
を
確
認

後
、
午
後
15
時
15
分
閉
会
を
宣

し
た
。

以
上
、
理
事
会
の
議
事
の
経

過
並
び
に
結
果
が
正
確
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
た
め
、
議
事
録

を
作
成
し
出
席
代
表
理
事
及
び

監
事
が
記
名
押
印
す
る
。

令
和
７
年
６
月
７
日　

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室
同
窓
会

議
長　

代
表
理
事　

松
本
純
夫

出
席
監
事　
　
　
　

山
田
良
則

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
成
卓

議
事
が
開
始
さ
れ
た
。

〈
決
議
事
項
〉

第
１
号
議
案　

代
表
理
事
（
理

事
長
）
選
定
の
件 

　

仮
議
長
は
、
代
表
理
事
松
本

純
夫
が
令
和
７
年
６
月
７
日
の

定
時
社
員
総
会
を
も
っ
て
理
事

の
任
期
を
満
了
し
、
退
任
し
た

こ
と
に
伴
い
、
代
表
理
事
の
地

位
を
失
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

後
任
者
を
先
任
す
る
必
要
が
あ

る
旨
を
述
べ
て
、
そ
の
選
任
方

法
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
議
場
よ

り
下
記
の
者
を
後
任
の
代
表
理

事
と
し
て
推
薦
す
る
旨
の
発
言

が
あ
っ
た
。
仮
議
長
が
こ
れ
を

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場

異
議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
た
。

記

代
表
理
事　

松
本　

純
夫

被
選
任
者
は
、席
上
代
表
理
事

に
就
任
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

　

次
い
で
議
長
よ
り
、
理
事
長

就
任
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
下

記
５
名
を
理
事
長
推
薦
理
事
と

し
、
本
理
事
会
の
後
に
行
わ
れ

る
臨
時
社
員
総
会
の
決
議
を

も
っ
て
選
任
を
求
め
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

島
津
元
秀（
53
回
）、
宮
原
保
之

（
56
回
）、
菅　

貞
郎
（
61
回
）、

戸
田
正
博（
66
回
）、
萬
谷
京
子

（
74
回
相
）

第
２
号
議
案　

副
理
事
長
選
定

の
件

　

議
長
は
、
副
理
事
長
の
志
水

秀
行
及
び
宮
原
保
之
の
両
名
が

先
に
行
わ
れ
た
社
員
総
会
の
終

結
を
も
っ
て
そ
の
地
位
を
失
っ

た
の
で
、
そ
の
後
任
者
と
し
て

２
名
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る

旨
を
述
べ
て
、
下
記
の
者
を
後

任
の
副
理
事
長
と
し
て
推
薦
す

る
こ
と
、
但
し
、
宮
原
保
之
氏

の
選
任
は
後
に
行
わ
れ
る
臨
時

社
員
総
会
の
決
議
で
理
事
に
選

任
さ
れ
、
理
事
就
任
を
承
諾
す

る
こ
と
を
条
件
と
す
る
旨
の
発

医
学
部
外
科
学
教
室
同
窓
会

議
長　
　

理
事
長　

松
本
純
夫

出
席
監
事　
　
　

熊
井
浩
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
原
秀
明

令
和
７
年
度
第
１
回

理
事
会
議
事
録

日
時
：
令
和
７
年
６
月
７
日

（
土
）
14
時
45
分
～
15
時
15
分

場
所
：
明
治
記
念
館　

孔
雀
の

間出
席
理
事
：
松
本
（
52
）
小
島

（
55
）
小
澤
（
60
）
古
梶
（
63
）

北
川（
65
）
志
水（
65
）
長（
69
）

齋
藤（
72
）藤
野（
75
）林
田（
77
）

岡
林（
78
）朝
倉（
81
）茂
田（
85
）

松
田（
87
）蛭
川（
92
）水
野（
94
）

川
本（
98
）

委
任
状
に
よ
る
出
席
：
戸
田

（
66
）
下
島（
76
）

出
席
監
事
：
山
田
（
53
）
木
村

（
79
）

陪
席
者
の
氏
名
：
島
津
（
53
）

菅（
61
）
萬
谷（
74
相
）（
以
上
、

理
事
長
推
薦
理
事
候
補
者
と
し

て
）

堤
淳
一
、
堤
健
太
郎
（
顧
問
弁

護
士
）、
岡
田
泰
（
税
理
士
）、

本
間
敬
子
（
事
務
局
）

〈
配
布
資
料
〉

資
料
１　

２
０
２
５
年
新
役
員

（
理
事
）
名
簿

資
料
２　

令
和
７
年
度
事
業
計

画
案

資
料
３　

令
和
７
年
度
予
算
案

定
刻
に
至
り
、
出
席
理
事
の

全
員
一
致
の
選
出
に
よ
り
、
仮

議
長
に
山
田
好
則
監
事
が
就
任

し
た
。山
田
仮
議
長
に
よ
り
、本

日
の
理
事
会
が
定
足
数
を
も
っ

て
成
立
す
る
旨
を
告
げ
ら
れ
、

呼
吸
器
外
科
教
授
の
朝
倉
理

事
よ
り
、
菱
田
智
之
現
委
員
長

の
異
動
に
と
も
な
い
、
政
井
恭

兵
（
85
回
相
）
が
推
薦
委
員
と

な
り
、
同
委
員
長
は
委
員
４
名 

の
中
の
高
橋
辰
郎
君（
81
回
）と

決
定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

議
長
が
、
以
上
の
人
事
の
賛
否

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

以
上
の
議
案
審
議
の
終
了
後
、

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
議

場
よ
り
以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「
評
議
員
選
挙
の
際
、
そ
の
他

卒
後
50
年
よ
り
３
名
選
出
し
て

い
る
が
、
現
在
の
状
況
か
ら
5

年
ま
た
は
10
年
延
長
し
た
ら
ど

う
か
。」（
𠮷
野
理
事
）

「
定
款
の
改
正
も
伴
う
の
で
、

ま
ず
将
来
構
想
委
員
会
に
て
審

議
し
た
い
。」（
理
事
長
）

「
こ
の
意
見
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
当
議
事
録
を
、『
刀
林
』

に
掲
載
し
て
ほ
し
い
。」（
𠮷
野

理
事
）

「
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
定
時

社
員
総
会
の
前
に
理
事
会
を
開

い
て
決
議
を
い
た
だ
き
た
い
。」

（
堤
弁
護
士
）

「
理
事
会
で
日
時
を
検
討
し
、

臨
時
理
事
会
を
決
算
に
つ
い
て

開
催
す
る
こ
と
と
す
る
」（
理

事
長
）

以
上
本
日
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
理
事
会
は
、

終
始
異
状
な
く
議
題
の
審
議
を

終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
以
上

を
も
っ
て
本
日
の
議
事
は
終
了

し
た
旨
を
述
べ
19
時
30
分
に
閉

会
を
宣
言
し
、
解
散
し
た
。

上
記
議
事
の
経
過
並
び
に
決

議
を
明
確
に
す
る
た
め
、
代
表

理
事
及
び
出
席
監
事
が
こ
れ
に

記
名
押
印
す
る
。

２
０
２
５
年
３
月
26
日

一
般
社
団
法
人
慶
應
義
塾
大
学

致
で
承
認
さ
れ
た
。

以
上
の
理
事
会
決
議
に
よ
り
、

社
員
総
会
に
お
け
る
承
認
決
議

を
経
て
、
学
会
支
援
募
金
の
準

備
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
４
号
議
案　

令
和
６
年
度
刀

林
賞
選
考
結
果
（
資
料
７
）

刀
林
賞
選
考
委
員
会
島
津
元

秀
委
員
長
（
53
回
）
よ
り
以
下

の
説
明
が
あ
っ
た
。

「
本
年
は
７
編
の
応
募
が
あ
り
、

２
月
27
日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
選

考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
刀
林
賞

に
は
、
水
野
翔
大
君
（
荻
窪
病

院
、
94
回
）
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
他
６
編
も
ど
れ

も
優
秀
な
論
文
で
あ
っ
た
が
、

刀
林
奨
励
賞
は
２
編
の
選
出
と

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

刀
林
奨
励
賞　

齋
藤
慶
幸
君

（
伊
藤
病
院
、
89
回
）

刀
林
奨
励
賞　

竹
村
裕
介
君

（
熊
本
大
学
、
91
回
）

が
選
ば
れ
た
。」

議
長
が
、
以
上
の
選
考
結
果

の
賛
否
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、満
場
一
致
で
承
認
と
な
り
、

令
和
６
年
度
刀
林
賞
、
刀
林
奨

励
賞
２
編
が
決
定
し
た
。

そ
の
他
、以
下
の
質
疑
が
あ
っ

た
。

「
刀
林
賞
な
の
で
、
慶
應
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
か
慶
應
内
で
の
仕
事

の
方
が
評
価
が
あ
が
る
と
い
う

こ
と
は
あ
る
の
か
？
」（
尾
原

監
事
）

「
Ｉ
Ｆ
だ
け
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
慶
應
の
中
で
の
地
道
な

仕
事
も
評
価
と
し
て
加
味
さ
れ

て
い
る
。」（
島
津
委
員
長
）

島
津
委
員
長
よ
り
、「
応
募
規

定
に
は
、
１
編
の
論
文
で
応
募

す
る
と
な
っ
て
い
る
、
応
募
用

紙
に
フ
リ
ガ
ナ
が
な
い
も
の
が

あ
り
、
応
募
規
定
を
精
読
し
て

ほ
し
い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

第
５
号
議
案　

選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
交
代
に
つ
い
て

選
挙
に
入
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

〈
決
議
事
項
〉

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
総
会

（
資
料
４
）

理
事
長
は
令
和
７
年
６
月
７

日
の
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

満
場
一
致
で
承
認
と
な
っ
た
。

ま
た
、
北
川
理
事
よ
り
、

「
講
演
者
の
安
藤
宏
基
様
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
く
際
に
60

億
円
慶
應
に
ご
寄
附
く
だ
さ
り
、

日
清
食
品　

安
藤
百
福
ヒ
ュ
ー

マ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
加
え
て

ほ
し
い
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案　

新
入
会
員
（
表

示
資
料
、
履
歴
書
・
推
薦
書
）

議
長
よ
り
、
済
生
会
中
央
病

院
の
尤
礼
佳
先
生
よ
り
入
会
申

請
が
あ
っ
た
旨
を
説
明
し
、
指

名
に
よ
り
推
薦
者
で
あ
る
原
田

理
事
が
推
薦
理
由
を
説
明
し
た
。

議
長
が
以
上
の
賛
否
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で

入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
尤
先
生

よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

学
会
支
援
募
金

（
資
料
５
・
６
）

第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会　

吉

田
昌
会
長（
69
回
相
）よ
り
学
会

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
（
資

料
５
）。

議
長
が
上
記
学
会
に
つ
い
て

の
学
会
支
援
募
金
の
賛
否
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
第
42
回
日
本
小
児

外
科
学
会
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

渕
本
康
史
会
長
（
66
回
）
よ
り

学
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

（
資
料
６
）。

議
長
が
上
記
学
会
に
つ
い
て

の
学
会
支
援
募
金
の
賛
否
を
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

表
示
資
料

　

新
入
会
者
履
歴
書
・
推
薦
書

〈
報
告
事
項
〉

１
．
財
務
委
員
会　

財
務
委
員 

長（
小
澤
壯
治
、
60
回
）よ

り
資
料
１
に
基
づ
き
、
今

年
度
会
費
収
入
に
関
し
て

報
告
が
あ
っ
た
。
予
算
６

０
０
万
を
超
え
る
６
、７
３

８
、０
０
０
円
の
収
入
が

あ
っ
た
。
会
費
納
入
率
は

約
66
％
で
あ
る
。

２
．
学
会
支
援
募
金
委
員
会　

委
員
長
（
木
村
成
卓
、
79

回
）
よ
り
、
令
和
６
年
度

学
会
支
援
募
金　

第
27
回 

N
eedlescopic Surgery 

M
eeting

（
浦
上
秀
次
郎

会
長
、
73
回
）、
第
97
回
日

本
胃
癌
学
会
総
会
（
宇
山

一
朗
会
長
、
64
回
相
）
は

学
会
が
終
了
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
第
62
回
日

本
小
児
外
科
学
会
（
浮
山

越
史
会
長
、
65
回
）、
第
84

回
日
本
脳
神
経
外
科
学
会 

（
戸
田
正
博
会
長
、66
回
）、

第
51
回
日
本
臓
器
保
存
生

物
医
学
会
（
河
地
茂
行
会

長
、
68
回
）
は
、
募
金
継

続
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
（
資
料
２
）。

３
．
刀
林
新
聞
編
集
委
員
会　

石
井
良
幸
委
員
長
が
院
内

会
議
で
欠
席
の
た
め
理
事

長
よ
り
資
料
３
『
刀
林
』

１
２
５
号
掲
載
予
定
案
を

も
と
に
編
集
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
選
挙
管
理
委
員
会　

委
員

長
（
菱
田
智
之
、
77
回
相
）

よ
り
、
現
在
評
議
員
選
挙

中
で
あ
り
、
刀
林
会
会
員

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
の
選

挙
、
ま
た
、
卒
後
50
年
以

上
の
会
員
は
郵
送
で
の
選

挙
で
３
名
を
選
出
す
る
こ

と
と
し
、
３
月
末
で
締
め

切
る
こ
と
、
そ
の
後
理
事

吉
田
昌（
69
回
相
）

第
42
回
日
本
小
児
外
科
学
会
秋

季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
長　

渕
本

康
史（
66
回
）

新
入
会
希
望
者　

尤ゆ
う

礼あ
や

佳か

（
済

生
会
中
央
病
院
）

（
同
窓
会
係
）

岡
林
剛
史（
78
）木
村
成
卓（
79
）

山
田
洋
平（
81
）加
勢
田
馨（
86

相
）

（
顧
問
弁
護
士
）
堤
健
太
郎

（
税
理
士
）
岡
田
泰

（
事
務
局
）
本
間
敬
子

（
議
長
）
松
本
純
夫

定
刻
に
至
り
、
定
款
の
定
め

に
よ
り
松
本
理
事
長
が
議
長
と

な
り
、
理
事
会
の
定
款
定
足
数

を
満
た
し
た
の
で
本
理
事
会
が

有
効
に
成
立
し
た
旨
が
宣
さ
れ
、

議
事
が
開
始
さ
れ
た
。な
お
、議

長
は
審
議
に
先
立
ち
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
出
席
者

が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に

適
時
的
確
な
意
見
表
明
が
出
来

る
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

配
布
資
料

１
．
財
務
委
員
会
報
告

２
．
令
和
６
年
学
会
支
援
募
金

一
覧

３
．『
刀
林
』１
２
５
号
掲
載
案

一
覧

４
．
６
月
７
日（
土
）ス
ケ
ジ
ュ 

ー
ル

５
．
第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会　

募
金
趣
意
書
・
収
支
予
算

書

６
．
第
42
回
日
本
小
児
外
科
学

会
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

募
金
趣
意
書
・
収
支
予
算

書

７
．
刀
林
賞
・
刀
林
奨
励
賞　

一
覧

追
加
資
料

１
．
令
和
７
年
刀
林
会
総
会
・

懇
親
会
の
お
知
ら
せ

２
．
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
一

覧
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稲
城
市
立
病
院

院
長齋

藤 

淳
一（
72
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
乳
腺
）
教
授

林
田
　
哲（
77
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

岡
林 

剛
史（
79
回
）

川
崎
市
立
川
崎
病
院

蛭
川 

和
也（
92
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

松
田 

諭（
87
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

脳
神
経
外
科
学
教
授

戸
田 

正
博（
66
回
）

東
海
大
学
医
学
部

心
臓
血
管
外
科
教
授

長 

泰
則（
69
回
）

こ
の
た
び
、
刀
林
会
の
理
事

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
72
回

生
・
一
般
・
消
化
器
外
科
の
齋

藤
淳
一
で
す
。
長
年
、
評
議
員

を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

理
事
に
選
出
さ
れ
る
の
は
初
め

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
諸
先
輩
方

の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
外

科
学
教
室
の
さ
ら
な
る
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
の
た
び
刀
林
会
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
77
回
生
の
林

田
哲
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恩
師
・

先
輩
・
同
窓
の
先
生
方
へ
の
感

謝
を
胸
に
、
外
科
学
教
室
の
さ

ら
な
る
発
展
と
後
進
の
育
成
に

微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
刀
林
会
の
理
事
に

推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
て

の
世
代
の
先
生
方
に
と
っ
て
よ

り
大
切
な
組
織
と
な
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
刀
林
会
理
事
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、
92
回
の
蛭
川
和
也
と

申
し
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
刀
林
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

外
科
学（
一
般
・
消
化
器
）87

回 

松
田
諭 

と
申
し
ま
す
。
こ

の
度
、
新
た
に
刀
林
会
の
理
事

と
し
て
の
お
役
割
を
頂
き
、
身

に
余
る
光
栄
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
刀
林
会
の
一
層
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
刀
林
会
の
理
事

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
脳
神
経

外
科
の
戸
田
と
申
し
ま
す
。
身

に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
諸

先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
と
絆

を
大
切
に
し
て
、
刀
林
会
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
理
事
会
構
成
員

新
理
事
会
構
成
員

こ
の
た
び
理
事
職
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
長 

泰
則
（
69
回
）

で
す
。
慶
應
義
塾
関
連
病
院
で

の
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
９
年

よ
り
東
海
大
学
医
学
部 

心
臓

血
管
外
科
に
勤
務
、
現
在
は
主

任
教
授
を
務
め
て
い
ま
す
。
慶

應
外
科
の
発
展
の
た
め
東
海
大

学
よ
り
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

松
本
　
純
夫

（
52
回
）

多
摩
丘
陵
病
院

名
誉
院
長

島
津
　
元
秀

（
53
回
）

副
理
事
長

こ
ぶ
し
会
会
長宮

原
　
保
之

（
56
回
）

副
理
事
長

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）
教
授

志
水
　
秀
行

（
65
回
）

那
須
赤
十
字
病
院小

島
　
正
夫

（
55
回
）

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

院
長
　
脳
神
経
外
科
特
任
教
授

菅
　
貞
郎

（
61
回
）

多
摩
丘
陵
病
院

理
事
長
　
院
長小

澤
　
壯
治

（
60
回
）

馬
車
道
慶
友
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

古
梶
　
清
和

（
63
回
）

慶
應
義
塾
大
学

副
学
長
　
常
任
理
事

医
学
部
外
科
学（
一
般
・
消
化
器
）

教
授

北
川
　
雄
光

（
65
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
呼
吸
器
）
教
授

朝
倉
　
啓
介

（
81
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

茂
田
　
浩
平

（
85
回
）

川
崎
市
立
川
崎
病
院

乳
腺
外
科
部
長萬

谷
　
京
子

（
74
回
相
）

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

外
科
診
療
部
長下

島
　
直
樹

（
76
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
小
児
）
教
授

藤
野
　
明
浩

（
75
回
）

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任
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慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

川
本 

潤
一
郎（
98
回
）

荻
窪
病
院

水
野 

翔
大（
94
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）

木
村 

成
卓（
79
回
）

山
田 

好
則（
53
回
）

こ
の
度
、
理
事
に
就
任
致
し

ま
し
た
外
科
学
（
一
般
・
消
化

器
）、98
回
の
川
本
潤
一
郎
と
申

し
ま
す
。
歴
史
あ
る
刀
林
会
の

理
事
を
拝
命
し
、
非
常
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
御
座
い
ま

す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か

と
存
じ
ま
す
が
、
精
一
杯
職
務

を
全
う
致
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
刀
林
会
の
理
事
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
94
回
生

の
水
野
翔
大
で
す
。
伝
統
あ
る

刀
林
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
山
田
好
則
先
生
と

と
も
に
刀
林
会
監
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
79
回
心
臓
血
管
外

科
の
木
村
成
卓
と
申
し
ま
す
。

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
刀

林
会
の
た
め
に
尽
力
す
る
所
存

で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

刀
林
会
に
は
長
く
一
会
員
と

し
て
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
理
事
会
監
事
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
名
誉
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
責

任
を
重
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
本
会
が
適
切
に
運
営
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
展
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

監

　事

監

　事

ト
が
失
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
新
制
度

施
行
前
か
ら
刀
林
会
に
加
入
し

て
い
た
こ
ぶ
し
会
会
員
の
多
く

は
退
会
せ
ず
に
残
っ
て
く
れ
、

２
０
２
５
年
か
ら
戸
田
正
博
教

授
が
理
事
に
就
任
し
て
く
れ
た

こ
と
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
春
に
瑞
宝
中
授

章
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
医

療
人
と
し
て
一
つ
の
区
切
が
出

来
た
と
個
人
的
に
は
受
け
と
め

ま
し
た
。
元
々
新
陳
代
謝
を
図

る
こ
と
が
組
織
の
活
性
化
に
は

大
事
と
信
じ
て
い
る
方
な
の
で
、

代
表
理
事
も
こ
の
際
に
次
の
方

に
交
代
し
よ
う
と
考
え
る
に
至

り
、
春
の
理
事
会
前
に
心
境
を

理
事
の
面
々
に
メ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
都
合

の
良
い
返
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
北
川
教
授
が
２
０
２
６

年
春
に
、
そ
の
翌
年
に
志
水
教

授
が
退
任
予
定
で
あ
り
、
そ
の

退
任
を
見
届
け
て
新
教
授
を
同

窓
会
で
迎
え
て
か
ら
の
退
任
の

方
が
穏
当
で
責
任
を
果
た
し
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
も
貰
い
、
理
事
会
で
も
続

投
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

も
う
一
期
理
事
長
を
務
め
る
決

心
を
し
ま
し
た
。
微
力
で
す
が

健
康
に
留
意
し
て
同
窓
会
の
為

に
働
く
所
存
で
す
の
で
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
故
北
島
政
樹
理

事
長
の
急
逝
を
受
け
て
副
理
事

長
か
ら
理
事
長
へ
就
任
し
て
か

ら
、
２
０
２
５
年
度
総
会
で

３
期
目
６
年
が
過
ぎ
た
。
就
任

早
々
の
２
０
２
０
年
か
ら
２
０

２
４
年
はC

ovid -19

の
大
流

行
の
た
め
対
面
方
式
の
会
合
が

制
限
さ
れ
た
の
は
想
定
外
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
北
川
雄
光

教
授
主
宰
の
日
本
外
科
学
会
学

術
集
会
を
始
め
と
し
て
、
教
室

創
立
１
０
０
周
年
行
事
や
刀
林

会
全
員
集
会
も
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
く

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し

か
し
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の

進
歩
普
及
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
当

た
り
前
の
も
の
に
し
た
。
若
手

医
師
は
学
会
に
参
加
し
た
く
て

も
現
場
に
張
り
つ
け
ら
れ
て
開

催
地
に
行
け
な
い
現
実
が
あ
っ

た
が
、
す
き
間
時
間
に
参
加
で

き
る
良
い
社
会
変
革
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
残
念
だ
っ
た
の

は
北
島
理
事
長
時
代
に
結
ば
れ

た
延
世
大
学
同
窓
会
と
の
Ｍ
Ｏ

Ｕ
に
則
っ
た
会
合
は
不
成
立
に

終
わ
っ
た
ま
ま
で
す
。
も
う
一

つ
は
外
科
専
門
医
制
度
で
基
本

診
療
科
と
し
て
認
め
ら
れ
た
脳

神
経
外
科
研
究
室
か
ら
若
手
の

刀
林
会
加
入
が
途
絶
え
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
専

門
領
域
は
別
々
で
あ
っ
て
も
大

教
室
と
し
て
集
う
慶
應
義
塾
大 

学
同
窓
会（
刀
林
会
）の
メ
リ
ッ

理
事
長
重
任
に
当
た
っ
て

は
経
営
健
全
化
、
一
次
か
ら
三

次
ま
で
の
救
急
医
療
対
応
施
設

と
し
て
体
制
整
備
、
最
先
端
医

療
提
供
施
設
と
し
て
の
充
実
お

よ
び
医
師
の
意
識
改
革
が
喫
緊

の
課
題
で
し
た
。
電
子
カ
ル
テ

機
能
充
実
を
図
り
、
２
０
０
８

年
か
ら
は
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
概
念
を
取
り
入
れ

Ｗ
ｅ
ｂ
で
電
子
カ
ル
テ
へ
ア
ク

セ
ス
可
能
と
し
ま
し
た
。
院
外

か
ら
も
参
照
サ
ー
バ
ー
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
の
で
学
会
等
で
院

外
に
い
て
も
患
者
の
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
様
に
な
り
精
神
的
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
外
部
の
登
録
医
も
ご
自
身
が

紹
介
さ
れ
た
患
者
に
限
り
ま
す

が
、
紹
介
後
の
デ
ー
タ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
安
心
の
シ
ス
テ
ム

に
な
り
ま
し
た
。
９
時
５
時
勤

務
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
家
庭
を

持
つ
女
性
医
師
か
ら
も
家
事
が

終
わ
っ
た
後
に
患
者
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
た
こ
と

は
好
評
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
試

み
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
心
配
す

る
機
構
本
部
か
ら
運
用
停
止
処

分
と
な
り
ま
し
た
が
、
勤
務
医

の
負
担
軽
減
策
の
一
つ
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
厚
労

省
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
顧
問

の
辞
令
を
受
け
た
理
由
と
な
り
、

今
回
の
授
章
に
繋
が
っ
た
の
で

は
と
勝
手
に
想
像
し
て
い
ま
す
。

浜
松
通
い
は
平
気
だ
よ
な
」
と

言
う
よ
く
分
か
ら
な
い
誘
い
で

国
立
療
養
所
天
竜
荘
に
在
籍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週

６
時
東
京
駅
始
発
の
新
幹
線
に

乗
り
、
浜
松
駅
で
遠
州
鉄
道
に

乗
り
換
え
９
時
に
手
術
室
へ
直

行
、
夜
は
当
直
、
翌
日
は
看
護

学
校
で
講
義
を
担
当
し
て
か
ら

帰
京
す
る
生
活
の
３
年
間
に
な

り
ま
し
た
。
古
き
よ
き
時
代
の

国
立
病
院
の
医
師
確
保
策
の
姿

で
あ
っ
た
と
後
に
知
り
ま
し
た
。

最
後
の
６
か
月
は
東
京
拘
置
所

に
非
常
勤
医
師
と
し
て
身
分
を

置
き
、
未
決
囚
診
療
を
経
験
し

ま
し
た
。

ポ
ス
ト
チ
ー
フ
出
張
と
し
て

１
９
８
０
年
か
ら
２
年
間
は
国

立
病
院
機
構
神
奈
川
病
院
に
赴

任
、
そ
の
後
現
藤
田
医
科
大
学

故
吉
﨑
聰
教
授
の
元
へ
講
師
と

し
て
異
動
、
２
０
０
０
年
か
ら

は
同
第
２
教
育
病
院
坂
文
種
報

徳
會
病
院
院
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
名
古

屋
人
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ら
、
２
０
０
５
年
慶
應
義
塾
大

学
北
島
政
樹
医
学
部
長
と
矢
崎

義
男
国
立
病
院
機
構
理
事
長
か

ら
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
異
動
要
請
を
突
然

受
け
ま
し
た
。
当
時
学
長
で

あ
っ
た
船
曳
孝
彦
先
生（
40
回
）

か
ら
許
可
が
出
て
、
12
代
目
院

長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
国

立
病
院
機
構
本
部
か
ら
の
指
示

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
な
臭
い

雰
囲
気
が
各
研
究
室
に
残
っ
て

い
た
時
代
で
し
た
。
二
年
目
の

前
期
教
育
出
張
で
は
二
番
く
じ

で
浜
松
赤
十
字
病
院
外
科
に
赴 

き
、故
住
山
正
男
部
長（
32
回
）・

故
森
田
淳
医
長（
38
回
）に
外
科

の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

三
年
目
は
労
使
紛
争
が
収
ま
っ

た
ば
か
り
の
レ
ジ
デ
ン
ト
出
張

再
開
の
一
番
目
と
し
て
東
京
都

済
生
会
中
央
病
院
外
科
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
故
羽
鳥
俊
郎 

（
26
回
）、故
石
飛
幸
三（
40
回
）、

故
角
本
陽
一
郎（
41
回
）亀
田
正

（
43
回
）先
生
か
ら
消
化
器
外
科

の
み
な
ら
ず
末
梢
血
管
外
科
の

薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。
慶
應
病

院
に
戻
っ
た
後
期
レ
ジ
デ
ン
ト

時
代
に
研
究
室
と
し
て
は
胃
班

に
故
春
山
克
郎
君
と
所
属
し
ま

し
た
。
無
休
医
時
代
の
始
ま
り

で
し
た
が
、
下
部
消
化
管
班
の

故
篠
原
央（
50
回
相
当
）先
生
か

ら
「
浜
松
日
赤
経
験
者
だ
か
ら

こ
の
度
、
令
和
７
年
４
月
29

日
発
令
で
瑞
宝
中
綬
章
の
授
章

が
決
ま
り
、
５
月
28
日
に
厚
生

労
働
省
で
の
伝
達
式
お
よ
び
皇

居
で
の
天
皇
陛
下
拝
謁
の
儀
式

に
出
席
し
ま
し
た
。
授
与
基
準

は
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、

困
難
度
、
責
任
の
程
度
な
ど
を

評
価
し
、
重
要
と
認
め
ら
れ
る

職
務
を
果
た
し
た
者
と
あ
り
、

私
学
出
身
者
と
し
て
は
折
々
に

国
立
病
院
に
奉
職
し
た
た
め
叙

勲
に
至
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

職
歴
を
た
ど
っ
て
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
の
お
名
前
を
紹

介
し
て
拙
文
を
ま
と
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
小
生
は
２
０
２
５

年
で
医
学
部
卒
業
後
52
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。
当
時
の
卒
後
教

育
は
６
年
制
で
し
た
。
１
年
間

の
慶
應
病
院
研
修
で
は
脳
神
経

外
科
、心
臓
・
呼
吸
器
外
科
、小

児
外
科
、
乳
腺
を
含
む
一
般
消

化
器
外
科
を
回
り
ま
し
た
。
学

園
紛
争
終
結
直
後
で
下
剋
上
で

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て

理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

　
　
　
松
本
　
純
夫
（
52
回
）

新
任

新
任

新
任

新
任

理
事
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長松本

　
純
夫

（
52
回
）
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イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
研
究
面

で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
診
断

支
援
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
適
応

拡
大
に
関
す
る
臨
床
研
究
、
そ

し
て
気
道
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
医
工
連
携
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
領
域
で
は
現
在
、

母
校
の
朝
倉
啓
介
先
生（
81
回
）、 

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

の
江
口
圭
介
先
生（
69
回
）、
埼

玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
河
野
光
智
先
生（
72
回
）

と
儀
賀
理
暁
先
生（
72
回
）、
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
大
塚
崇

先
生（
75
回
）、
埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
菱
田
智

之
先
生（
77
回
相
当
）が
教
授
と

し
て
ご
活
躍
中
で
す
。
今
後
は

諸
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、

慶
應
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

刀
林
会
の
諸
先
輩
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。近
年
、

研
究
力
低
下
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
本
邦
に
お
い
て
、
研
究
者

や
若
手
医
療
者
が
学
術
研
究
、

診
療
能
力
の
向
上
、
慶
應
義
塾

な
ら
で
は
の
異
分
野
と
の
交
流

な
ど
に
安
心
し
て
没
頭
で
き
る

環
境
、
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
構
築
し
、
大
学
お
よ
び
そ
の

関
連
施
設
に
優
秀
な
人
材
が
自

ら
望
ん
で
集
結
す
る
体
制
を
築

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
真
の

幸
福
の
あ
り
方
、
身
体
的
な
健

康
だ
け
で
な
く
精
神
的
、
社
会

的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

何
か
を
見
極
め
、
Ａ
Ｉ
技
術
が

浸
透
し
た
新
し
い
社
会
を
先
導

す
る
た
め
に
医
療
・
理
工
系
に

留
ま
ら
ず
慶
應
義
塾
が
誇
る
人

文
科
学
・
社
会
科
学
系
の
叡
智

を
結
集
し
、
持
続
可
能
な
「
慶

應
医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
皆
様
と
と
も
に
描
い
て
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導

ご
支
援
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
と
し
て
、
２
０
２
５
年
４

月
よ
り
現
職
を
拝
命
い
た
し
ま 

し
た
。杏
林
大
学
病
院
に
は
、前

理
事
長
の
松
田
博
青
先
生
（
39

回
）
を
は
じ
め
、
現
医
学
部
長

の
平
形
明
人
先
生
（
61
回
・
眼

科
）、乳
腺
外
科
学
教
授
の
井
本

滋
先
生
（
64
回
）、
小
児
外
科
学

教
授
の
浮
山
越
史
先
生（
65
回
）

な
ど
、
多
く
の
刀
林
会
お
よ
び

三
四
会
の
先
輩
方
が
活
躍
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
の

よ
う
な
重
責
を
担
う
機
会
を
得

ら
れ
た
の
も
、
慶
應
の
先
輩
方

が
長
年
に
わ
た
り
大
学
に
貢
献

さ
れ
、
築
か
れ
て
き
た
信
頼
の

賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
偉
大
な
る
諸
先
輩
方
に
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
近
藤
病
院
長
の
も

と
、
杏
林
大
学
の
現
医
局
員
の

先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
杏
林
大

学
の
発
展
に
尽
力
す
る
所
存
で

す
。
臨
床
で
は
、
肺
癌
に
対
す

る
低
侵
襲
手
術
（
胸
腔
鏡
・
ロ

ボ
ッ
ト
）
を
中
心
に
、
留
学
時

に
学
ん
だ
肺
移
植
の
経
験
を
活

か
し
、
肺
癌
や
縦
隔
腫
瘍
に
対

す
る
拡
大
手
術
、
気
道
再
建
や

ク
ト
で
あ
る
地
域
中
核
・
特
色

の
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業J -PEA
K
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を
は
じ
め
と
す

る
大
型
研
究
活
動
を
推
進
し
な

が
ら
、
医
療
系
三
学
部
合
同
教

育
を
含
む
全
人
的
教
育
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
だ
け
厳
し
い
医
療
環
境
の

中
で
、
学
術
的
実
績
を
挙
げ
な

が
ら
医
学
部
・
病
院
と
も
に
過

去
４
年
間
連
続
黒
字
決
算
を
達

成
で
き
ま
し
た
の
は
、
天
谷
雅 

行 

前
常
任
理
事
、
金
井
隆
典 

前
医
学
部
長
、松
本
守
雄 

前
病

院
長
を
は
じ
め
、
医
学
部
・
病

院
執
行
部
、
信
濃
町
教
職
員
す

べ
て
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
り
、何
よ
り
教
育
・
研
究
・

診
療
現
場
の
第
一
線
で
働
く
若

手
医
療
者
、
教
職
員
、
研
究
者

の
皆
様
の
功
績
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
若
手
・
中
堅
教
職
員
の
処

遇
改
善
と
同
時
に
医
療
Ｄ
Ｘ
を

駆
使
し
た
労
働
環
境
の
整
備
に

注
力
し
て
参
り
ま
す
。
急
速
な

人
口
減
少
の
中
で
、
中
長
期
的

に
は
医
療
需
要
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
な
が
ら
「
慶
應
の

医
療
圏
」
を
世
界
へ
と
広
げ
て

２
０
２
５
年
４
月
１
日
付
で
、

杏
林
大
学
医
学
部
呼
吸
器
・
甲

状
腺
外
科
の
臨
床
教
授
・
診
療

科
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
２
０
０
５
年
に
卒
業
後
、

初
期
臨
床
研
修
を
経
て
外
科
学

教
室
に
入
局
し
、
小
林
紘
一
先

生
（
46
回
）
の
ご
指
導
の
も
と
、

呼
吸
器
外
科
の
門
を
叩
き
ま
し 

た
。
そ
の
後
、
野
守
裕
明
先
生 

（
58
回
）の
も
と
で
専
修
医
と
し

て
薫
陶
を
受
け
、
専
修
医
課
程

を
修
了
し
た
時
点
で
カ
ナ
ダ
・

ト
ロ
ン
ト
大
学
に
リ
サ
ー
チ

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
留
学
い
た
し

ま
し
た
。
研
究
フ
ェ
ロ
ー
を
２

年
間
行
っ
た
後
、
同
大
学
で
臨

床
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
２
年
間
一

般
胸
部
外
科
を
、
さ
ら
に
１
年

間
肺
移
植
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を

学
び
ま
し
た
。
帰
国
後
は
慶
應

義
塾
大
学
で
助
教
を
務
め
た
の

ち
、
足
利
赤
十
字
病
院
、
が
ん

研
有
明
病
院
を
経
て
、
２
０
２

３
年
よ
り
杏
林
大
学
に
赴
任
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
現
病
院
長
で
呼

吸
器
外
科
教
授
の
近
藤
晴
彦
先

生
（
東
京
大
学
出
身
）、
な
ら
び

に
甲
状
腺
外
科
教
授
の
平
野
浩

一
先
生（
63
回
・
形
成
外
科
）の 

２
０
２
５
年
５
月
、
医
療
分

野
を
統
括
す
る
慶
應
義
塾
副
学

長
お
よ
び
２
期
目
の
常
任
理
事

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
様
々
な
ご
支
援
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
刀
林
会
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
慶
應

義
塾
社
中
の
皆
様
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
く
存
じ
ま
す
。
私
が

担
当
す
る
医
療
の
分
野
は
慶
應

に
限
ら
ず
日
本
全
体
の
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

本
塾
は
最
先
端
の
医
看
薬
学
の

発
展
に
貢
献
し
な
が
ら
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
に
お
い
て
高
度

で
安
全
な
医
療
を
提
供
し
つ
つ
、 

未
来
型
予
防
医
療
や
臨
床
研
究

推
進
な
ど
独
自
の
分
野
を
展
開

し
て
経
営
面
に
お
い
て
も
堅
調

な
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
の
動
向
は
決
し
て
楽
観
で

き
ま
せ
ん
。
慶
應
義
塾
全
体
の

事
業
規
模
の
約
半
分
を
占
め
る

医
療
財
政
の
安
定
的
成
長
は
、

慶
應
義
塾
の
恒
常
的
な
発
展
に

お
い
て
も
不
可
欠
で
す
。
医
学

部
に
お
い
て
は
、
理
工
学
部
、

薬
学
部
と
連
携
し
て
獲
得
し
た

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点 

Bio2Q

や
全
塾
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

杏
林
大
学
医
学
部
呼
吸
器・甲
状
腺
外
科

教
授
就
任
の
ご
報
告

副
学
長
・
常
任
理
事
を
拝
命
し
て

橋
本
　
浩
平
（
84
回
）

教
授
就
任

教
授
就
任

A 5  1 / 2　 1 0 5mm×1 4 8mm
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抑える技術を追求。これからもあるべき「ツムラ品質」を進化させ続けます。現代を
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慶
應
義
塾
大
学
医
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（
一
般
・
消
化
器
）
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授

北
川
　
雄
光
（
65
回
）
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私
は
、
退
職
後
市
川
を
全
て

引
き
払
っ
て
６
月
か
ら
済
生
会

宇
都
宮
病
院
で
篠
崎
病
院
長
の

下
で
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
７
月
19
日
朝
早
く
北
川

慶
應
義
塾
副
学
長
か
ら
私
の
携

帯
電
話
に
電
話
が
あ
り「
前
日
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
高
木
理
事

長
か
ら
『
市
川
総
合
病
院
が
東

歯
大
か
ら
国
福
大
に
譲
渡
さ
れ

る
』
と
話
が
あ
っ
た
が
、
松
井

は
ご
存
じ
で
あ
っ
た
の
か
？
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
私
に
は
全

く
寝
耳
に
水
で
あ
り
、
５
月
ま

で
の
東
歯
大
在
職
中
に
は
全
く

そ
の
よ
う
な
情
報
を
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
お
話
し

し
ま
し
た
。
と
言
う
よ
り
、
井

出
理
事
長
が
私
を
含
め
て
慶
應

側
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
秘
密

裏
に
市
川
総
合
病
院
の
切
り
離 

し
譲
渡
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
、

慶
應
側
や
市
川
総
合
病
院
側
に

は
一
切
説
明
な
く
、
私
の
退
職

後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
国
福
大
側

か
ら
唐
突
に
明
か
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
伊
藤
塾
長
や
北
川
副

学
長
は
じ
め
慶
應
側
に
大
変
無

礼
千
万
な
所
業
と
言
わ
ざ
る
を

慶
應
と
の
合
併
、
統
合
に
つ
い

て
長
年
熟
慮
し
て
い
た
腹
案
を

語
り
、
私
も
そ
の
基
に
あ
る
信

念
を
理
解
し
（
た
つ
も
り
に
な

り
…
）、私
学
第
１
位
慶
應
義
塾

と
歯
学
第
１
位
東
歯
大
の
合
併

で
あ
れ
ば
１
＋
１
を
２
以
上
に

で
き
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
生
ま
れ
る
と
考
え
（
て
し
ま

い
…
）
ま
し
た
。
当
時
慶
應
義

塾
の
北
川
病
院
長
、
竹
内
常
任

理
事
、
天
谷
医
学
部
長
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
当
時
の
長
谷

山
塾
長
と
の
面
会
が
叶
い
、
三

田
で
の
何
回
も
の
協
議
を
経
て

長
谷
山
塾
長
は
じ
め
慶
應
義
塾

理
事
会
、
評
議
員
会
の
承
認
が

得
ら
れ
２
０
２
３
年
の
統
合
を

目
指
す
「
基
本
合
意
書
」
が
２

０
２
１
年
１
月
締
結
さ
れ
た
の

で
し
た
。
し
か
し
、
同
年
５
月

慶
應
義
塾
塾
長
が
伊
藤
塾
長
に

交
代
さ
れ
て
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
一
旦
見
直
す
こ
と
と
な

り
、
こ
の
統
合
協
議
の
道
筋
が

決
ま
ら
な
い
ま
ま
私
の
任
期
を

迎
え
道
半
ば
で
退
職
す
る
こ
と

に
な
っ
た
次
第
で
す
。

２
０
２
５
年
５
月
末
を
も
っ

て
東
京
歯
科
大
学
副
学
長
の
任

期
を
終
え
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
に
東
歯
大
市
川
総
合
病
院
外

科
第
六
代
教
授
に
就
任
し
、
２

０
１
３
年
か
ら
副
病
院
長
、
２

０
１
９
年
か
ら
大
学
副
学
長
、

法
人
常
務
理
事
を
務
め
ま
し
た
。

東
歯
大
出
身
や
歯
学
関
係
以
外

の
副
学
長
は
私
が
初
め
て
で
し

た
が
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
教
職

員
の
温
か
い
支
援
の
お
蔭
様
で

本
当
に
楽
し
く
思
い
っ
切
り
勤

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
在

職
中
に
は
、
東
北
大
震
災
や
新

型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
災
厄
も

あ
り
ま
し
た
が
、
全
教
職
員
一

丸
と
な
っ
て
果
敢
な
努
力
で
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

他
多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
副
学
長
と
し
て
携
わ
っ

た
最
大
の
仕
事
は
慶
應
と
の
合

併
協
議
で
し
た
。
そ
れ
は
、
２

０
１
８
年
１
年
間
の
外
科
手
術

千
件
達
成
の
記
念
祝
賀
会
を
２

０
１
９
年
１
月
に
開
催
し
た
前

後
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時

の
井
出
理
事
長
・
学
長
が
私
一

人
を
こ
っ
そ
り
何
回
か
呼
ん
で
、

東
京
歯
科
大
学
副
学
長
を
退
任
し
て

松
井
　
淳
一
（
58
回
）

得
ま
せ
ん
。
つ
い
数
か
月
前
ま

で
東
歯
大
で
精
一
杯
に
勤
め
て

い
た
私
が
退
任
の
挨
拶
で
東
歯

大
の
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
書
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た

だ
た
だ
残
念
で
す
。

17
年
間
、
市
川
総
合
病
院
と

東
京
歯
科
大
学
を
心
か
ら
愛
し

て
一
所
懸
命
に
働
き
、
全
て
の

教
職
員
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き

な
達
成
感
と
満
ち
満
ち
た
充
足

感
を
胸
に
退
職
し
た
後
に
、
こ

の
よ
う
な
後
日
譚
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

「
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病

院
」
の
名
称
が
来
年
４
月
に
ど

う
変
わ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
慶
應
関
係
や
刀
林
会
の
諸

兄
だ
け
で
は
な
く
一
緒
に
働
い

た
大
切
な
教
職
員
の
皆
さ
ん
の

将
来
に
微
力
な
が
ら
私
も
心
を

致
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
こ
れ
ま
で
多
く

の
ご
支
援
を
賜
っ
た
刀
林
会
の

諸
先
生
方
に
心
よ
り
の
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

副
学
長
退
任

副
学
長
退
任

Kesw
ani

とVice President

のProf. Susan Volk

、
日
本

創
傷
治
癒
学
会
か
ら
東
京
大
学

の
仲
上
豪
二
朗
教
授
、
東
北
大

学
の
菅
野
恵
美
教
授
を
招
き
、 

皮
膚
潰
瘍
創
傷
治
癒
の
最
新
知

見
と
皮
膚
細
菌
叢
や
細
菌
の
影

響
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
来
年
は
、
ハ
ン
ガ 

リ
ー
系
カ
ナ
ダ
人
で
あ
るH

ans  
Selye

が
ス
ト
レ
ス
学
説
を
提 

唱
し
て
90
周
年
で
あ
り
ま
す
。

H
ans Selye

の
愛
弟
子
で
あ 

る
、私
の
米
国
留
学
先
のProf.  

Sandor Szabo

（
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
）を
招
待
し
、“Stress is 9‌0  

years old”

と
題
し
た
特
別
講

演
も
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
近
年
、
外
科
病
棟
に
入
院

し
た
潰
瘍
穿
孔
例
で
死
亡
例
が

時
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

主
題
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
外

科
病
棟
の
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

症
例
の
実
情
」
を
設
け
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
刀
林
会
か
ら
練

馬
総
合
病
院
の
栗
原
直
人
先

生
、
そ
し
て
慈
恵
会
医
科
大
学

か
ら
高
橋
直
人
先
生
に
座
長
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
集

ま
っ
た
９
題
の
な
か
か
ら
８
演

G
I w

eek 2026

（
２
０
２
６

年
２
月
20
日
～
22
日
熊
本
城

ホ
ー
ル
）の
中
で
開
催
さ
れ
る
、

第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会
の
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
日
本

潰
瘍
学
会
は
、
始
ま
り
を
１
９

７
３
年
に
遡
る
歴
史
あ
る
学
会

で
す
。
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

第
二
外
科
の
長
尾
房
大
教
授
が

設
立
時
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
教
室
で
報
告
さ
れ

て
き
た
二
重
規
制
学
説
が
、
日

本
潰
瘍
学
会
の
原
点
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

２
０
０
２
年
に
は
故
北
島
政
樹

教
授
が
第
30
回
の
会
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
53
回
の
テ
ー
マ

を
「
新
た
な
地
平
を
拓
け
」
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
を
会

長
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
、

京
都
薬
科
大
学
名
誉
教
授
の
岡 

部 

進
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
に
触
発 

さ
れ
て
、特
別
企
画“Can w

e  
find sim

ilarities in the 
w

ound healing of the skin  
ulcers?”

と
い
う
国
際
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
設
け
ま
し
た
。
米
国

W
ound H

ealing Society

の 
President

のProf. Sundeep 

題
が
主
題
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
報
告

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
潰
瘍
学
会
で
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
、外
科
・
内
科
・
基

礎
医
学
の
メ
ン
バ
ー
が
徹
底
的

に
学
術
討
論
を
行
う
場
と
し
て

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継

げ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
本
学
会
に
御

指
導
・
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
53
回
日
本
潰
瘍
学
会

吉
田
　
昌
（
69
回
相
）

学
会
紹
介

学
会
紹
介
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り
ま
し
た
。
昨
今
、
寄
付
金
を

募
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
情

勢
に
ご
ざ
い
ま
す
中
、
こ
の
よ

う
な
温
か
い
ご
支
援
は
、
学
会

運
営
の
大
き
な
支
え
と
な
り
、

会
場
設
営
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

の
充
実
に
も
大
き
く
寄
与
い
た

し
ま
し
た
。
刀
林
会
か
ら
の
ご

援
助
が
な
け
れ
ば
実
現
し
得
な

か
っ
た
取
り
組
み
も
多
く
、
こ

こ
に
改
め
ま
し
て
深
甚
な
る
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
総
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
ま

し
た
成
果
を
励
み
と
し
、
今
後

も
微
力
な
が
ら
胃
癌
学
の
発
展

に
寄
与
す
べ
く
、臨
床
・
研
究
・

教
育
の
い
ず
れ
の
領
域
に
お
き

ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
精
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
何
卒
今
後
と
も
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

総
会
に
は
２
、０
０
０
名
を

超
え
る
多
数
の
先
生
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
応
募
演
題
数
も

９
０
０
題
近
く
に
達
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
に

よ
る
診
断
精
度
の
向
上
に
関
す

る
最
新
報
告
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

の
進
化
を
踏
ま
え
た
手
術
戦

略
、
さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
教
育
の
新

た
な
試
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
ご
発
表
が
寄
せ
ら
れ
、
会
期

を
通
じ
て
大
変
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
故

北
島
政
樹
先
生
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
日
本
―

ハ
ン
ガ
リ
ー
―

ポ
ー

ラ
ン
ド
外
科
学
会
を
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
吉
田
昌
先
生
の

ご
尽
力
に
よ
り
同
時
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
多
く
の
海
外
の

外
科
医
の
先
生
方
に
も
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本

総
会
に
国
際
的
な
広
が
り
を
与

え
、
大
変
意
義
深
い
出
来
事
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
の
胃
癌

診
療
の
現
状
と
進
歩
を
世
界
へ

発
信
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

主
催
者
と
し
て
喜
び
に
堪
え
ま

せ
ん
。

さ
ら
に
、
今
回
の
総
会
の
運

営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
同
門

会
で
あ
る
刀
林
会
の
諸
先
輩
方

よ
り
、
寛
大
な
る
ご
厚
志
を
賜

学
会
を
終
え
て

学
会
を
終
え
て

第
97
回
日
本
胃
癌
学
会
総
会

を
、
２
０
２
５
年
３
月
12
日
か

ら
14
日
に
か
け
ま
し
て
名
古
屋

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て

主
催
す
る
貴
重
な
機
会
を
賜
り

ま
し
た
。
本
学
会
は
、
我
が
国

の
胃
癌
診
療
に
携
わ
る
多
く
の

先
生
方
が
一
堂
に
会
し
、
知
の

交
流
と
発
展
を
図
る
重
要
な
学

術
集
会
で
あ
り
、
そ
の
総
会
を

お
引
き
受
け
す
る
に
あ
た
り
、 

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も

に
、
名
古
屋
か
ら
新
た
な
学
術

的
潮
流
を
発
信
し
た
い
と
い
う

決
意
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
胃
癌
学
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
た
し
ま
し
た
の

は
、
近
年
著
し
い
発
展
を
遂
げ

る
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
、
画
像
解
析
技
術
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
、
胃
癌
診

療
の
質
向
上
に
極
め
て
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え

た
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
技
術
革
新
を
臨
床
、研
究
、

教
育
の
場
に
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
、
未
来
の
胃
癌
学
へ
つ
な

げ
て
い
く
べ
き
か
を
、
国
内
外

の
専
門
家
の
先
生
方
と
深
く
議

論
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

第
97
回
日
本
胃
癌
学
会
総
会

第97回日本胃癌学会総会 2025年10月3日

収支報告書

■収入 ■支出(別添明細）  

項目 単価 数量 単位 金額 項目 主催者経費 JCS御見積 合計

Ⅰ 参加費収入 2056 名 ¥38,332,000 Ⅰ 事前準備費 ¥1,852,522 ¥29,950,686 ¥31,803,208

1 学会参加費（会員） 15,000 1,230 名 18,450,000 1 事務局人件費 0 9,867,000 9,867,000

2 学会参加費（非会員） 25,000 577 名 14,425,000 2 事務局雑費 0 334,675 334,675

3 海外参加者(早期) 25,000 96 名 2,400,000 3 接遇業務費 0 2,691,040 2,691,040

3 海外参加者(通常) 30,000 92 名 2,760,000 4 企業協賛活動業務費 0 1,769,020 1,769,020

4 メディカルスタッフ 5,000 30 名 150,000 5 広報・渉外業務費 0 54,450 54,450

5 研修医 5,000 27 名 135,000 6 制作費 768,950 7,091,535 7,860,485

6 学生 3,000 4 名 12,000 7 サイドイベント業務費 6,700 820,380 827,080

Ⅱ 懇親会参加料 130 名 ¥650,000 8 プログラム編成業務費 0 4,242,865 4,242,865

1 拡大代議員懇親会 5,000 130 名 ¥650,000 9 事前登録業務費 1,076,872 3,037,826 4,114,698

Ⅲ 単位手数料 名 ¥0 10 郵送費 0 41,895 41,895

Ⅳ 抄録集販売  0 0 冊 ¥0 Ⅱ 当日運営費 ¥25,822,948 ¥62,614,231 ¥88,437,179

Ⅴ 共催セミナー 18 枠 ¥44,550,000 1 会場関係費 18,144,957 0 18,144,957

1 モーニングセミナーA（※最大２枠） 1,870,000 1 枠 1,870,000 2 招請者関係費 0 17,908,266 17,908,266

2 モーニングセミナーB（※最大６枠） 1,650,000 2 枠 3,300,000 3 飲食・会合・行催事関係費 7,149,864 519,900 7,669,764

3 ランチョンセミナーA（※最大２枠） 2,750,000 2 枠 5,500,000 4 輸送・ツアー関係費 155,520 0 155,520

4 ランチョンセミナーB（※最大６枠） 2,420,000 6 枠 14,520,000 5 映像機材費 0 30,056,521 30,056,521

5 ランチョンセミナーC（※最大６枠） 枠 0 6 看板・ポスターパネル関係施工費 0 4,815,074 4,815,074

6 イブニングセミナーA（※最大２枠） 2,420,000 0 枠 0 7 展示会場関係費 0 672,760 672,760

7 イブニングセミナーB（※最大４枠） 2,200,000 4 枠 8,800,000 8 設営・撤去（看板・ポスターパネル・展示） 0 1,089,000 1,089,000

8 スポンサードシンポジウムA（※最大２枠） 3,520,000 3 枠 10,560,000 9 運搬関係（看板・ポスターパネル・展示） 0 774,400 774,400

9 スポンサードシンポジウムB（※最大１枠） 2,750,000 0 枠 0 10 参加受付自動機利用経費 0 0 0

10 スポンサードシンポジウムB（特別料金） 枠 0 11 運営要員関係費 0 4,752,275 4,752,275

Ⅵ 展示出展料 13 社 ¥30,019,000 12 記録関係費 372,607 580,800 953,407

1 基礎小間出展料 330,000 4 小間 1,320,000 13 同時通訳関係費 0 0 0

2 スペース小間出展料 275,000 小間 0 14 諸雑費 0 1,445,235 1,445,235

3 書籍出展料 16,500 6 本 99,000 Ⅲ 事後処理費 ¥5,927,237 ¥749,100 ¥6,676,337

4 ホスピタリティルーム（大）※最大3枠 3,850,000 4 枠 15,400,000 1 事務局人件費 0 616,000 616,000

5 ホスピタリティルーム（小）※最大1枠 3,300,000 0 枠 0 2 旅費交通費 0 0 0

6 ホスピタリティスペース  ※最大2枠 3,300,000 4 枠 13,200,000 3 会議費 683,809 0 683,809

7 ホスピタリティスペース２ - - - - 4 制作費 0 0 0

8 ホスピタリティスペース３ - - - - 5 会計監査費用 3,500,000 133,100 3,633,100

9 ホスピタリティスペース４ - - - - 6 その他 1,743,428 0 1,743,428

Ⅶ 広告関係費 3 社 ¥770,000 合計 ¥33,602,707 ¥93,314,017 ¥126,916,724

1 幕間広告 330,000 1 社 330,000

2 アプリ バナー広告 220,000 1 社 220,000

3 HP バナー広告 220,000 1 社 220,000

Ⅷ 寄附・助成金 ¥12,150,000

1 学会本部からの運営補助金 8,500,000 1 式 8,500,000 ¥-0

2 寄付 1,650,000 1 式 1,650,000

3 その他寄付・助成 2,000,000 1 式 2,000,000

Ⅸ その他 ¥445,724

1 関連会合 会場費 399,025 1 式 399,025

2 利息 46,699 1 式 46,699

合計 ¥126,916,724

予備費（実数との差額）

実数(最終)

1

第97回日本胃癌学会総会　収支報告書

藤
田
医
科
大
学

先
端
ロ
ボ
ッ
ト
内
視
鏡
手
術
学
講
座

主
任
教
授宇

山
　
一
朗
（
64
回
相
）
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締
役
会
長
：
安
川
健
司
様
で
す
。 

ど
の
ご
講
演
も
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
医
学
、
小
児
外
科
に
と
っ

て
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
文
化
公
演
と
し
て
フ
ジ

テ
レ
ビ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
金

城
綾
香
さ
ん
に
ご
登
壇
い
た
だ

き
、
ド
ラ
マ
「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ　

小

児
集
中
治
療
室
」
の
作
成
過
程

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

約
１
、０
０
０
名
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
会
場
と

も
大
変
盛
況
で
活
気
に
満
ち
た

学
術
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
学
術
集
会
を
開
催
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と

も
に
、
刀
林
会
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

題
と
し
て
「
〜
き
み
の
想
い
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜
」
を

掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
小
児
外
科

医
に
も
子
ど
も
た
ち
へ
の
〝
想

い
〟
を
胸
に
小
児
外
科
医
療
に

臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
願

い
を
込
め
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
日
本
の
医

学
界
で
著
名
な
先
生
が
た

に
「
こ
れ
か
ら
の
医
学
と
小

児
外
科
」
に
関
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
議
院

議
員
：
66
回
の
古
川
俊
治
先

生
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
学

長
／
Ｗ
Ｈ
Ｏ
執
行
理
事
：
63

回
の
鈴
木
康
裕
先
生
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教

授
：
65
回
の
北
川
雄
光
先
生
、 

日
本
医
師
会
常
任
理
事
：
65
回

の
黒
瀬 

巌
先
生
、
日
本
小
児
科

学
会
理
事
：
岡 

明
先
生
、
ア
ス 

テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社
代
表
取

科
医
を
め
ざ
し
弛
ま
ず
精
進
を

重
ね
る
誓
い
の
印
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
れ

ま
で
四
半
世
紀
あ
ま
り
の
外
科

医
人
生
に
お
い
て
、
多
大
な
る

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
刀
林
会

の
諸
先
生
方
、
関
係
者
の
み
な

さ
ま
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

唯
一
に
し
て
最
後
の
救
命
手
段

で
す
。
我
々
の
力
が
及
ば
ず
、

失
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち
を
思
い

出
さ
な
い
日
は
１
日
た
り
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
度
の
賞
は
、

人
生
の
最
も
困
難
な
時
期
に

我
々
を
心
か
ら
信
頼
し
て
く
だ

さ
っ
た
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の

方
々
に
対
し
、
よ
り
優
れ
た
外

１
９
年
に
初
の
国
際
コ
ン
セ
ン

サ
ス
会
議
を
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
で
開
催
し
、
２
０
２

２
年
に
は
主
任
研
究
員
と
し
て

切
除
不
能
な
肝
門
部
領
域
胆
管

癌
に
対
す
る
生
体
肝
移
植
の
本

邦
で
の
保
険
収
載
を
目
指
し
た

全
国
多
施
設
共
同
研
究
（
先
進

医
療
Ｂ
）
を
現
在
の
肝
胆
膵
・

移
植
班
ト
ッ
プ
の
阿
部
雄
太
先

生
ら
と
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

肝
・
胆
道
領
域
の
悪
性
腫
瘍
に

対
す
る
肝
移
植
の
複
数
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
に
加
え
、
か
つ

て
移
植
禁
忌
と
さ
れ
た
最
重
症

患
者
さ
ん
の
救
命
、
日
本
が
連

綿
と
築
き
上
げ
て
き
た
微
細
解

剖
の
深
い
理
解
に
基
づ
く
精
緻

な
生
体
ド
ナ
ー
肝
切
除
な
ど
、

終
始
一
貫
し
て
技
術
革
新
と
病

態
生
理
に
基
づ
き
、
患
者
さ
ん

と
共
に
治
癒
可
能
性
の
限
界
に

挑
み
続
け
る
姿
勢
を
ご
評
価
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
日
本
人
初

受
賞
と
い
う
身
に
余
る
光
栄
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

肝
移
植
は
代
替
治
療
の
な
い
、

大
の
学
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

横
須
賀
米
海
軍
病
院
イ
ン

タ
ー
ン
修
了
後
、
故
北
島
政
樹

先
生
な
ら
び
に
故
大
上
正
裕
先

生
の
ご
高
配
で
慶
應
義
塾
大
学

病
院
、
多
摩
丘
陵
病
院
（
故
今

井
達
郎
先
生
、
白
部
多
可
史
先

生
）
で
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
出

Ｔ
Ｓ
の
歴
史
は
１
９
８
４
年
に

遡
り
、
世
界
で
初
め
て
肝
移
植

を
成
功
さ
せ
た
臓
器
移
植
の

父
・Thom

as E. Starzl

博
士

が
関
連
多
職
種
と
共
に
手
術
・

周
術
期
管
理
を
議
論
す
る
場
と

し
て
立
ち
上
げ
、
現
在
は
肝
移

植
に
関
す
る
基
礎
と
臨
床
全
般

を
網
羅
す
る
世
界
最
古
か
つ
最

２
０
２
５
年
５
月
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
際
肝 

移
植
学
会（ILTS: International 

Liver Transplantation Society

） 

総
会
に
お
い
て
学
会
賞
（
臨
床

研
究
部
門
）
を
受
賞
す
る
栄
誉

に
浴
し
ま
し
た
。
臓
器
移
植
は 

「
20
世
紀
の
医
学
的
奇
跡
の
ひ

と
つ
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｌ

張
、
そ
し
て
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
中
央
病
院
で
レ
ジ
デ
ン

ト
・
チ
ー
フ
と
し
て
肝
胆
膵
領

域
を
中
心
に
腫
瘍
外
科
を
５
年

間
に
わ
た
り
学
び
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
よ
り
大
学
に
戻
り
故

北
島
先
生
、
そ
し
て
北
川
雄
光

教
授
の
ご
高
配
で
一
般
・
消
化

器
外
科
の
胆
道
班
・
移
植
班 

（
当
時
）に
配
属
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
私
と
肝
移
植
の
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。
島
津
元
秀

先
生
、
若
林
剛
先
生
、
田
邉
稔

先
生
、
河
地
茂
行
先
生
、
尾
原

秀
明
先
生
、
そ
し
て
小
児
外
科

の
森
川
康
英
先
生
、
星
野
健
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
綺
羅
星
の

ご
と
く
並
ぶ
先
生
方
よ
り
生
体

肝
移
植
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

日
々
が
鮮
や
か
に
脳
裏
に
甦
り

ま
す
。
初
め
て
担
当
し
た
レ
シ

ピ
エ
ン
ト
が
移
植
後
早
期
グ
ラ

フ
ト
肝
不
全
に
陥
り
、
脳
死
下

臓
器
提
供
が
極
端
に
少
な
い
当

時
の
⽇
本
で
は
再
移
植
に
よ
る

救
命
が
叶
わ
ず
、
患
者
さ
ん
と

ご
家
族
の
無
念
を
晴
ら
す
べ
く

世
界
最
大
の
移
植
大
国
で
あ
る

⽶
国
で
の
武
者
修
行
を
決
意
し

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
北
⽶

最
⼤
規
模
の
マ
イ
ア
ミ
⼤
学
に

臨
床
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
マ
ッ
チ

し
、
２
０
１
０
年
よ
り
２
年
間 

で
約
３
０
０
件
の
肝
・
腎
・
膵
・ 

⼩
腸
・
多
臓
器
移
植
⼿
術
を

Starzl

博
士
の
愛
弟
子
の
ひ
と

りAndreas G
. Tzakis

教
授

ら
の
ご
指
導
の
も
と
執
⼑
医
ま

た
は
第
⼀
助
⼿
と
し
て
経
験
し
、

米
国
移
植
外
科
学
会
認
定
医
を

取
得
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
再
び
⼤
学
に
戻
り

肝
胆
膵
外
科
⼿
術
の
研
鑽
を
さ

ら
に
重
ね
、
⽇
本
肝
胆
膵
外
科

学
会
の
⾼
度
技
能
専
⾨
医
と
な

り
ま
し
た
。
⽇
本
と
⽶
国
、
腫

瘍
外
科
と
移
植
外
科
に
お
い
て

世
界
最
⾼⽔

準
の
⼿
術
修
練
を

受
け
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
こ
と

で
、
腫
瘍
学
と
移
植
医
学
の
融

合
：transplant oncology 

と
い
う
概
念
を
着
想
し
、
２
０

１
４
年
に
慶
應
義
塾
大
学
か
ら

初
め
て
提
唱
し
ま
し
た
。
２
０

熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部

小
児
外
科
学
・
移
植
外
科
学
講
座

教
授

　
日
比
　
泰
造
（
77
回
）

２
０
２
５
年
国
際
肝
移
植
学
会
賞

（
臨
床
研
究
部
門
）
を
受
賞

集合写真

今
回
の
テ
ー
マ
は「
天
に
星
、

地
に
花
、
人
に
愛
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

は
杏
林
大
学
の
近
く
に
邸
宅
跡

の
公
園
・
記
念
館
が
あ
る
、
武

者
小
路
実
篤
が
色
紙
に
揮
毫
し

て
い
た
も
の
で
す
。〝
愛
〟
は
医

療
の
根
幹
で
あ
り
、
病
気
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
も
必
要

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
副

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
小
児
外
科
学
会
学
術
集

会
の
開
催
は
、
刀
林
会
会
員
で

は
第
17
回
秋
山
洋
先
生
、
第
22

回
勝
俣
慶
三
先
生
、
第
38
回
佐

伯
守
洋
先
生
、
第
41
回
今
村
洋

二
先
生
、
第
44
回
森
川
康
英
先

生
、
第
49
回
上
野
滋
先
生
、
第

58
回
黒
田
達
夫
先
生
に
次
い
で
、

今
回
で
８
人
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
62
回
日
本
小

児
外
科
学
会
学
術
集
会
を
２
０

２
５
年
６
月
５
日（
木
）か
ら
７

日（
土
）に
か
け
て
、
東
京
都
千

代
田
区
一
ツ
橋
の
一
橋
大
学
一

橋
講
堂
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
杏
林
大
学
小
児
外
科
は
１

９
９
４
年
に
講
座
と
し
て
発
足

し
、
30
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
当
教
室
に
と
っ
て
は
初
め

第
62
回
日
本
小
児
外
科
学
会
学
術
集
会

杏
林
大
学
医
学
部

小
児
外
科
教
授

　
浮
山
　
越
史
（
65
回
）

会長挨拶先輩方と
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し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

胃
切
除
術
（robotic distal 

gastrectom
y

：RD
G

）
に
お

け
る
幽
門
下
リ
ン
パ
節
郭
清
の

術
中
映
像
を
活
用
し
、
深
層
学

習
を
用
い
て
重
要
臓
器（
膵
臓
、

横
行
結
腸
間
膜
、
右
胃
大
網
静

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。

本
研
究
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

解
剖
認
識
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
術

中
の
誤
認
識
に
よ
る
合
併
症
軽

減
を
目
指
し
、
Ａ
Ｉ
自
動
解
剖

認
識
モ
デ
ル
の
構
築
に
着
手
を

２
０
２
５
年
３
月
12
日
か
ら

14
日
に
か
け
て
愛
知
県
名
古
屋

市
で
開
催
さ
れ
た
第
97
回
日
本 

胃
癌
学
会
総
会
に
お
い
て
、「
ロ 

ボ
ッ
ト
支
援
胃
切
除
術
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
自
動
解
剖
認
識
モ
デ
ル

の
構
築
」
に
関
し
て
発
表
し
、

第
97
回
日
本
胃
癌
学
会
総
会　

優
秀
演
題
賞

か
ら
６
６
７
名
が
参
加
し
、
１

７
９
の
招
待
講
演
と
２
４
７
の

一
般
演
題
が
行
わ
れ
、
低
侵
襲

肝
切
除
、
特
に
近
年
発
展
の
著

し
い
ロ
ボ
ッ
ト
肝
切
除
の
標
準

化
と
将
来
像
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
は
京
都
でSingle Topic 

C
onference

が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
私
は
第
１
回
大
会
か
ら

継
続
し
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま

中
か
らBest Video Presenter 

８
名
に
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
上

位
２
名
に
残
り
、
最
終
的
に
最

高
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。Ｉ

Ｌ
Ｌ
Ｓ
は
低
侵
襲
肝
切
除

の
国
際
的
発
展
を
牽
引
す
る
学

会
で
あ
り
、
今
回
の
第
５
回
大

会
で
は
第
４
回
国
際
低
侵
襲
肝

切
除
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
が
併

催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
56
か
国

こ
の
た
び
、
ソ
ウ
ル
で
開
催 

さ
れ
た
第
５
回International 

Laparoscopic Liver Society 

（ILLS

） W
orld Congress

に 

お
い
て
、
私
が
発
表
し
た
手
術 

ビ
デ
オ
「Precision Robotic 

G
lissonean A

pproach 
for H

igh-Branching G
8 

Pedicles in H
CC

」
がBest 

Video Aw
ard

を
受
賞
い
た
し 

ま
し
た
。多
数
の
応
募
ビ
デ
オ
の 

国
際
肝
臓
外
科
学
会
（ILLS

）

2025 Best V
ideo Aw

ard

受
賞
報
告

し
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
83
歳
男

性
の
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
Ｓ
８

亜
区
域
切
除
を
題
材
と
し
ま
し

た
。
複
雑
な
高
位
分
岐
型
を
呈 

す
るS8 G

lisson

鞘
に
対
し
、 

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
拡
大
・
高
解

像
度
視
野
と
多
関
節
機
能
を
活 

か
し
、Glissonean approach

で
担
癌G

lisson

鞘
を
遮
断
し

た
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ
蛍
光
陰
性
染
色

脈
な
ど
）
を
自
動
認
識
す
る
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
を
構
築
・
検
証
し
ま

し
た
。
複
数
施
設
（
慶
應
義
塾

大
学
を
含
む
４
施
設
）
か
ら
提

供
さ
れ
た
90
本
の
手
術
動
画
を

用
い
て
、
50
本
を
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
40
本
を
テ
ス
ト
に
使
用
し

ま
し
た
。
モ
デ
ル
の
認
識
性
能

はIoU

（Intersection over 
U

nion

）
と
い
うA

I m
odel

の
推
論
す
る
臓
器
の
領
域
と
実

際
の
領
域
が
ど
れ
だ
け
重
な
っ

て
い
る
か
を
示
す
指
標
で
評
価

し
ま
し
た
。

作
成
し
た
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
Ｉ

ｏ
Ｕ
は
右
胃
大
網
静
脈
０・５
７

５
、膵
臓
０
・
６
２
４
、横
行
結 

腸
間
膜
０
・６
１
８
で
あ
り
、既

報
で
は
Ｉ
ｏ
Ｕ 

０
・５
ほ
ど
で

臨
床
医
が
有
用
と
判
断
し
た
と

い
う
報
告
が
あ
る
中
、
非
常
に

高
い
精
度
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、４
施
設
の
手
術
動
画
に

適
応
し
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
の
施
設
の
動
画
で
も
平
均

の
Ｉ
ｏ
Ｕ
は
０
・５
か
ら
０
・７

で
あ
り
、
高
い
精
度
で
施
設
間

の
差
も
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
外
的
妥
当
性
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

に
よ
る
解
剖
認
識
サ
ポ
ー
ト
が

外
科
医
の
臓
器
認
識
精
度
に
与

え
る
影
響
を
検
討
す
べ
く
、
当

院
一
般
・
消
化
器
外
科
レ
ジ
デ

ン
ト
12
名
を
対
象
に
術
中
動
画

に
対
し
て
Ａ
Ｉ
の
適
応
が
あ
る

動
画
と
な
い
動
画
を
見
せ
、
質

問
形
式
で
正
答
率
を
比
較
し
精

度
を
評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ａ
Ｉ
支
援
に
よ
っ
て
臓
器

の
輪
郭
の
認
識
に
お
い
て
有
意

な
精
度
向
上
が
認
め
ら
れ
、
Ａ

Ｉ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
臨
床
有

用
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
先
生
方
に
発

表
を
ご
聴
講
い
た
だ
き
、
非
常

に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
演
題
が
数
多
く
の
優
れ

た
研
究
の
中
か
ら
優
秀
演
題
賞

に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

光
栄
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
活

動
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
け
た
の
も
、
日
頃
よ
り

ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

北
川
雄
光
教
授
、
川
久
保
博
文

准
教
授
、
竹
内
優
志
助
教
な
ら

び
に
、
慶
應
関
連
施
設
の
諸
先

生
方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
受

賞
を
励
み
に
、
よ
り
一
層
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

法
に
よ
っ
て
切
除
範
囲
を
可
視

化
し
、
血
流
支
配
に
沿
っ
た
精

緻
な
解
剖
学
的
切
除
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
成
果
はA

nnals 
of Surgical O

ncology

に

ビ
デ
オ
論
文
と
し
て
も
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
上
尾
中
央
総
合

病
院
に
て
日
々
臨
床
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
一
例
一
例
の

手
術
に
向
き
合
う
中
で
、
一
子

相
伝
の
手
技
の
習
得
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
術
前
に

解
剖
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
丁
寧
に

考
え
る
時
間
を
何
よ
り
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
は
、

慶
應
肝
胆
膵
外
科
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
指
導
医
か
ら
教
わ
っ

た
Ｃ
Ｔ
の
見
方
、
手
術
ス
ケ
ッ

チ
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、留
学
先
のIRCAD

 
France

（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
）

で
は
、
解
剖
学
的
知
見
や
手
術

ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
成
果
を
映

像
と
合
わ
せ
て
論
理
的
に
発
信

す
る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
そ
う
し
た

こ
れ
ま
で
の
解
剖
学
的
知
識
の

醸
成
と
、
学
術
的
な
伝
え
方
に

対
す
る
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ

た
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
北
川
雄
光
教
授
、
阿
部
雄
太

先
生
、
若
林
剛
先
生
を
は
じ

め
、
慶
應
肝
胆
膵
・
移
植
班
の

先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
も
、
日
本
の
精
緻
な
解

剖
理
解
と
手
術
手
技
を
分
か
り

や
す
い
形
と
し
て
国
内
外
に
発

信
し
、
低
侵
襲
外
科
の
さ
ら
な

る
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

池
田
　
惇
平
（
98
回
相
）

上
尾
中
央
総
合
病
院

若
林
　
大
雅
（
91
回
相
）
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成
に
も
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

当
院
に
は
大
西
達
也（
82
回
）、

由
良
昌
大（
89
回
）、
綿
貫
瑠
璃

奈
（
92
回
）、
辻
貴
之
（
95
回
）、

古
迫
理
彩（
１
０
１
回
相
当
）の

５
名
の
刀
林
会
所
属
医
師
が
在

籍
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
で
臨
床
・
教
育
・
研
究

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
慶
應

外
科
で
培
わ
れ
た
経
験
を
礎
に
、

東
病
院
の
理
念
で
あ
る
「
が
ん

医
療
の
革
新
」に
寄
与
し
つ
つ
、

日
々
の
診
療
と
後
進
育
成
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
刀
林
会
の
先
生

方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
長
）、
若
林
大
雅
先
生
（
９１
回

相
当
、
医
長
）、
中
尾
篤
志
先
生

（
９６
回
、
医
員
）、
髙
橋
優
太
先

生
（
１
０
１
回
相
当
、
専
攻
医
）

と
年
々
増
え
て
来
て
お
り
、
来

春
か
ら
は
当
院
初
期
研
修
医
の

石
井
賢
武
先
生
（
長
崎
大
学
２

０
２
４
年
卒
）
が
呼
吸
器
外
科

に
入
局
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

ま
で
も
子
島
大
輝
先
生
（
９９
回

相
当
）、
髙
橋
優
太
先
生
、
中
原

英
里
先
生（
１
０
２
回
相
当
）と

当
院
の
初
期
研
修
医
卒
業
生
が

刀
林
会
に
入
会
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
関
連

病
院
と
し
て
も
、
ま
た
刀
林
会

の
出
張
病
院
と
し
て
も
、
当
院

の
豊
富
な
症
例
数
を
活
か
し
て

外
科
医
療
の
将
来
を
担
っ
て
い

た
だ
く
外
科
医
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
院
で
の
１０
年
間
で
発
表
さ

れ
た
私
の
名
前
が
入
っ
た
英
文

論
文
は
１
４
７
本
あ
り
、
そ
の

う
ち
私
が
最
終
著
者
と
し
て
当

院
か
ら
報
告
さ
れ
た
英
文
論
文

が
３５
本
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国

内
・
国
外
留
学
生
１４
人
の
協
力

も
あ
り
ま
す
が
、
肝
胆
膵
外
科

に
限
ら
ず
、
上
部
消
化
管
、
下

部
消
化
管
、
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

チ
ー
ム
と
共
に
活
動
で
き
る
場

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
交
流
も
活
発
に
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
分
野
で
は
、
全
国
規
模
の

産
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

「SCRU
M

-Japan

（
ス
ク
ラ
ム・

ジ
ャ
パ
ン
）」
の
中
核
施
設
と
し

て
、
多
様
な
が
ん
種
を
対
象
と

し
た
臨
床
研
究
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
外
科
領
域
で
は
、
海

外
施
設
と
の
技
術
交
流
や
術
式

標
準
化
に
も
取
り
組
み
、
内
視

鏡
・
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
教
育
拠

点
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
院
内
で
は
若
手

医
師
の
臨
床
・
研
究
能
力
を
育

む
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ

せ
、
次
世
代
の
が
ん
専
門
医
育

肝
胆
膵
チ
ー
ム
も
北
里
大
学

と
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
定
期
的

に
修
練
医
を
派
遣
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
に
高
度
技
能
専
門
医

を
４
人
と
技
術
認
定
医
を
７
人

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
々
、
手
術
症
例
数
は
増
加
し

て
来
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度

は
上
部
６２
例
、
下
部
１
８
６

例
、
肝
胆
膵
１
０
４
例
、
ヘ
ル

ニ
ア
修
復
術
２
８
７
例
、
胆
嚢

摘
出
２
５
３
例
、
虫
垂
切
除
１

２
１
例
、
肺
切
除
９３
例
、
穿
孔

性
腹
膜
炎
手
術
５０
例
、
合
計
１

１
５
６
例
で
あ
り
、
う
ち
８７
％

に
あ
た
る
１
０
０
３
例
は
低
侵

襲
手
術
で
し
た
。
故
大
上
正
裕

先
生
（
５８
回
）
に
ラ
パ
コ
レ
を

習
っ
た
自
分
は
、
当
院
で
こ
れ

だ
け
低
侵
襲
手
術
を
実
践
し
て

い
る
外
科
チ
ー
ム
が
作
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
チ
ー
ム

の
皆
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
肝
胆
膵
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
件

数
は
、
２
０
１
７
年
２
月
に
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
膵
頭
十
二
指
腸

切
除
を
開
始
し
て
以
来
、
こ
の

１０
月
ま
で
に
３
０
８
例
（
肝
臓

１
２
８
例
、
膵
臓
１
８
０
例
）

に
な
り
ま
し
た
。

当
院
に
は
小
児
科
、麻
酔
科
、

脳
神
経
内
科
に
三
四
会
の
メ
ン

バ
ー
も
お
り
、
２
０
２
０
年
よ

り
慶
應
義
塾
大
学
関
連
病
院
会

に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
刀 

林
会
会
員
も
岡
本
信
彦
先
生

（
消
化
器
外
科
科
長
・
診
療
部
副

育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
放

射
線
治
療
、
化
学
療
法
、
緩
和

ケ
ア
、
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
多
職
種
が
連
携

し
て
患
者
一
人
ひ
と
り
に
最
適

な
治
療
を
提
供
す
る
チ
ー
ム
医

療
も
当
院
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

さ
ら
に
、
臨
床
研
究
や
治
験
を

推
進
す
る
体
制
も
整
っ
て
お
り
、

研
究
成
果
を
迅
速
に
臨
床
に
還

元
す
る
「
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
」
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
国
内
外
の
医
療

機
関
や
大
学
と
の
連
携
を
強
化

し
て
お
り
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
共
同
研
究・

数
１
日
平
均
１
５
０
０
人
の
大

病
院
で
す
。
赴
任
時
に
院
長
か

ら
私
に
与
え
ら
れ
た
タ
ス
ク
は
、 

「
外
科
医
療
の
質
を
高
め
、職
員

が
安
心
し
て
手
術
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
作
る
こ
と
」で
し
た
。

当
時
は
北
里
大
学
か
ら
の
派
遣

医
師
と
当
院
採
用
医
師
が
混
在

し
た
自
由
な
外
科
チ
ー
ム
体
制

で
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
北
里

大
学
の
筒
井
敦
子
先
生
（
平
成 

１４
年
卒
）を
下
部
消
化
管
の
チ
ー

フ
に
、
北
川
雄
光
教
授
（
６５
回
）

ご
厚
意
に
よ
り
岡
本
信
彦
先
生 

（
７６
回
）を
上
部
消
化
管
の
チ
ー

フ
に
迎
え
、
チ
ー
ム
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
は
、
千
葉
県
柏
の
葉
キ
ャ 

ン
パ
ス
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
Ｔ
Ｘ
）

で
秋
葉
原
か
ら
約
30
分
、
東
京

都
心
か
ら
も
通
勤
圏
内
に
あ
る

こ
の
地
域
は
、
大
学
や
研
究
機

関
が
集
ま
る
学
術
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
当
院

は
そ
の
一
角
に
あ
り
、
駅
か
ら

や
や
離
れ
た
静
か
な
環
境
（
バ

ス
で
約
10
分
）
に
あ
り
ま
す
。

周
囲
に
は
緑
が
多
く
、
カ
ワ
セ

ミ
が
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る

穏
や
か
な
場
所
で
す
。

東
病
院
は
１
９
９
２
年
、
中

央
病
院
（
築
地
）
に
続
く
第
二

の
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
中
央
病
院
が
全
国
か
ら
患

者
を
受
け
入
れ
る
臨
床
の
中
心

で
あ
る
の
に
対
し
、
東
病
院
は

「
研
究
と
臨
床
の
融
合
」を
理
念

に
掲
げ
、
臨
床
現
場
と
研
究
部

門
が
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
医

療
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。
開
設
当
初
か

ら
研
究
所
を
併
設
し
、
基
礎
研

究
か
ら
臨
床
応
用
、
実
用
化
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
体
制
を
整

え
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

手
術
、
ゲ
ノ
ム
医
療
な
ど
最
先

端
の
が
ん
医
療
を
積
極
的
に
導

入
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
は
「
次
世
代

外
科
・
内
視
鏡
治
療
開
発
セ
ン

タ
ー（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）」を
開
設
し
、

低
侵
襲
手
術
の
技
術
開
発
と
教

２
０
１
５
年
４
月
に
盛
岡
か

ら
赴
任
し
、
上
尾
中
央
総
合
病

院
で
勤
務
を
始
め
て
か
ら
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
渡
邊
昌
彦
教

授
（
５８
回
）
か
ら
の
ご
紹
介
を

受
け
、
中
村
康
彦
理
事
長
、
徳

永
英
吉
院
長
の
も
と
、
当
院
に

て
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
発
展

と
外
科
医
療
の
質
向
上
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
は
埼
玉
県
央
医
療
圏
の

中
心
的
な
超
急
性
期
病
院
で
、

ベ
ッ
ド
数
７
３
３
床
、
医
師
数

２
７
９
名
（
内
初
期
研
修
医
３８

名
）、２
０
２
４
年
稼
働
額
３
２ 

７
億
、
新
入
院
患
者
数
は
月
平

均
約
１
６
０
０
人
、
外
来
患
者

病
院
紹
介

病
院
紹
介

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院

上
尾
中
央
総
合
病
院
で
の

10
年
を
振
り
返
っ
て

大
西
　
達
也
（
82
回
）

左から私、岡本先生、大雅先生、中尾先生、髙橋先生、石井先生

院
長
補
佐
・
肝
胆
膵
疾
患

先
進
治
療
セ
ン
タ
ー
長
・

外
科
科
長

若
林
　
剛
（
61
回
）
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果
を
提
供
す
る
こ
と
を
示
し
た

初
め
て
の
研
究
で
あ
り
、
甲
状

腺
癌
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

訂
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

竹
村
論
文
「Im

proved 
survival of pediatric 
deceased donor liver 
transplantation recipients 
after introduction of the 
pediatric prioritization 
system

: A
nalysis of data 

from
 a Japanese national  

survey

」（Journal of Hepato- 
Biliary-Pancreatic Sciences 
2024

掲
載
）は
本
邦
に
お
け
る

小
児
脳
死
肝
移
植
の
全
容
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
な

く
、
臓
器
提
供
数
が
極
め
て
少

な
い
日
本
に
お
い
て
、
小
児
優

先
制
度
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
現
状
を
示
し
ま
し
た
。
筆

者
ら
は
本
邦
の
脳
死
肝
移
植
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
ド

ナ
ー
お
よ
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の

デ
ー
タ
を
統
一
・
可
視
化
し
た

意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
回
の
選
考
結
果
は
令
和
７

年
３
月
26
日
の
理
事
会
お
よ
び

６
月
７
日
の
令
和
６
年
度
定
時

社
員
総
会
で
の
決
議
を
経
て
、

Prediction Value

（RPV

）の
妥 

当
性
を
海
外
施
設
のvalidation 

data

を
用
い
て
検
証
し
、
従
来

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
比
べ
て
よ

り
正
確
に
再
発
リ
ス
ク
の
高
い

患
者
を
抽
出
で
き
、
補
助
化
学

療
法
の
適
応
選
択
に
も
有
用
な

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
な
り
う
る

こ
と
を
示
し
、
臨
床
的
に
極
め

て
意
義
の
あ
る
研
究
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

刀
林
奨
励
賞
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
も
質
の
高
い
論
文
が
多
い

中
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
齋
藤

慶
幸
君
（
89
回
）
と
竹
村
裕
介

君
（
91
回
）
の
２
論
文
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
論
文
「Lobectom

y 
vs Total Thyroidectom

y 
w

ith Ipsilateral Lateral 
N

ech D
issection for N

1b  
Interm

ediate-Risk Papillary 
Thyroid Carcinom

a

」（JAM
A 

O
tolaryngology-H

ead &
 

Neck Surgery 2024

掲
載
）は 

側
頸
部
リ
ン
パ
節
転
移（cN

1b

） 

を
伴
う
中
間
リ
ス
ク
乳
頭
状
甲

状
腺
癌
の
術
式
に
つ
い
て
、
甲

状
腺
全
摘
と
葉
切
除
術
を
比
較

し
、
よ
り
低
侵
襲
で
あ
る
葉
切

除
が
長
期
予
後
お
よ
び
再
発
に

関
し
て
全
摘
と
同
等
の
治
療
効

令
和
６
年
度
刀
林
賞
に
は
私

が
選
考
委
員
長
を
拝
命
し
た
令

和
元
年
以
来
最
多
の
７
篇
の
論

文
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
刀
林
賞
選
考
委
員
会
は
令

和
７
年
２
月
27
日
に
ｗ
ｅ
ｂ
形

式
で
開
催
し
、
事
前
に
委
員
全

員
か
ら
詳
細
な
査
読
評
価
を
頂

き
、
そ
の
集
計
結
果
を
基
に
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
論
文
も
優
秀
で
選 

考
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
最
高 

評
価
点
を
得
た
水
野
翔
大
君（
94

回
）の
論
文
「Stratification of  

StageⅡ
colon cancer using  

Recurrence Prediction  
Value: A M

ulti-international 
retrospective study

」（Annals 
of Surgery 2024

掲
載
）が
刀 

林
賞
候
補
と
し
て
挙
が
り
ま
し 

た
。第
２
著
者
と“contributed  

equally to this study ”

と
い
う

注
釈
が
あ
り
、
貢
献
度
を
差
し

引
い
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
応
募
規
則
に
は
そ

の
点
の
記
載
は
な
く
、
最
終
的

に
全
会
一
致
で
刀
林
賞
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。
本
論
文
は
慶
應

お
よ
び
関
連
病
院
７
施
設
の
共 

同
研
究
で
作
成
し
たpStage II 

結
腸
癌
に
対
す
るRecurrence  

令
和
６
年
度
「
刀
林
賞
」

選
考
結
果
報
告

刀
林
賞
選
考
委
員
会 

委
員
長

医
療
法
人
社
団
幸
隆
会

多
摩
丘
陵
病
院 

名
誉
院
長

　
　
島
津
　
元
秀
（
53
回
）

別
化
に
お
い
て
有
効
な
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
と
な
る
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

A
SCO

、ESM
O

、N
CCN

な
ど
の
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

pStageII

結
腸
癌
に
お
い
て
、

各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
て
い

る
ハ
イ
リ
ス
ク
因
子
が
１
個
で 

も
陽
性
で
あ
れ
ば
、high risk 

stageII

に
分
類
さ
れ
、
術
後

補
助
化
学
療
法
が
推
奨
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
各
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
定
め
て
い
る
ハ
イ
リ

ス
ク
因
子
が
異
な
る
こ
と
や
、

high risk stageII

に
分
類
さ

２
０
２
０
年
の
間
に
根
治
切
除

を
受
け
たpStageII

の
患
者

で
補
助
化
学
療
法
を
受
け
て
い

な
い
７
３
９
例
を
対
象
と
し
、

RPV
 low

群
（n

＝564

）
と

high

群（n

＝175

）に
分
け
て 

検
討
し
ま
し
た
。
多
変
量
解
析 

の
結
果
、R

PV

は
無
再
発
生 

存
期
間
（Recurrence free 

survival: RFS

）、お
よ
び
全
生 

存
期
間
（O

verall survival: 
O

S

）の
独
立
し
た
予
後
予
測
因

子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
（
共
にP＜

0.001

）。
さ
ら 

に
こ
のRPV

を
教
師
デ
ー
タ
と

ま
っ
た
く
異
な
る
デ
ー
タ
で
あ

る
検
証
デ
ー
タ
に
当
て
は
め
、 

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０
年

の
間
に
根
治
切
除
を
受
け
た 

pStageII

の
患
者
で
補
助
化
学

療
法
を
受
け
て
い
な
い
４
６
７

例
を
対
象
に
、
教
師
デ
ー
タ
と 

同
じ
カ
ッ
ト
オ
フ
値
に
てRPV 

low

群
（n

＝420

）
とhigh

群 

（n

＝47

）に
分
け
て
検
討
し
ま 

し
た
。
多
変
量
解
析
の
結
果
、 

RPV

はRFS

、
お
よ
びO

S

の

独
立
し
た
予
後
予
測
因
子
で
あ 

り
ま
し
た（
共
にP＜

0.001

）。 
以
上
の
よ
う
にRPV

は
国
籍
、

人
種
を
問
わ
ず
、
全
世
界
的
に

pStageII
結
腸
癌
の
予
後
の
層

こ
の
度
は
、
刀
林
会
刀
林
賞

と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

日
頃
よ
り
御
指
導
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
北
川
雄
光
教
授
、
岡

林
剛
史
先
生
、
本
研
究
の
御
指

導
を
賜
り
ま
し
た
茂
田
浩
平
先

生
お
よ
び
デ
ー
タ
収
集
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
関
連
施
設
の
先

生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
歴
史

あ
る
賞
に
選
出
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
刀
林
会
の
先
生
方

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
私
が
受
賞
い
た
し
ま

し
た
論
文
は
、
腸
班
が
中
心
と

な
り
、
関
連
施
設
と
協
力
し
て

作
成
し
た
多
施
設
共
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
教
師
デ
ー
タ
と
し
て 

結
腸
癌pStageII

の
各
ハ
イ

リ
ス
ク
因
子
に
重
み
づ
け
を
し

たRecurrence Prediction 
Value

（RPV

）と
い
う
予
後
予 

測
因
子
ス
コ
ア
を
作
成
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
ス
コ
ア
の
妥 

当
性
を
、米
国M

assachusetts  
General H

ospital
、及
び
ヨ
ル 

ダ
ンKing H

ussein Cancer 
Center

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検

証
用
デ
ー
タ
と
し
て
検
討
し
た

も
の
に
な
り
ま
す
。
教
師
デ
ー

タ
に
お
い
て
２
０
１
０
年
か
ら

荻
窪
病
院

水
野
　
翔
大
（
94
回
）

れ
る
患
者
は
80
％
程
度
に
な
る

た
め
に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
の

抽
出
の
有
用
性
と
し
て
は
疑
問

の
余
地
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

我
々
が
作
成
し
ま
し
たRPV

は

high

群
に
分
類
さ
れ
る
患
者
は

20
％
程
度
で
あ
り
、
よ
り
再
発

リ
ス
ク
の
高
い
患
者
の
抽
出
に

優
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
を
励
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、な
お
一
層
、臨

床
お
よ
び
研
究
活
動
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
終
的
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
連
の
研
究
と
い
う
理

由
で
複
数
編
の
論
文
で
応
募
し

た
方
が
い
ま
し
た
が
、「
応
募
は

１
人
１
編
と
す
る
」
と
い
う
規

定
が
あ
る
の
で
１
編
の
み
を
対

象
と
し
て
審
議
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
刀
林
賞
規
則
お
よ
び
募

集
要
項
を
遵
守
し
た
上
で
、
積

極
的
に
応
募
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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利
用
を
通
し
た
脳
死
ド
ナ
ー

プ
ー
ル
拡
大
に
関
す
る
知
見

（Takem
ura Y, Shinoda M

, 
et al. A

nn G
astroenterol 

Surg, 2023

）
を
こ
れ
ま
で
発

表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
本

研
究
で
は
、
２
０
２
１
年
ま
で

に
行
わ
れ
た
全
小
児
脳
死
肝
移

植
例
を
解
析
し
、
２
０
１
８
年

11
月
に
導
入
さ
れ
た
小
児
優
先

制
度
の
効
果
を
主
に
調
査
し
ま

を
中
心
に
、手
技
・
術
後
管
理
・

研
究
姿
勢
な
ど
多
く
を
学
び
ま

し
た
。
民
間
病
院
に
移
っ
た
後

も
、
そ
こ
で
培
っ
た
「
探
究
心
」

を
大
切
に
し
、
臨
床
の
中
で
地

道
に
研
究
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
今
回

ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

成
人
例
・
破
棄
肝
（
移
植
に
用

い
ら
れ
な
か
っ
た
グ
ラ
フ
ト
）・

小
児
例
の
三
領
域
に
分
け
て
解

析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
成
人

例
の
解
析
で
は
脳
死
肝
移
植
後

の
予
後
予
測
モ
デ
ル
の
確
立

（Takem
ura Y, Shinoda M

, 
et al. A

nn G
astroenterol 

Surg, 2022

）、
破
棄
肝
の
検

討
で
は
脂
肪
肝
ド
ナ
ー
の
有
効

林
会
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
故

伊
藤
國
彦
先
生
が
院
長
を
務
め

ら
れ
た
伊
藤
病
院
で
内
分
泌 

外
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

大
学
時
代
に
は
、
解
剖
学
的

に
も
甲
状
腺
に
近
い
食
道
手
術

こ
の
度
、
大
変
栄
誉
あ
る
刀

林
奨
励
賞
を
拝
受
し
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
私
は
篠
田
昌
宏

先
生
（
現
・
国
際
医
療
福
祉
大 

学 

消
化
器
外
科
）の
ご
指
導
の

下
、
２
０
１
９
年
よ
り
、
日
本

に
お
け
る
脳
死
肝
移
植
の
全
国 

デ
ー
タ
を
統
合
し
、
脳
死
ド

ナ
ー
お
よ
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
双

方
の
情
報
を
網
羅
的
に
解
析
し

た
日
本
肝
移
植
学
会
と
の
プ
ロ

こ
の
た
び
は
栄
誉
あ
る
刀
林

奨
励
賞
を
賜
り
、
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
私
は
大
学
で

一
般
・
消
化
器
外
科
の
研
鑽
を

積
ん
だ
後
、
チ
ー
フ
出
張
を
経

て
米
国
ボ
ス
ト
ン
の
甲
状
腺
専

門
施
設
に
留
学
し
、
現
在
は
刀

伊
藤
病
院

齋
藤
　
慶
幸
（
89
回
）

さ
い
た
ま
市
立
病
院

竹
村
　
裕
介
（
91
回
）

し
た
。
小
児
ド
ナ
ー
か
ら
小
児

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
へ
の
臓
器
分
配

が
有
意
に
増
加
し
、
小
児
脳
死

肝
移
植
希
望
者
の
待
機
中
死
亡

が
ゼ
ロ
と
な
り
、
移
植
後
成

績
も
極
め
て
良
好
と
な
る
な

ど
、
制
度
導
入
後
の
小
児
脳
死

肝
移
植
医
療
の
量
的
、
質
的
な

向
上
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

（Takem
ura Y, Shinoda M

, 
et al. J H

epato-Biliary-

の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り

ご
指
導
を
賜
っ
て
い
る
北
川
雄

光
教
授
、
川
久
保
博
文
先
生
、

高
見
博
先
生
（
伊
藤
病
院
学
術

顧
問
）
を
は
じ
め
、
刀
林
会
の

諸
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
論
文
は
、 

JA
M

A
 O

tolaryngology–
H

ead &
 N

eck Surgery

に

掲
載
さ
れ
た
「Lobectom

y 
vs Total Thyroidectom

y 
W

ith Ipsilateral Lateral 
N

eck D
issection for N

1b 
Interm

ediate-Risk Papill 
ary Thyroid Carcinom

a

」

で
す
。
同
側
頸
部
リ
ン
パ
節
転

移
を
伴
う
中
リ
ス
ク
甲
状
腺
乳

頭
癌
に
お
い
て
、
甲
状
腺
全
摘

術
（
拡
大
手
術
）
と
葉
切
除

（
縮
小
手
術
）の
い
ず
れ
が
よ
り

適
切
か
を
検
討
し
た
研
究
で

す
。
解
析
の
結
果
、
両
群
の
長

期
成
績
に
差
が
な
い
こ
と
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
、
患
者
さ
ん

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
個
別
化
治
療

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

本
研
究
は
２
０
２
４
年
末
に

オ
ン
ラ
イ
ン
先
行
公
開
さ
れ
、

２
０
２
５
年
に
正
式
に
誌
面
掲

載
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
伊
藤
病
院
で
は
２
０
２

５
年
１
月
よ
り
葉
切
除
を
基
本

方
針
と
す
る
新
た
な
治
療
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
邦
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
訂
に
向
け
て
も
学
会
か
ら
御

指
名
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
日
本
の
質
の
高
い

デ
ー
タ
を
世
界
へ
発
信
し
、
甲

状
腺
・
副
甲
状
腺
外
科
と
い
う

分
野
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

甲
状
腺
・
副
甲
状
腺
に
関
し
て

お
悩
み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
支
え
て

Pancreato Sci, 2024

）
今

回
こ
の
『
小
児
脳
死
肝
移
植
に

お
け
る
小
児
優
先
制
度
導
入
前

後
の
成
績
変
化
に
関
す
る
全
国

研
究
』
に
つ
い
て
ご
評
価
を
い

た
だ
き
本
賞
を
拝
受
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
た
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て

は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
）
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
紙
媒
体
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
保
管
さ
れ
て
き
た
ド
ナ
ー

デ
ー
タ
を
十
数
回
に
わ
た
り
レ

ジ
デ
ン
ト
の
先
生
方
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
現
地
で
収
集

し
、
日
本
肝
移
植
学
会
の
レ
シ

ピ
エ
ン
ト
デ
ー
タ
と
統
合
す
る

こ
と
で
、
わ
が
国
初
の
脳
死
肝

移
植
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

た
と
同
時
に
、
本
邦
に
お
け
る

移
植
レ
ジ
ス
ト
リ
の
脆
弱
性
を

明
ら
か
に
し
た
点
に
な
り
ま
す
。

そ
の
課
題
を
発
端
と
し
て
、

Ｊ
Ｏ
Ｔ
と
学
会
が
協
働
す
る
新

た
な
臓
器
横
断
的
レ
ジ
ス
ト
リ

事
業（TRACER: TRAnsplant 

CEntral Registry

）
の
構
築

が
進
め
ら
れ
、
私
自
身
Ｊ
Ｏ
Ｔ

に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際

に
中
心
的
に
開
発
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
日
本
の
移
植
医

療
デ
ー
タ
基
盤
の
再
整
備
に
寄

与
す
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ

り
今
後
わ
が
国
に
お
け
る
移
植

医
療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
成
と

透
明
性
の
強
化
を
通
じ
移
植
医

療
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
重

要
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

小
児
肝
移
植
が
専
門
で
は
な

い
我
々
が
本
研
究
を
遂
行
で
き

ま
し
た
の
は
、
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室 

北
川
雄
光

教
授
、
尾
原
秀
明
准
教
授
、
北

郷
実
先
生
、
長
谷
川
康
先
生
、

国
際
医
療
福
祉
大
学 

篠
田
昌
宏

教
授
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
慶

大
外
科
医
局
員
の
先
生
方
を
は

じ
め
、
日
本
移
植
学
会
前
理
事

長 
江
川
裕
人
先
生
、国
立
成
育 

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

笠
原
群
生

先
生
等
多
く
の
学
外
の
先
生
方

の
多
大
な
る
ご
指
導
と
ご
支
援

の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
肝
胆
膵
・

移
植
外
科
医
と
し
て
の
研
鑽
と
、

臨
床
研
究
を
続
け
な
が
ら
、
よ

り
多
く
の
肝
不
全
患
者
の
救
命

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
層
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
の

お
力
添
え
の
賜
物
で
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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や
り
繰
り
す
る
た
め
に
、
教
会

で
の
食
料
配
給
に
並
ん
だ
こ
と

も
、
今
で
は
貴
重
な
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。
妻
と
生
後
６

か
月
の
長
男
を
連
れ
て
の
渡
米

は
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、
ア

メ
リ
カ
ら
し
い
季
節
行
事
（
特

に
独
立
記
念
日
、Hallow

een

、

Thanksgiving

、Christm
as

）

を
楽
し
み
な
が
ら
、
家
族
と
も

ど
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
留

学
に
際
し
ま
し
て
ご
高
配
を
賜

り
ま
し
た
北
川
雄
光
教
授
、
尾

原
秀
明
先
生
、
川
久
保
博
文
先

生
、
関
連
病
院
の
先
生
方
、
な

ら
び
に
刀
林
会
の
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

三
橋
記
念
国
際
交
流
基
金
留
学

助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

た
し
ま
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
名
は
立
川
市
の

花
が
「
こ
ぶ
し
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
命
名
し
ま
し
た
が
、
脳
神

経
外
科
同
窓
会
が「
こ
ぶ
し
会
」

で
あ
る
こ
と
も
無
関
係
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
カ
ラ
オ

市
内
の
介
護
老
人
施
設
へ
転
職

し
、
２
０
０
８
年
に
立
川
駅
南

口
か
ら
徒
歩
５
分
の
場
所
に
、 

現
在
の
こ
ぶ
し
脳
神
経
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

住
居
も
府
中
市
、
国
分
寺
市
を

経
て
、
昨
年
に
立
川
へ
転
居
い

１
９
９
９
年
５
月
に
米
国
留

学
か
ら
帰
国
し
国
家
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
立
川
病
院
（
以

下
、
立
川
病
院
）
に
着
任
し
ま

し
た
。
以
来
四
半
世
紀
を
立
川

で
働
い
て
お
り
ま
す
。
同
院
を

２
０
０
３
年
春
に
退
職
し
立
川

「
多
摩
地
域
」
と
変
換
さ
れ
ま
し
た

～
～
立
川
よ
り

こ
ぶ
し
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
山
　
眞
千
（
65
回
）

教
授
は
、
約
40
年
前
に
乳
が
ん 

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
るM

U
C1

（
ム
チ
ン
蛋
白
の
一
種
）／CA 

15 -3

を
同
定
さ
れ
た
研
究
者

で
あ
り
、
以
来M

U
C

1

と
が

ん
の
分
子
機
構
と
の
関
連
を
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。
80
歳
を
超

え
ら
れ
た
今
も
、
毎
週
土
曜
日 

九
州
大
学
外
科
よ
り
長
年
に
わ

た
り
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
今
回
、
前
東
海
大

学
医
学
部
長
・
森
正
樹
教
授
の

ご
支
援
の
も
と
、
慶
應
義
塾
大

学
外
科
学
教
室
か
ら
私
の
留
学

の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

指
導
教
官
のD

onald K
ufe

私
は
２
０
２
３
年
２
月
よ
り

約
２
年
半
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
に 

あ
るDepartm

ent of M
edical 

O
ncology, D

ana-Farber 
Cancer Institute, H

arvard 
M

edical School, Kufe Lab

に
留
学
い
た
し
ま
し
た
。

本
研
究
室
は
、
大
阪
大
学
・

留
学
を
終
え
て

留
学
を
終
え
て

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

小
澤
　
広
輝
（
91
回
相
）

に
は
ボ
ス
ト
ンTatte Bakery 

の
パ
ン
と
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ
プ
を

食
べ
な
が
ら
行
う
ラ
ボ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
休
日
や

夜
間
で
も
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ

ア
を
次
々
と
メ
ー
ル
で
送
っ
て

こ
ら
れ
る
な
ど
、
非
常
に
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
勢
に
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。Kufe

教
授
か
ら
、 

「C
hasing dream

 is fun. 
Keep discovering !

」
と
言

わ
れ
続
け
た
こ
と
は
強
く
心
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
面
で
は
、EBV

関
連
胃 

が
ん
、
膵
神
経
内
分
泌
腫
瘍
、

膵
管
腺
が
ん
の
３
種
類
の
消
化

器
が
ん
に
お
け
るM

U
C1

の
関 

与（
発
が
ん
・
悪
性
化
機
構
）を 

中
心
に
、
主
と
し
て
細
胞
株
を

用
い
たw

et

実
験
を
行
い
ま
し

た
。D

ana-Farber Cancer 
Institute

の
あ
るM

edical 
Area

に
は
世
界
有
数
の
研
究
機

関
や
ビ
ッ
グ
ラ
ボ
が
集
ま
っ
て

お
り
、
共
同
研
究
や
技
術
相
談

の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
低
く
、

私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
く
の

共
同
研
究
者
と
の
協
力
の
も
と

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ポ
ス
ド
ク
の
多
く
は
英

語
を
母
国
語
と
し
な
い
研
究
者

で
あ
り
、
訛
り
の
あ
る
英
語
で 

意
見
交
換
を
重
ね
る
中
で
、「
と

に
か
く
発
言
す
る
姿
勢
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

大
き
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、

N
CI

の
研
究
助
成
を
受
け
て
い

た
た
め
、
細
胞
株
・
薬
剤
・
ベ

ク
タ
ー
な
ど
の
研
究
材
料
を
全

米
の
研
究
機
関
か
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
経
由
で
迅
速
に
入
手
で

き
る
環
境
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ

カ
な
ら
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

生
活
面
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
に

は
日
本
人
留
学
生
・
研
究
者
が

多
く
、
生
活
や
仕
事
に
関
す
る

情
報
交
換
を
通
じ
て
家
族
ぐ
る

み
の
交
流
も
生
ま
れ
、
一
緒
に

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
行
く
こ
と
も

あ
り
、
帰
国
後
も
付
き
合
い
の

続
く
「
第
二
の
家
族
」
と
も
言

え
る
関
係
が
築
け
た
の
は
、
留

学
生
活
の
大
き
な
財
産
で
す
。

極
端
な
円
安
の
中
で
生
活
費
を

ケ
で
演
歌
を
歌
う
こ
と
が
時
々

あ
り
ま
す
が
小
節（
こ
ぶ
し
）は

あ
ま
り
き
か
せ
ま
せ
ん
。

立
川
は
多
摩
地
域
の
中
で
最

も
活
気
の
あ
る
街
の
ひ
と
つ
で 

す
。最
近
で
は
立
飛
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
ホ
テ
ル
事
業
・
商
業

施
設
営
業
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

（
大
相
撲
お
よ
び
各
種
ス
ポ
ー

ツ
興
行
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
運
営
な
ど
）
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
北
口
に
は
広
大
な

国
営
昭
和
記
念
公
園
も
あ
り
、

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

市
内
の
基
幹
病
院
と
し
て
は
、

立
川
病
院
以
外
に
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
、
立
川
相
互
病
院
が
あ

り
、
さ
ら
に
川
野
病
院
、
立
川

中
央
病
院
を
加
え
た
５
病
院
が

あ
る
上
に
、
近
隣
に
は
都
立
多

摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

日
野
市
立
病
院
、
東
海
大
学
八

王
子
病
院
、
公
立
福
生
病
院
が

あ
り
、
病
診
連
携
は
充
実
し
て

お
り
ま
す
。

近
隣
の
刀
林
会
員
の
先
生
方

に
は
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
公
」の
部 

分
に
つ
い
て
は
上
述
以
外
に
診

診
連
携
で
も
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
、「
私
」の
部 

分
で
は
家
内
も
小
生
も
随
時
あ

る
い
は
定
期
的
に
多
く
の
先
生

に
健
康
管
理
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

元
来
、
お
笑
い
や
演
芸
が
好

き
で
す
の
で
、
開
業
後
１
年
が

経
っ
た
２
０
０
９
年
か
ら
年
２

回
、
５
月
と
11
月
の
日
曜
日
に 

「
お
楽
し
み
会
」と
称
し
て
、
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
を
お
招
き
し
、

マ
ジ
シ
ャ
ン
や
立
川
落
語
会
の

落
語
家
さ
ん
に
出
演
し
て
い
た

だ
い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
催

し
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ア

ル
コ
ー
ル
や
お
茶
、お
つ
ま
み
、

お
茶
菓
子
を
ご
提
供
し
、
会
場

と
し
て
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る

お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
店
舗
（
大
家 

さ
ん
が
経
営
）が
ほ
ぼ
満
席（
約

20
名
）と
な
る
盛
況
で
し
た
。し

か
し
、
10
年
間
に
わ
た
り
20
回

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２

０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
休
催
し
て
お
り
ま
す
。
２ 

０
２
３
年
５
月
にCOVID

-19

は
５
類
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
も
診
療
中
は
ス
タ
ッ
フ
、

患
者
さ
ん
方
に
マ
ス
ク
着
用
を

お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
お
飲
み
物
等
を
提

供
し
て
の
催
し
は
で
き
な
い
と

判
断
し
て
お
り
、
世
の
中
が
十

分
落
ち
着
い
た
ら
再
開
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
の
表
題
に
つ
い
て
簡
単

に
記
し
ま
す
。
つ
い
先
日
、「
田

町
行
き
の
バ
ス
」
と
入
力
し
よ

う
と
し
た
ら
「
多
摩
地
域
の
バ

ス
」
と
変
換
さ
れ
ま
し
た
。
多

摩
エ
リ
ア
暮
ら
し
も
長
く
な
っ

た
も
の
で
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
刀

林
会
員
の
先
生
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。
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２
０
２
５
年
「
恙
無
会
」（
つ
つ
が
な
い
か
い
、

旧
食
研
外
科
研
究
室
同
窓
会
）
報
告

幹
事
　
丸
山
　
圭
一（
41
回
）

担
当
　
𠮷
野
　
肇
一（
44
回
）

前列左より、大槻由美子（大槻夫人）、丸山和紀子（丸山夫人）、鈴木保江（故鈴木卓二君夫人）、大槻道夫（32回）、船曳愛子（船曳夫人）、松岡滋美（松岡夫人）
後列左より、丸山圭一（41回）、松岡宏章（44回）、秋里和夫（44回）、船曳孝彦（41回）、本橋五十路、𠮷野肇一（44回）、武石澄夫（故武石夫妻長男）

を
閉
院
、
ピ
ア
ノ
、
書
道
、
庭

造
り
な
ど

𠮷
野
肇
一
（
44
回
）
上
板
橋

病
院
非
常
勤
医
と
看
護
専
門
学

校
講
師
、
医
学
の
進
歩
に
遅
れ

な
い
よ
う
勉
強
し
て
い
る

歓
談
が
和
や
か
に
行
わ
れ
た

の
ち
、
来
年
２
０
２
６
年
５
月

22
日（
金
）正
午
か
ら
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
南
園
で
の
再
会
を

約
し
て
散
会
し
た
。
二
次
会
は

同
ホ
テ
ル
内
「
樹
林
」
で
約
２

時
間
、
旧
交
を
温
め
た
。

�
（
丸
山
・
𠮷
野
）

リ
ニ
ッ
ク
閉
院
、
登
山
が
で
き

な
い
、
欠
席

工
藤
学
而
（
44
回
）
膝
を
痛

め
、
岐
阜
県
飛
騨
か
ら
上
京
で

き
な
い

田
中
豊
治
（
46
回
）
週
４
日

病
院
勤
務
し
て
い
る
。
欠
席
し

ま
す続

い
て
出
席
者
か
ら
次
の
よ

う
な
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

武
石
澄
夫
（
展
代
30
回
と
輝

夫
31
回
と
の
長
男
）
父
と
母
の

法
要
を
営
む
、
仕
事
順
調

大
槻
道
夫
（
32
回
）
長
野
県

蓼
科
で
開
業
、
93
歳
に
な
り
ま

す
が
頑
張
っ
て
い
ま
す

船
曳
孝
彦
（
40
回
）
弁
膜
症

と
間
質
性
肺
炎
を
克
服
し
、
登

山
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
を

丸
山
圭
一
（
41
回
）
医
療
相

談
を
し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
、

ド
ラ
イ
ブ
旅
行
な
ど

秋
里
和
夫
（
44
回
）
診
療
所

が
休
め
ず
、
温
泉
、
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
ご
無
沙
汰

松
岡
宏
彰
（
44
回
）
診
療
所

な
ど
２
名
）
が
参
加
し
、
丸
山

幹
事
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
に
逝
去
さ
れ 

た
関
根
廸
弌
君
（
29
回
）、
田
中

建
彦
君
（
33
回
）
へ
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
中
、

最
長
老
の
大
槻
道
夫
君（
32
回
）

の
開
会
の
乾
杯
に
続
き
、
庶
務

報
告
・
会
計
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
欠
席
者
の
近
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

湯
浅
鐐
介
（
35
回
）
施
設
療

養
中
、
幹
事
に
元
気
と
電
話
あ

り
山
本
修
三
（
38
回
）
心
不
全

で
自
宅
療
養
中

榎
本
耕
治
（
40
回
）
所
用
と

重
な
り
、
残
念
な
が
ら
欠
席
と

横
山
拓
也
（
40
回
）
体
調
不

良
で
欠
席
し
ま
す
が
、
来
年
は

出
席
し
ま
す
と

桑
野
研
司
（
41
回
）
昨
年
ク

リ
ニ
ッ
ク
閉
院
、
残
念
な
が
ら

欠
席
と

澤
野
芳
郎
（
42
回
）
亀
背
で

歩
行
障
害
と
な
り
、
富
山
か
ら

上
京
で
き
な
い

古
谷
健
二
（
42
回
）
昨
年
ク

は
じ
め
に

若
い
刀
林
会
会
員
の
た
め
に
、

か
つ
て
存
在
し
た
「
食
研
外
科

研
究
室
」を
短
く
紹
介
し
ま
す
。

外
苑
東
通
り
に
面
し
た
現
在
の

信
濃
町
煉
瓦
館
の
場
所
に
食
養

研
究
所
が
１
９
９
５
年
（
平
成

７
年
）
ま
で
あ
り
、
そ
の
１
階 

（
半
地
下
と
も
言
え
る
）に
食
研

外
科
研
究
室
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
い
１
９
５
６
年

（
昭
和
31
年
）に
外
科
学
教
室
で

最
初
の
研
究
室
と
し
て
創
設
さ

れ
、
研
究
対
象
は
胃
、
肝
胆
膵
、

乳
腺
、
感
染
症
、
化
学
療
法
、

消
化
管
内
視
鏡
な
ど
で
し
た
。

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
に

慶
大
外
科
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は

臓
器
別
と
機
能
別
に
改
変
さ
れ
、

「
食
研
外
科
研
究
室
」
は
解
散

し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
同
窓
会

メ
ン
バ
ー
で
最
も
若
い
の
が
46

回
生
で
す
。
毎
年
５
月
に
「
同

窓
会
・
恙
無
会
」
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

今
年
の
「
恙
無
会
・
昼
食
会
」

は
２
０
２
５
年
５
月
23
日
、
恒

例
と
な
っ
た
新
宿
駅
西
口
・
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
内
の
中
華
料

理
店
「
南
園
」
で
、
昨
年
よ
り

２
名
少
な
い
13
名（
会
員
７
名
、

会
員
夫
人
４
名
、
研
究
室
助
手
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産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
伊
藤
先
生
、
遠
藤

先
生
、
中
野
先
生
、
浮
山
先
生

の
主
催
す
る
学
会
、
研
究
会
に

携
わ
れ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

で
、
駆
け
回
っ
た
思
い
出
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
時
代
は
働
き
方
改

革
へ
シ
フ
ト
し
、
自
分
も
そ
の

波
に
乗
っ
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
進
み
ま
し
た
。
高
齢
の
親
と

の
向
き
合
い
方
、
更
年
期
に
突

入
し
た
自
分
の
身
体
と
の
付
き

合
い
方
、
論
破
が
得
意
に
な
っ

て
き
た
我
が
子
の
扱
い
、
若
い

マ
マ
友
と
の
交
流
、
ど
れ
も
未

知
で
刺
激
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
こ
れ
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
な
が
ら
医
療
に
携
わ
っ
て
い

る
と
、
ま
た
新
鮮
な
視
点
で
取

り
組
め
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。

教
授
と
な
ら
れ
た
同
期
の
藤
野

先
生
、
渡
辺
先
生
の
ご
活
躍
に

も
発
奮
し
、
私
も
今
の
立
場
を

活
か
し
た
自
分
な
り
の
貢
献
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
う
こ
と
は
、
同
僚
だ
け
で
な

く
患
者
さ
ん
に
も
ご
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
ま
す
。
子
育
て
を

す
る
医
療
者
を
補
助
す
る
シ
ス

テ
ム
や
保
育
園
を
持
つ
病
院
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
で
、
子
育

て
し
な
が
ら
も
医
療
を
学
び
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
な
で
し
こ

外
科
医
が
よ
り
増
え
て
い
け
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
医
師
と
し
て
未
熟

な
点
が
多
く
、
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
わ
り
の
方
々
に
助
け
て
い
た

だ
き
な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
お

り
ま
す
。
家
族
を
は
じ
め
、
ご

指
導
く
だ
さ
る
先
生
方
や
同
僚

の
先
生
方
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
立
病

院
へ
再
び
勤
務
す
る
に
あ
た
り

刀
林
会
へ
入
会
を
勧
め
て
く
だ

さ
っ
た
森
川
前
教
授
も
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
中
間
管

理
職
の
辛
さ
に
つ
い
て
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
黒
田
前
教
授

に
は
、
き
ち
ん
と
お
礼
が
言
え

な
い
ま
ま
な
の
が
心
残
り
で
す
。

大
学
で
は
診
察
の
基
本
、
マ

ナ
ー
に
始
ま
り
、
学
会
発
表
の

ス
ラ
イ
ド
作
り
の
一
言
一
句
ま

で
、
教
え
て
い
た
だ
き
、
間
違

い
な
く
医
師
人
生
の
核
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く

さ
ん
の
症
例
、
目
か
ら
鱗
の

日
々
を
過
ご
し
、
今
で
も
続
く

人
間
関
係
を
築
け
た
の
は
小
児

病
院
出
張
の
お
か
げ
で
す
。
市

立
病
院
で
は
、
遠
藤
先
生
か
ら

入
院
患
者
を
最
低
で
も
１
日
１

回
笑
顔
に
す
る
と
い
う
教
え
を

守
る
よ
う
心
が
け
、
中
野
先
生

の
も
と
で
は
、
た
く
さ
ん
の
後

輩
先
生
方
と
一
緒
に
手
術
を
す

る
機
会
を
得
た
こ
と
、
大
人
数

の
外
来
患
者
の
診
療
を
間
近
で

み
て
感
じ
た
こ
と
は
大
き
な
財

患
者
さ
ん
か
ら
女
性
医
師
を
指

名
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
女
性
医
師
で
あ
る
か

ら
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
職
場
は
病
院

に
保
育
園
が
併
設
し
て
い
る
た

め
、
非
常
に
働
き
や
す
い
環
境

で
す
。
さ
ら
に
子
供
が
体
調
不

良
で
あ
っ
て
も
、
職
場
に
預
け

る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
多
く
、

安
心
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
我
が
家
で
は
夫
も
分

担
し
て
育
児
を
お
こ
な
っ
て
は

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
子
供
の

急
な
発
病
に
対
し
て
の
対
応
は

難
し
い
た
め
、
現
在
も
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
は
非
常
に
助
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

急
に
お
休
み
を
い
た
だ
く
と

な
で
し
こ
外
科
医

昨
年
よ
り
杏
林
大
学
で
非
常
勤

と
し
て
、
久
々
に
浮
山
教
授
、

同
期
医
師
と
手
術
を
す
る
機
会

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

改
め
て
、出
会
っ
た
先
生
方
に

学
ん
だ
も
の
の
大
き
さ
に
感
謝

す
る
日
々
で
す
。伊
藤
名
誉
教
授

か
ら
学
び
続
け
る
姿
勢
、遠
藤
元 

院
長
か
ら
貪
欲
な
探
究
精
神
と

ユ
ー
モ
ア
、韮
澤
先
生
か
ら
手
術 

や
指
導
の
難
し
さ
、そ
し
て
山
藤

先
生
、
朝
見
先
生
、
竹
島
先
生
、

馬
場
先
生
、林
先
生
よ
り
幅
広
い 

外
科
の
知
識
、
鎌
形
先
生
か
ら

手
術
の
ス
マ
ー
ト
さ
、
廣
部
先

生
か
ら
経
験
の
大
事
さ
を
教
え

を
経
て
小
児
外
科
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
家
庭
の

事
情
の
た
め
２
０
１
９
年
に
昭

和
大
学
を
辞
め
、
慶
應
大
学
医

学
部
小
児
外
科
に
入
局
い
た
し

ま
し
た
。

医
局
か
ら
の
出
向
で
、
２
０

１
９
年
か
ら
さ
い
た
ま
市
立
病

院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
小

児
外
科
で
は
主
に
新
生
児
か
ら

15
歳
ま
で
を
診
察
し
ま
す
が
、

こ
の
た
び
は
、刀
林
新
聞「
な

で
し
こ
外
科
医
」
へ
の
寄
稿
と

い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
毎
回
、

新
聞
で
諸
先
輩
や
若
い
先
生
方

の
ご
活
躍
を
読
み
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

私
は
杏
林
大
学
卒
業
後
、
初

期
研
修
の
の
ち
、
浦
和
市
立
病

院（
現
さ
い
た
ま
市
立
病
院
）で 

再
び
初
期
研
修
医
、
さ
ら
に
専

修
医
と
し
て
学
び
、
大
学
に
帰 

室
、
都
立
清
瀬
小
児
病
院
（
現

東
京
都
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
）

を
経
て
、
さ
い
た
ま
市
立
病
院

で
15
年
間
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
刀
林
新
聞
「
な

で
し
こ
外
科
医
」
へ
の
寄
稿
と

い
う
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
86
回
相
当
の
入
江
理

絵
と
申
し
ま
す
。
２
０
０
９
年

に
富
山
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

２
０
１
１
年
に
昭
和
大
学
医
学

部
外
科
学
講
座
小
児
外
科
学
部

門
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
大

学
院
を
卒
業
し
、
結
婚
・
出
産

杏
林
大
学
医
学
部

小
児
外
科吉

田
　
史
子

（
73
回
相
）

さ
い
た
ま
市
立
病
院

小
児
外
科入

江
　
理
絵

（
86
回
相
）

達
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ

て
本
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
、今
後
は
社
員（
評

二　

こ
の
ル
ー
ル
は
、
私
が
入

局
し
た
六
十
年
前
か
ら
不
変

で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
健
康

寿
命
が
著
明
に
延
長
し
て
い

る
。

三　

80
歳
以
上
の
会
員
に
は
会

費
免
除
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

定
款
に
は
「
会
員
と
し
て
の

権
利
は
こ
れ
を
保
証
す
る

（
第
８
条
）」
と
あ
る
。
な
お
、

80
歳
以
下
で
も
卒
後
50
年
以

上
の
会
員
が
相
当
数
、
存
在

す
る
。（
53
名
）

四　

同
窓
会
組
織
で
は
歴
史

が
、
他
の
組
織
よ
り
も
重
要

視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

会
員
の
役
割
は
重
い
。

五　

学
術
集
会
開
催
に
か
か
わ

る
募
金
活
動
で
、
卒
後
五
十

年
以
上
会
員
の
協
力
状
況

は
、
他
枠
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
私
の
長
年
に
わ
た

る
本
会
役
員
（
理
事
長
、
理

事
）
の
経
験
か
ら
得
た
知
識

で
す
。

今
後
、
こ
の
件
に
関
し
て 

さ
ら
な
る
検
討
を
い
た
だ
き 

た
い
と
考
え
る
と
と
も
に
、
広

く
意
見
を
頂
戴
し
た
い
で
す

（kyoshino@
kxd.biglobe.

ne.jp

）。

さ
て
、
私
も
80
歳
代
後
半
に

こ
れ
は
、
多
く
の
高
齢
会
員

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
本
年
６

月
の
社
員
総
会
（
本
会
の
最
高

議
決
機
関
）
で
私
が
提
案
し
た

の
で
す
が
、準
備
不
足
な
ど
で
、

残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
員
総
会
は
社
員

で
あ
る
評
議
員
の
み
に
よ
る
も

の
で
、
広
く
一
般
の
会
員
に
情

報
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
本
稿
を

作
り
ま
し
た
。
読
者
に
お
か
れ

て
は
、
ま
ず
本
文
を
お
読
み
に

な
っ
た
後
に
図
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

こ
の
提
案
を
行
っ
た
理
由
を

次
に
述
べ
ま
す
。

一　

理
事
一
名
あ
た
り
の
会
員

数
の
著
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

定
款
で
は
卒
後
50
年
以
上 

（
連
絡
可
能
者
１
７
６
名
） 

か
ら
は
一
名
と
な
っ
て
お

り
、
50
年
未
満
で
は
65
か
ら 

１
０
０
名
の
会
員
か
ら
一
名

で
、
一
票
の
格
差
が
平
均
で

２・３
倍
、最
大
で
３
倍
弱
と

な
っ
て
い
る
。
本
会
の
目
的

は
、
定
款
３
条
（
目
的
）
の

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と

お
り「
会
員
相
互
の
親
睦
」で

あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
本

会
を
支
え
て
き
た
高
齢
会
員

が
こ
の
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
格
差
を
受
け
る
べ
き
で
は

な
い
。

議
員
）
の
責
務
を
、
老
害
に
留

意
し
つ
つ
、
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
の
お
引
き
回
し
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

卒
後
五
十
年
以
上
の
会
員
枠
か
ら
の
理
事
数
を
、

現
在
の
一
名
か
ら
二
名
へ

評
議
員
　
𠮷
野
　
肇
一（
44
回
）

卒後50年以上の会員枠からの理事数を、現在の１名から２名に

１．理事1名あたりの会員数ー現況（2025年5月）ー
卒後50年以上 176名（連絡の取れる会員）＊

〃 未満 65～100名（＊の半分以下、平均80.1名）

２．現在のルールは私の入局した60年前から不変で、その間に健康寿命が著明に延
長している。

３．80歳以上の会員には会費免除がなされているが、定款には「会員としての権利は
これを保証する」とある（第8条）。

提案理由

５．各種募金活動で、卒後50年以上会員の協力状況は、他枠と変わらない（私見）。

ー提案ー

４．同窓会組織では歴史が、他の組織よりも重要視される⇒高齢会員の重要性

格差が平均で 2.3倍
（1.9～2.8倍）

　
　
提
　言

提
　言
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論
文
報
告
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

院
３
年
次
に
は
、
食
道
癌
・
胃

癌
手
術
の
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
に
出
向
す

る
機
会
を
頂
き
、
鏡
視
下
手
術

の
基
本
手
技
か
ら
大
変
丁
寧
な

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
多
く

の
執
刀
の
機
会
を
頂
く
と
同
時

に
、
膨
大
な
患
者
数
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
胃
癌
手
術

に
関
す
る
複
数
の
論
文
報
告
も

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

北
川
雄
光
先
生
、
川
久
保
博

文
先
生
、
眞
柳
修
平
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
チ
ー
フ
レ
ジ
デ

ン
ト
と
し
て
の
大
学
在
任
中
に

学
位
を
取
得
さ
せ
て
頂
き
、
２

０
２
２
年
よ
り
国
立
病
院
機
構

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２

４
年
よ
り
再
度
埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
勤
務
を
致
し
ま
し
た
。

食
道
癌
に
対
す
る
鏡
視
下
手
術

や
集
学
的
治
療
、
胃
癌
に
対
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
内
視
鏡
外

科
学
会
技
術
認
定
医
も
取
得
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
卒
業
後
も
自
身

の
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
出
来

る
研
究
活
動
を
続
け
た
い
と
考

え
、
85
歳
以
上
の
超
高
齢
者
胃

合
病
院
で
は
、
若
林
剛
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
下
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
・
膵

体
尾
部
切
除
、
腹
腔
鏡
下
解
剖

学
的
肝
切
除
を
中
心
と
し
た
肝

胆
膵
高
難
度
手
術
を
多
数
執
刀

し
、
肝
胆
膵
外
科
学
会
高
度
技

能
専
門
医
、
内
視
鏡
外
科
学
会

技
術
認
定
医
、
な
ら
び
に
ロ

ボ
ッ
ト
膵
切
除
プ
ロ
ク
タ
ー
資

格
を
取
得
致
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
９
月
か
ら
は
、

仏
・IRCA

D
 France

に
て
２ 

年
間
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て 

在
籍
し
、Jacques M

arescaux 

教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、
ブ
タ

虚
血
モ
デ
ル
を
用
い
たSSO

P

（Single Snapshot Im
aging 

of O
ptical Properties

）
技

術
の
有
用
性
に
関
す
る
研
究
に

従
事
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

鏡
視
下
手
術
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
は
、
世
界
各
国
か
ら

集
う
外
科
医
へ
の
技
術
指
導
に

も
携
わ
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
９
月
の
帰
国
後

は
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
に
て

金
井
歳
雄
先
生
、
市
東
昌
也
先

生
、
和
多
田
晋
先
生
の
ご
高
配

の
も
と
、
肝
胆
膵
外
科
部
門

チ
ー
フ
を
務
め
、
地
域
中
核
病

院
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援 

手
術
の
普
及
に
尽
力
い
た
し
ま

し
た
。

学
で
は
４
例
の
ド
ナ
ー
手
術
や

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
胆
管
吻
合
を

術
者
と
し
て
行
わ
せ
て
頂
き
、 

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
４
月
よ
り
栃

木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
４
年

半
、
肝
胆
膵
の
高
度
技
能
手
術

に
従
事
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

大
先
輩
で
あ
る
尾
形
佳
郎
先
生

に
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
再
度

み
っ
ち
り
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

高
度
技
能
医
を
受
け
る
に
当
た

り
、
候
補
に
な
る
ビ
デ
オ
を
一

緒
に
全
部
見
て
下
さ
り
、
一
つ

一
つ
に
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
は
私
の
財
産
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
富
川
盛
啓
先
生
、

三
原
規
奨
先
生
に
は
手
術
の
細

か
い
戦
略
や
考
え
方
を
教
わ
り
、

肝
胆
膵
外
科
医
と
し
て
成
長
す 

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
回
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
帰
室
さ

せ
て
頂
き
、
肝
胆
膵
外
科
学
会

の
高
度
技
能
医
の
ビ
デ
オ
審
査

に
合
格
す
る
こ
と
を
命
題
に
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
帰
室

す
る
機
会
を
く
だ
さ
い
ま
し
た

北
川
雄
光
教
授
、
尾
原
秀
明
先

生
、
阿
部
雄
太
先
生
、
関
連
病

院
の
先
生
方
、
慶
應
義
塾
大
学

外
科
学
教
室
、
刀
林
会
の
皆
様

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
北
川
雄
光
先
生
の

ご
高
配
を
賜
り
、
２
０
２
５
年

10
月
よ
り
帰
室
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
、
上
部
消
化
管
班
の
松

井
一
晃
（
93
回
生
）
と
申
し
ま

す
。
私
は
栃
木
県
で
の
初
期
臨

床
研
修
を
修
了
し
た
後
、
２
０

１
６
年
に
母
校
で
あ
る
慶
應
義

塾
大
学
の
外
科
学
教
室
へ
入
局

を
致
し
ま
し
た
。
外
科
専
修
医

と
し
て
東
京
都
済
生
会
中
央
病

院
、
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合

病
院
で
研
鑽
を
積
ま
せ
て
頂
き
、

２
０
１
８
年
に
レ
ジ
デ
ン
ト
と

し
て
帰
室
す
る
と
同
時
に
、
大

学
院
（
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
養
成
コ
ー
ス
）
へ
の
進
学

の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

研
究
の
分
野
で
は
、
特
に

食
道
癌
領
域
に
お
い
て
、
術

後
早
期
の
筋
肉
量
減
少
と
予

後
の
関
連
、
日
常
活
動
度
が

筋
肉
量
変
化
に
与
え
る
影
響
、

PleSSision-Rapid

を
用
い
た

網
羅
的
遺
伝
子
解
析
の
現
状
と

臨
床
応
用
の
可
能
性
、
術
前
化

学
療
法
中
の
５
―

Ｆ
Ｕ
の
個
体
間

変
動
、
術
後
第
１
病
日
の
痰
培

養
検
査
の
有
用
性
、
早
期
再
発

の
予
測
因
子
、
肺
転
移
再
発
形

式
の
臨
床
的
特
徴
な
ど
、
多
角

的
な
視
点
で
研
究
に
携
わ
ら
せ

て
頂
く
中
で
、
多
く
の
先
生
方

か
ら
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
、

こ
の
た
び
、
北
川
雄
光
教
授

の
ご
高
配
を
賜
り
、
２
０
２
５

年
７
月
に
帰
室
い
た
し
ま
し
た
、

89
回
生
、
肝
胆
膵
・
移
植
班
の

三
島
江
平
と
申
し
ま
す
。
国
内

外
の
関
連
施
設
で
の
研
鑽
を
経

て
、
再
び
母
校
の
地
に
戻
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。

２
０
１
０
年
に
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
済
生
会

宇
都
宮
病
院
に
て
２
年
間
の
初

期
臨
床
研
修
を
行
い
、
２
０
１

２
年
よ
り
外
科
学
教
室
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栃

木
医
療
セ
ン
タ
ー
、
共
済
立
川

病
院
で
の
レ
ジ
デ
ン
ト
出
張
を

経
て
、
２
０
１
４
年
に
大
学
病

院
へ
帰
室
し
、
肝
胆
膵
・
移
植

手
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
板
野

理
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
免

疫
不
全
ブ
タ
を
用
い
た
肝
細
胞

癌
ゼ
ノ
グ
ラ
フ
ト
作
製
実
験
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
か
ら
は
国
際
親

善
総
合
病
院
に
ポ
ス
ト
チ
ー
フ

と
し
て
出
張
し
、
安
藤
暢
敏
先

生
、
佐
藤
道
夫
先
生
、
冨
田
眞

人
先
生
、
宮
田
量
平
先
生
の
ご

高
配
の
も
と
、
肝
胆
膵
・
胃
・

大
腸
外
科
手
術
の
研
鑽
を
積
み
、

腹
腔
鏡
下
肝
切
除
術
の
導
入
に

も
携
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
９

年
か
ら
赴
任
し
た
上
尾
中
央
総

２
０
２
５
年
10
月
か
ら
北
川

雄
光
教
授
の
ご
高
配
に
よ
り
帰

室
致
し
ま
し
た
87
回
生
相
当
、

肝
胆
膵
・
移
植
班
の
石
井
政
嗣

と
申
し
ま
す
。

２
０
０
８
年
に
東
京
医
科
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
川
崎
市 

立
井
田
病
院
で
初
期
臨
床
研
修
、

外
科
学
教
室
に
入
局
し
、
専
修

医
と
し
て
川
崎
市
立
井
田
病
院
、

埼
玉
社
会
保
険
病
院
に
勤
め
ま

し
た
。
２
０
１
２
年
に
大
学
レ

ジ
デ
ン
ト
と
し
て
帰
室
し
、
肝

胆
膵
・
移
植
班
に
所
属
致
し
ま

し
た
。
大
学
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し

て
従
事
す
る
一
方
で
が
ん
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
の
大

学
院
に
所
属
し
、
板
野
理
先
生

に
ご
指
導
頂
き
、
肝
線
維
化
の

臨
床
研
究
を
進
め
、
学
位
を
取

得
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
か

ら
ポ
ス
ト
チ
ー
フ
と
し
て
伊
勢

原
協
同
病
院
で
２
年
間
、
肝
胆

膵
だ
け
で
な
く
一
般
・
消
化
器

外
科
と
し
て
消
化
器
全
部
の
手

術
を
担
当
し
、
数
多
く
の
手
術

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０

１
８
年
よ
り
公
立
福
生
病
院
で

２
年
間
は
ほ
ぼ
全
例
の
消
化
器

手
術
を
担
当
し
、
数
多
く
の
経

験
を
積
み
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
よ
り
熊
本
大
学
小
児
・
移
植

外
科
で
１
年
間
、
肝
移
植
の
手

術
に
従
事
し
ま
し
た
。
熊
本
大

告
報
室
帰

癌
の
手
術
成
績
、Ａ
Ｓ
Ａ
―

Ｐ
Ｓ

と
予
後
の
関
連
、
肥
満
症
例
に

対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
胃
切

除
術
の
有
用
性
、
食
道
癌
免
疫

療
法
中
の
免
疫
関
連
有
害
事
象

と
治
療
成
績
、
術
前
Ｄ
Ｃ
Ｆ
療

法
中
の
筋
肉
量
・
栄
養
指
標
の

評
価
な
ど
、
継
続
的
に
論
文
報

告
が
出
来
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。

こ
の
度
帰
室
を
さ
せ
て
頂
く

に
際
し
ま
し
て
、
非
常
に
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
活
か

し
、
わ
ず
か
で
も
外
科
学
教
室

の
発
展
に
貢
献
出
来
る
よ
う
精

一
杯
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、 

帰
室
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま

し
た
北
川
雄
光
先
生
を
は
じ
め
、

尾
原
秀
明
先
生
、
川
久
保
博
文

先
生
、
関
連
病
院
で
温
か
い
ご

指
導
を
頂
い
た
多
く
の
先
生
方
、

そ
し
て
刀
林
会
の
先
生
方
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
同

時
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

膵
切
除
・
肝
切
除
や
、
イ
メ
ー

ジ
ガ
イ
ド
手
術
の
標
準
化
を
推

進
し
つ
つ
、
国
内
外
の
多
施
設

共
同
研
究
や
若
手
外
科
医
の
教

育
に
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
慶
應
の

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
最
先
端

技
術
と
の
融
合
を
図
り
、
外
科

学
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

松
井
　
一
晃
（
93
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

三
島
　
江
平
（
89
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学（
一
般
・
消
化
器
）

石
井 
政
嗣（
87
回
相
）
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出
張
期
間
で
食
道
外
科
専
門
医
、

内
視
鏡
外
科
技
術
認
定
（
胃
）、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
プ
ロ
ク

タ
ー
（
胃
）
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
、
２
０
２
６
年
１
月
付

で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
プ
ロ
ク

タ
ー
（
食
道
）
も
取
得
予
定
と

な
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
学

に
帰
室
す
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
り
ま
し
た
北
川
雄
光
教
授

お
よ
び
尾
原
秀
明
准
教
授
、
川

久
保
博
文
准
教
授
、
そ
し
て
あ

た
た
か
く
支
援
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
関
連
病
院
の
先
生
方
、

刀
林
会
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

培
っ
た
経
験
を
少
し
で
も
外
科

学
教
室
へ
還
元
で
き
る
よ
う
に

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
若
輩
者

で
あ
り
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ 

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
２
２
年
よ

り
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
へ
１
年
間
、
２
０
２
３

年
よ
り
横
浜
市
立
市
民
病
院
へ

２
年
間
出
向
い
た
し
ま
し
た
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
は
、
本
邦
最
多
の
肺
癌

手
術
件
数
を
有
す
る
施
設
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
期
間
で
も
呼
吸

器
外
科
領
域
の
一
連
の
定
型
化

さ
れ
た
術
式
を
執
刀
・
担
当
で

き
た
こ
と
は
、
異
動
後
も
振
り

日
野
市
立
病
院
、
Ｄ
４
出
張
：

伊
勢
原
協
同
病
院
を
経
て
、
２

０
１
９
年
４
月
よ
り
大
学
レ
ジ

デ
ン
ト
と
し
て
帰
室
し
、
上
部

消
化
管
班
に
所
属
致
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
大
学
院 

（
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

コ
ー
ス
）へ
進
学
し
、２
０
２
１

年
４
月
よ
り
１
年
間
埼
玉
医
科

大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化

器
外
科
（
胃
外
科
）
に
て
櫻
本

信
一
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、 

こ
の
度
、
朝
倉
啓
介
教
授
の

ご
高
配
に
よ
り
、
帰
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
外
科
学
（
呼

吸
器
）
95
回
生
の
鈴
木
嵩
弘
と

申
し
ま
す
。
私
は
２
０
１
６
年

に
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
、

静
岡
赤
十
字
病
院
で
の
初
期
臨

床
研
修
終
了
後
、
２
０
１
８
年

に
外
科
学
教
室
に
入
室
い
た
し

ま
し
た
。
浜
松
赤
十
字
病
院
へ

の
出
向
を
経
て
、
２
０
１
９
年

よ
り
呼
吸
器
外
科
を
専
攻
し
、

３
年
間
大
学
の
レ
ジ
デ
ン
ト
と

こ
の
た
び
、
北
川
雄
光
教
授

の
ご
高
配
に
よ
り
２
０
２
５
年

10
月
１
日
よ
り
帰
室
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
94
回
生
上
部
消

化
管
班
の
森
本
洋
輔
と
申
し
ま

す
。
私
は
、
２
０
１
５
年
３
月

に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
２
年
間
静
岡
赤
十
字
病

院
で
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
、

２
０
１
７
年
４
月
に
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
に
入

局
致
し
ま
し
た
。
Ｄ
３
出
張
：

返
る
こ
と
の
多
い
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
異

な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
切
磋
琢
磨
す

る
中
、
教
室
の
先
輩
で
あ
る
四

倉
正
也
先
生
に
は
日
頃
か
ら
温

か
い
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
乳
腺
外
科
の
首
藤

昭
彦
先
生
の
お
声
が
け
で
、
思

い
が
け
ず
教
室
１
０
０
周
年
記

念
祝
賀
会
に
寄
せ
る
集
合
写
真

に
加
え
て
い
た
だ
き
、
学
外
に

お
い
て
も
教
室
の
先
輩
方
の
ご

胃
癌
手
術
の
研
鑽
を
積
ま
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
大
学
院
の
研
究 

テ
ー
マ
は
、〝
食
道
癌
に
お
け
る

circulating tum
or D

N
A

を

用
い
た
腫
瘍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〟

で
あ
り
、
松
田
諭
先
生
に
ご
指

導
頂
き
、
２
０
２
３
年
に
学
位

取
得
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
２

０
２
２
年
４
月
よ
り
１
年
間

チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
を
務
め
た

後
、
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
ポ

ス
ト
チ
ー
フ
出
張
と
し
て
済
生

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
呼
吸
器
）

鈴
木
　
嵩
弘
（
95
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
一
般
・
消
化
器
）

森
本
　
洋
輔
（
94
回
）

会
横
浜
市
東
部
病
院
に
出
向
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
済
生
会
横

浜
市
東
部
病
院
で
は
胃
癌
、
食

道
癌
を
中
心
に
手
術
の
み
な
ら

ず
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
ま

で
幅
広
く
江
川
智
久
先
生
に
ご

指
導
を
賜
り
、
多
く
の
症
例
を

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ポ

ス
ト
チ
ー
フ
出
張
の
２
年
６
ヶ

月
間
で
胃
癌
１
４
６
例
（
う
ち

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
98
件
）、食
道
癌 

61
例
（
う
ち
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
20

件
）
と
非
常
に
多
く
の
症
例
を

執
刀
さ
せ
て
頂
き
、特
に
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
手
術
に
精
力
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
東
部
病
院
の
伝

統
で
あ
る
、
レ
ジ
デ
ン
ト
と
手

術
を
す
る
、
と
い
う
環
境
は
大

い
に
成
長
す
る
機
会
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
川
久
保

博
文
先
生
に
ご
指
導
頂
き
２
０

２
５
年
１
月
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
食
道
切
除
術
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
は
良
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
幸
い
、
ポ
ス
ト
チ
ー
フ

厚
意
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま

し
た
。

横
浜
市
立
市
民
病
院
で
は
、

吉
津
晃
先
生
、
重
信
敬
夫
先
生

の
本
当
に
根
気
強
い
ご
指
導
の

下
、
大
半
の
手
術
を
執
刀
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
入
室
初
年
度
の

浜
松
へ
の
出
向
期
間
と
重
な
る

充
実
し
た
２
年
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
朝
倉
教
授
の
お

勧
め
で
若
手
胸
部
外
科
医
に
よ

るJA
TS -N

EX
T A

nnual 
C

onference

や
外
科
感
染
症

学
会
、
国
際
漏
斗
胸
研
究
会
な

ど
の
ア
ド
バ
ン
ス
ト
な
学
会
へ

参
加
し
て
見
聞
を
広
め
る
機
会

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。一
方
で
、

病
棟
や
救
急
外
来
に
な
る
べ
く

顔
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
気
胸

や
膿
胸
な
ど
の
準
緊
急
手
術
は

増
え
た
も
の
の
、
院
外
の
医
療

連
携
が
必
要
な
肺
癌
症
例
の
集

患
は
上
司
に
頼
り
き
り
だ
っ
た

点
は
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

４
月
の
帰
室
か
ら
の
半
年
間

で
も
、
す
で
に
教
室
の
先
生
方

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、

手
術
や
診
療
に
お
け
る
判
断
力

を
鍛
錬
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

研
究
活
動
や
、
医
療
連
携
・
学

生
教
育
な
ど
の
新
し
い
担
当
業

務
の
い
ろ
は
を
諸
先
輩
か
ら
学

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
診
療
科
を
超
え

て
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
け
る
若

手
の
う
ち
に
、
帰
室
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外

科
学
教
室
、
刀
林
会
の
先
生
方

に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
た
く
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

告
報
室
帰

の
利
用
者
記
録
を
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
ア
ク
セ
ス
で
作
成
し
よ

う
と
考
え
Ｖ
Ｂ
Ａ
、
Ｓ
Ｑ
Ｌ
を

勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
開
業
以

来
、
運
動
も
ほ
と
ん
ど
で
き
ず

身
体
が
硬
く
な
り
体
力
も
低
下

し
老
化
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
20
年

間
休
止
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
を
再

開
し
よ
う
と
考
え
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
始
め
ま
し
た
。

学
会
（
キ
ノ
コ
の
学
会
）
と
日

本
蘚
苔
類
学
会（
コ
ケ
の
学
会
）

で
す
。

篠
田 

政
幸（
58
回
）

鈴
木 

啓
一
郎（
58
回
）

松
井 

淳
一（
58
回
）

  

生
回
58

告
報
況
近
▼

山
歩
き
は
や
め
て
、
旅
行
で

世
界
遺
産
見
学
や
神
社
・
寺

院
・
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
以
前
は
で
き
な
か
っ
た
音

楽
史
、
美
術
史
、
植
物
の
勉

強
、
時
々
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
所
属
学
会
は
日
本
菌

ま
し
た
。
外
科
症
例
は
少
な
く

殆
ど
が
内
科
症
例
の
た
め
に
苦

労
し
て
お
り
ま
す
。
８
年
前
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。 

し
か
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運

営
は
思
い
の
ほ
か
大
変
で
苦
労

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
祝
日
も
利
用
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
た
め
に
自
由

な
時
間
を
作
る
の
が
難
し
く

困
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
ボ
ケ

防
止
の
た
め
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

本
年
６
月
か
ら
済
生
会
宇
都

宮
病
院
で
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス

チ
ー
フ
出
張
の
伊
勢
慶
応
病

院
よ
り
ス
エ
ー
デ
ン
のLund

出
身
地
の
浜
松
に
戻
り
医
院

を
開
業
し
今
年
で
20
年
に
な
り

タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
経
営
や
人
事
な
ど
か
ら
離

れ
て
週
４
日
若
い
先
生
た
ち
と

手
術
を
主
に
楽
し
く
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
東
京
と
市
川
を
全

部
引
き
払
っ
て
宇
都
宮
市
内
で

家
内
と
二
人
で
国
内
や
海
外
の

旅
行
に
出
か
け
た
り
、
食
事
や

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
子
供
は
二
人
、
上
の

娘
は
商
社
勤
務
で
現
在
家
族
四

人
ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
、
下
の
息

大
学
マ
ル
メ
総
合
病
院
、
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
大
学
に
留
学
後
、
社

会
保
険
埼
玉
中
央
病
院
を
経
て

１
９
９
５
年
に
藤
田
保
健
衛
生

大
学
に
転
勤
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
〜
２
０
１
７
年
ま

で
大
学
で
下
部
消
化
管
外
科
の

主
任
教
授
後
、
藤
田
医
科
（
保

健
衛
生
）
大
学
病
院
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
を
務
め
、 

２
０
２
２
年
か
ら
医
療
法
人
健

前
田 

耕
太
郎（
58
回
）

子
は
泌
尿
器
科
医
で
家
族
四
人

で
近
く
に
居
を
構
え
て
い
て
、 

い
ず
れ
に
も
男
の
子
二
人
ず
つ

孫
が
い
ま
す
。近
く
の
６
歳（
写

真
、
東
京
タ
ワ
ー
に
て
）
と
４

歳
の
二
人
に
遊
ん
で
も
ら
う
の

が
楽
し
み
で
す
。
こ
の
年
齢
に

な
っ
て
も
長
い
肝
胆
膵
手
術
に

も
入
っ
て
外
科
医
を
続
け
ら
れ

て
、
家
族
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

る
幸
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

育
会
湘
南
慶
育
病
院　

副
院
長

と
な
り
、
２
０
２
５
年
よ
り
現

在
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

外
来
は
週
半
日
、
法
人
関
連
の

い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
主
に
排

便
障
害
の
専
門
外
来
を
や
っ
て

い
ま
す
。
大
学
を
出
て
か
ら
下

手
な
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
や
っ
と

１
０
０
切
り
を
達
成
し
、
90
目

指
し
て
精
進
し
て
い
ま
す
。
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刀
林
会

　新
入
会
者
紹
介

刀
林
会

　新
入
会
者
紹
介

勝
又
　
悠
貴

小
野
　
奎
一
郎

岩
渕
　
拓
哉

片
倉
　
祐
希

シ
ョ
ン
を
終
え
、
現
在
は
伊
勢

原
協
同
病
院
で
修
練
を
積
ん
で

お
り
ま
す
。

先
生
方
の
温
か
い
ご
指
導
の

元
、
日
々
充
実
し
た
研
修
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
良
い
外
科

医
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専
修
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝

し
、
手
術
技
術
の
向
上
と
と
も

に
、
学
会
発
表
や
研
究
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
よ
り
良
い

医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
西
武
学
園

　
　
　
　
　

文
理
高
校

出
身
大
学
：�

東
京
慈
恵
会
医
科

大
学

部
活
動
：�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
岩
渕
拓
哉
と
申
し

ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
を
さ
い

た
ま
市
立
病
院
に
て
修
了
さ
せ

出
身
高
校
：
青
森
県
立

　
　
　
　
　

弘
前
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

弘
前
大
学

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
局
い
た

し
ま
し
た
、
片
倉
祐
希
と
申
し

ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
を
川
崎

市
立
川
崎
病
院
で
修
了
し
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
で
の
半
年
間

出
身
高
校
：
開
成
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

横
浜
市
立
大
学

部
活
動
：�

水
泳　

古
式
泳
法

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
勝
又
悠
貴
と

申
し
ま
す
。

初
期
研
修
を
相
模
原
協
同
病

院
で
修
了
し
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
で
の
半
年
間
の
ロ
ー
テ
ー

出
身
高
校
：
久
留
米
大
学
附
設

　
　
　
　
　

高
等
学
校

出
身
大
学
：�

近
畿
大
学

部
活
動
：�

サ
ッ
カ
ー
部

本
年
度
よ
り
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
外
科
学
教
室
に
入
局
い

た
し
ま
し
た
小
野
奎
一
郎
と
申

し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
を
国

立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
で
修
了

し
、
現
在
は
練
馬
総
合
病
院
で

102
回
生
・
102
回
相
当

102
回
生
・
102
回
相
当

川
崎
市
立
川
崎
病
院

心
臓
血
管
外
科

益
田 

智
章（
90
回
相
）

外
川 

貴
望（
99
回
）

こ
の
度
刀
林
会
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
川
崎
市

立
川
崎
病
院
心
臓
血
管
外
科
の

益
田
智
章
と
申
し
ま
す
。
私
は

徳
島
県
出
身
、
香
川
大
学
卒
業

初
め
ま
し
て
、
２
０
２
０
年

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
卒
、
医

師
６
年
目
の
外
川
貴
望
（
そ
と

か
わ
き
ぼ
う
）で
す
。慶
應
義
塾 

後
、心
臓
血
管
外
科
を
志
し
、初

期
研
修
病
院
の
香
川
県
立
中
央

病
院
で
、
当
時
心
臓
血
管
外
科

部
長
か
ら
昭
和
大
学
教
授
に
な

ら
れ
た
青
木
淳
先
生
の
後
を
追

い
、
昭
和
大
学
で
約
10
年
間
研

鑽
を
積
み
ま
し
た
。今
回
、青
木 

先
生
の
退
官
に
際
し
て
、
昭
和

大
学
心
臓
血
管
外
科
准
教
授
で

あ
っ
た
尾
本
正
先
生
と
と
も
に
、 

ご
縁
が
あ
っ
て
川
崎
市
立
川
崎

病
院
に
て
勤
務
の
機
会
を
頂
戴 

し
ま
し
た
。微
力
な
が
らO

pen 

とEndovascular

の
両
面
で
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
救
急
科
専
攻
医
の
研
修
を

修
了
し
、
現
在
は
ダ
ブ
ル
ボ
ー

ド
研
修
と
し
て
外
科
学
教
室
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
外
傷
お
よ
びA

cute C
are 

Surgery

を
専
門
と
し
、
急
性

期
医
療
に
お
け
る
包
括
的
な
外

科
治
療
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
に
出
張
し
、
日
々
臨
床
と

研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

血
管
外
科

尤 

礼
佳（
95
回
相
）

上
げ
ま
す
。
私
は
東
京
都
出
身

で
、
群
馬
大
学
卒
業
後
、
日
本

医
科
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
１
年
間
研
修
し
た
後
、

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
で
外

科
後
期
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

後
期
研
修
中
よ
り
血
管
外
科
の

ご
指
導
を
賜
り
、
現
在
も
血
管

外
科
と
し
て
勤
務
の
機
会
を
頂

戴
し
て
お
り
ま
す
。
若
輩
者
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
刀
林
会
へ
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

菊
永
　
裕
陽

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
外
科
医
と
し
て
の

基
礎
を
一
か
ら
学
び
、
伝
統
あ

る
本
教
室
の
一
員
と
し
て
邁
進

す
る
こ
と
を
心
が
け
、
患
者
さ

ま
に
最
良
の
医
療
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
聖
徳
学
園
高
校

出
身
大
学
：�

岐
阜
大
学

部
活
動
：�

ラ
グ
ビ
ー
部

本
年
度
よ
り
外
科
学
教
室
に

入
室
致
し
ま
し
た
菊
永
裕
陽
と

申
し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
を

国
際
親
善
総
合
病
院
で
修
了
し

た
の
ち
、
半
年
間
大
学
病
院
で

の
研
修
を
終
え
、
現
在
は
公
立

福
生
病
院
に
お
い
て
修
練
を
積

加
藤
　
仁

川
口
　
幸
太
郎

生
会
宇
都
宮
病
院
で
外
科
研
修

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
先
輩
方
か
ら
熱
心
な
ご
指

導
を
賜
り
、
大
変
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
修
練

を
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
方
の

熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
、
大
変

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
外
科

医
と
し
て
少
し
で
も
成
長
で
き

る
よ
う
、
一
日
一
日
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
開
成
高
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
加
藤
仁
と

申
し
ま
す
。
初
期
研
修
は
済
生

会
宇
都
宮
病
院
に
て
修
了
し
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
の
半
年

の
研
修
の
の
ち
、
引
き
続
き
済

出
身
高
校
：
玉
川
学
園
高
等
部

出
身
大
学
：�

東
京
慈
恵
会
医
科

大
学

部
活
動
：�

ス
キ
ー
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
川
口
幸
太
郎

と
申
し
ま
す
。
済
生
会
横
浜
市

東
部
病
院
で
の
初
期
研
修
を
終

え
、
現
在
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ

近
藤
　
直
樹

よ
り
再
度
足
利
赤
十
字
病
院
に

て
研
修
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

諸
先
生
方
か
ら
の
温
か
い
ご

指
導
を
賜
り
、
刺
激
的
で
充
実

し
た
外
科
専
修
医
生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
だ
未
熟
で
す
が
、
今
後
も

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
武
蔵
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
近
藤
直
樹
と
申
し

ま
す
。

足
利
赤
十
字
病
院
に
て
初
期

研
修
を
行
い
、
半
年
間
の
大
学

病
院
研
修
を
経
て
、
こ
の
１０
月

て
い
た
だ
き
、
現
在
は
立
川
病

院
に
て
研
鑽
を
積
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方

よ
り
温
か
い
御
指
導
の
も
と
、

充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
不
断
の

努
力
で
少
し
で
も
皆
様
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り

ま
す
。
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど

何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

の
研
修
の
の
ち
、
現
在
平
塚
市

民
病
院
に
て
外
科
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
の

も
と
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

精
一
杯
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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西
山
　
有
紗

（
旧
姓
：
山
本
）

経
て
現
在
は
稲
城
市
立
病
院
に

て
研
鑽
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
か
ら

温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
、
充
実

し
た
専
修
医
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
日
々
成
長
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

出
身
高
校
：�

フ
ェ
リ
ス
女
学
院

高
等
学
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

競
走
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
外
科

学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
西
山
有
紗
と
申
し

ま
す
。
初
期
研
修
は
太
田
記
念

病
院
に
て
修
了
し
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
で
の
半
年
の
研
修
を

田
島
　
萌

戸
田
　
郁
文

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

ス
キ
ー
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
田
島
萌
と
申
し

ま
す
。
初
期
研
修
を
済
生
会
宇

都
宮
病
院
に
て
修
了
し
、
現
在

は
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
に

て
研
鑽
を
積
ま
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
か

ら
の
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
、

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
疾
患
、手
術
に
向
き
合
い
、

諸
先
輩
方
よ
り
熱
心
な
ご
指
導

を
賜
り
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
努
力
を
惜
し

ま
ず
全
力
で
精
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

湘
南
藤
沢
高
等
部

出
身
高
校
：
学
習
院
高
等
科

出
身
大
学
：�

三
重
大
学

部
活
動
：�

水
泳
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
戸
田
郁
文

と
申
し
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修

を
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院
に

て
修
了
し
、
現
在
は
湘
南
東
部

総
合
病
院
に
て
修
練
を
積
ま
せ

須
貝
　
愛

志
田
　
健
太

平
松
　
知
紗

中
原
　
英
里

竹
林
　
七
峰

平
　
智
仁

諏
訪
　
弘
治

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
局
い
た

し
ま
し
た
須
貝
愛
と
申
し
ま
す
。 

初
期
臨
床
研
修
を
日
本
赤
十
字

社
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
修
了
し
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
の
半
年

間
を
経
て
、
現
在
は
川
崎
市
立

井
田
病
院
に
て
研
鑽
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
の

も
と
、
日
々
充
実
し
た
研
修
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
１
０
２
回

生
相
当
の
志
田
健
太
と
申
し
ま

す
。
初
期
研
修
を
済
生
会
横
浜

市
東
部
病
院
で
修
了
し
、
半
年

間
の
大
学
病
院
で
の
研
修
を
経

て
、
現
在
は
栃
木
県
の
佐
野
厚

生
総
合
病
院
に
て
池
田
先
生
、

尾
野
先
生
、
松
岡
先
生
の
熱
い

御
指
導
を
賜
り
な
が
ら
大
変
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
先
輩
方
の
よ
う
な
一
流

の
外
科
医
と
な
り
世
の
中
に
貢

献
す
べ
く
不
断
の
努
力
を
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

病
院
に
て
外
科
研
修
を
終
了
後
、

現
在
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田

病
院
に
て
日
々
研
鑽
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
か
ら
は
手
厚
く
優
し
い
ご

指
導
を
賜
り
、
日
々
少
し
で
も

成
長
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
し
た
。

現
在
は
日
野
市
立
病
院
で
研

鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
虫
垂

炎
や
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
に
格
闘

し
て
お
り
上
級
医
の
先
生
方
に

追
い
つ
く
に
は
修
行
が
足
り
な

い
と
痛
感
す
る
日
々
で
す
が
、

不
撓
不
屈
の
精
神
で
精
一
杯
努

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

練
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

初
期
研
修
の
頃
か
ら
慶
應
の

先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

現
在
も
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指

導
の
も
と
、
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
が
、
日
々
精
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

の
大
学
病
院
で
の
研
修
を
経
て
、

現
在
は
日
本
鋼
管
病
院
で
修
練

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指

導
の
下
、
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
活
動
：�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

新
聞
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
諏
訪
弘

治
と
申
し
ま
す
。
静
岡
赤
十
字

病
院
で
の
初
期
臨
床
研
修
を
修

了
し
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で

の
半
年
間
の
外
科
専
門
研
修
を

経
て
、
現
在
は
け
い
ゆ
う
病
院

で
修
練
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

か
ね
て
よ
りoncology

に

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

女
子
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

硬
式
庭
球
部

出
身
高
校
：
東
京
都
立

　
　
　
　
　

日
比
谷
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

富
山
大
学

部
活
動
：�

サ
ッ
カ
ー
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
へ
入
局
さ
せ

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

女
子
高
校

出
身
大
学
：�

北
里
大
学

部
活
動
：�

水
泳
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
い
た

し
ま
し
た
、
平
松
知
紗
と
申
し

ま
す
。

川
崎
市
立
川
崎
病
院
に
て
初

期
臨
床
研
修
、
慶
應
義
塾
大
学

出
身
高
校
：
桜
蔭
高
校

出
身
大
学
：�

日
本
医
科
大
学

部
活
動
：�

馬
術
部

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

こ
の
度
、
刀
林
会
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
１
０
２

回
相
当
の
中
原
英
里
で
す
。

日
本
医
科
大
学
を
卒
業
後
、

上
尾
中
央
総
合
病
院
の
研
修
を

経
て
外
科
学
教
室
に
入
局
致
し

出
身
高
校
：
埼
玉
県
立

　
　
　
　
　

大
宮
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

新
潟
大
学

部
活
動
：�

弓
道
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
し
ま

し
た
、竹
林
七
峰
と
申
し
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
立
病
院
に
て
初

期
研
修
を
修
了
し
、
半
年
間
の

大
学
研
修
を
経
て
、
現
在
は
東

京
都
済
生
会
中
央
病
院
に
て
修

出
身
高
校
：
都
立
日
比
谷
高
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

剣
道
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
平
智
仁
と

申
し
ま
す
。
水
戸
赤
十
字
病
院

で
初
期
研
修
を
行
い
、
半
年
間

出
身
高
校
：
甲
陽
学
院

　
　
　
　
　

高
等
学
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

佐
久
間
　
俊
光

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
佐
久
間
俊

光
と
申
し
ま
す
。
初
期
研
修
は

永
寿
総
合
病
院
に
て
修
了
し
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
の
半
年

の
研
修
の
の
ち
現
在
国
際
親
善

総
合
病
院
で
外
科
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
諸

先
輩
方
か
ら
熱
心
な
ご
指
導
を

賜
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
東
大
寺
学
園
高
校

出
身
大
学
：�

神
戸
大
学

部
活
動
：�

硬
式
テ
ニ
ス
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

興
味
が
あ
り
、
化
学
療
法
を
専

門
に
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
研
修
医
時
代
に
自
分

の
手
で
癌
を
治
療
す
る
外
科
の

や
り
が
い
に
気
づ
か
さ
れ
、
外

科
学
教
室
の
門
を
叩
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
手
先
も
不
器

用
で
、
知
識
や
人
間
的
な
面
で

も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
し
い
学
び
に
溢
れ
た
非
常
に

刺
激
的
な
専
修
医
生
活
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

伝
統
あ
る
刀
林
会
の
一
員
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
努
力
を
惜
し

ま
ず
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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松
本
　
駿

堀
内
　
悠
生

松
本
　
侑
希
保

山
下
　
将
太
郎

記
念
病
院
で
外
科
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
諸

先
輩
方
よ
り
熱
心
な
ご
指
導
を

頂
き
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

日
々
精
進
し
、
謙
虚
に
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
至
ら
な

い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
立
川
崎
病
院
で
外
科
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
か
ら
熱
心
な
ご
指
導

を
賜
り
、
大
変
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
お
り

ま
す
。
何
事
に
も
全
力
で
挑
戦

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

義
塾
大
学
病
院
で
の
半
年
間
を

経
て
、
現
在
北
里
大
学
北
里
研

究
所
病
院
に
て
研
鑽
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
諸
先
輩
方
に
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
丘
陵
病
院
に
て
研
鑽
を
積

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
よ
り
時
に
厳
し

く
時
に
優
し
い
指
導
を
賜
り
、

日
々
充
実
し
た
研
修
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
も
多
い

で
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

出
身
高
校
：
立
教
新
座
高
校

出
身
大
学
：�
国
際
医
療
福
祉
大

学

部
活
動
：�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
局
い
た

し
ま
し
た
、
松
本
駿
と
申
し
ま

す
。初

期
研
修
は
伊
勢
崎
市
民
病

院
に
て
修
了
し
、
現
在
は
太
田

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

志
木
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

慶
應
義
塾
大
学

部
活
動
：�

サ
ッ
カ
ー
部

こ
の
度
外
科
学
教
室
に
入
局

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
堀

内
悠
生
と
申
し
ま
す
。
初
期
研

修
は
平
塚
市
民
病
院
に
て
修
了

し
、
慶
應
義
塾
大
学
で
の
半
年

間
の
研
修
の
の
ち
現
在
、
川
崎

出
身
高
校
：
長
野
県
松
本

　
　
　
　
　

深
志
高
等
学
校

出
身
大
学
：�

北
海
道
大
学

部
活
動
：�

室
内
楽
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
松
本
侑
希

保
と
申
し
ま
す
。
初
期
研
修
は

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

斗
南
病
院
に
て
修
了
し
、
慶
應

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

高
等
学
校

出
身
大
学
：�

東
北
大
学

部
活
動
：�

ゴ
ル
フ
部

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
外
科

学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
山
下
将
太
郎
と
申

し
ま
す
。

水
戸
赤
十
字
病
院
で
の
初
期

研
修
を
経
て
、
こ
の
10
月
か
ら

追
悼
記

追
悼
記

れ
た
。

小
児
外
科
入
局
前
に
先
生
を

知
っ
て
以
来
４
半
世
紀
、
小
児

外
科
医
の
何
た
る
か
を
細
部
に

渡
り
常
に
教
わ
り
つ
つ
、
私
は

小
児
外
科
医
の
目
標
と
し
て
先

生
の
背
中
を
追
っ
て
き
た
。
実

際
に
は
遥
か
先
へ
進
ん
で
い
か

れ
る
先
生
に
引
っ
張
ら
れ
て
何

と
か
付
い
て
い
っ
た
と
い
う
の

が
事
実
で
あ
る
。
限
り
な
く
お

世
話
に
な
っ
た
。
黒
田
先
生
は

小
児
外
科
と
い
う
仕
事
を
通
じ

て
、
ご
自
身
の
人
間
と
し
て
の

信
念
を
体
現
さ
れ
て
い
る
と
、

私
は
常
に
感
じ
て
い
た
。
見
ず

知
ら
ず
の
人
を
含
め
て
誰
に
で

も
親
切
で
労
を
惜
し
ま
な
い
、

会
話
に
は
ち
ょ
っ
と
冗
談
を
交

ぜ
相
手
を
和
ま
す
、
自
身
に
は

厳
し
く
、
時
間
を
守
り
、
謙

虚
、
一
方
で
自
身
の
意
見
を
明

確
に
持
ち
必
要
な
場
で
示
す
。

そ
う
い
っ
た
姿
は
常
に
皆
の
知

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
一
方

で
、
ご
家
族
を
限
り
な
く
愛
し

大
切
に
す
る
姿
を
折
に
触
れ
て

示
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
行
動
の

強
さ
美
し
さ
に
触
れ
、
自
分
を

振
り
返
り
嘆
息
を
繰
り
返
し
て

き
た
。

多
く
の
後
輩
、
学
生
た
ち
を

楽
し
そ
う
に
、
分
け
隔
て
な

く
、
温
か
く
導
か
れ
る
黒
田
先

本
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

小
児
外
科
診
療
に
お
い
て
活
躍

し
な
が
ら
、
小
児
が
ん
、
先
天

性
嚢
胞
性
肺
疾
患
、
胆
道
閉
鎖

症
、
鎖
肛
、
肝
血
管
腫
と
多
く

の
学
術
研
究
を
先
導
し
業
績
を

残
さ
れ
た
。
そ
の
類
い
希
な
業

績
と
そ
し
て
非
の
打
ち
所
の
な

い
人
格
を
も
っ
て
、
日
本
小
児

外
科
学
会
、
日
本
周
産
期
・
新

生
児
医
学
会
、
日
本
小
児
血
液

が
ん
学
会
と
い
っ
た
小
児
外
科

に
お
け
る
主
要
な
学
会
の
理

事
、
理
事
長
、
学
術
集
会
会
長

を
務
め
学
会
を
ま
と
め
上
げ
ら

れ
た
。
環
太
平
洋
小
児
外
科
学

会
で
は
２
０
１
８
年
のlocal 

organizer

を
務
め
ら
れ
国
際

的
な
架
け
橋
と
し
て
も
長
き
に

わ
た
り
大
き
な
貢
献
を
さ
れ

「
日
本
の
小
児
外
科
」
を
示
さ

令
和
７
年
10
月
４
日
、
万
人

か
ら
敬
愛
さ
れ
て
や
ま
な
い
黒

田
達
夫
先
生
（
神
奈
川
県
立
こ

ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
総
長
兼
院

長
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外

科
学
（
小
児
）
前
教
授
、
61
回

生
）
が
、
ご
家
族
に
見
守
ら
れ

静
か
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。

黒
田
先
生
は
、
国
内
外
の
学

会
・
研
究
会
に
て
皆
を
先
導

し
、
組
織
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
記
録
に
残
る
功
績
は
と
て

も
本
紙
面
で
は
記
し
尽
く
せ
な

い
。
早
く
に
小
児
外
科
を
志
さ

れ
て
い
た
先
生
は
、
本
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
米
国
Ｍ
Ｇ
Ｈ
へ

の
研
究
留
学
を
経
て
、
国
立
小

児
病
院
か
ら
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
慶
應
義

塾
大
学
の
小
児
外
科
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
ら
れ
た
。
常
に
日

黒
田
達
夫
先
生
を
偲
ん
で

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
（
小
児
）
教
授

藤
野
　
明
浩
（
75
回
）

生
の
姿
を
私
は
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
。
私
の
様
に
お
世

話
に
な
り
感
謝
の
念
が
あ
ふ
れ

る
方
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
輝
く
後
輩
と
し
て
の
先

生
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
た
先
輩

方
、
一
緒
に
切
磋
琢
磨
さ
れ
た

先
生
方
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か

り
か
。

先
生
の
生
き
方
は
、
立
派
な

人
間
と
し
て
、
医
師
そ
し
て
小

児
外
科
医
と
し
て
、
そ
し
て
師

と
し
て
あ
る
べ
き
一
つ
の
理
想

の
姿
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
そ
っ

と
身
近
に
お
ら
れ
た
巨
人
を
突

然
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
い

ま
だ
に
信
じ
難
く
、
淋
し
い
。

し
か
し
、
先
生
が
示
し
続
け
た

穏
や
か
な
光
は
、
私
達
に
深
く

染
み
込
ん
で
い
る
。
感
謝
の
思

い
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
。

「
黒
田
達
夫
先
生
、
先
生
は

我
々
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
笑
顔
を

忘
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。」

黒田達夫先生とアニー
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を
中
心
と
し
た
救
急
医
学
の
確

立
と
発
展
に
、
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
、
ま
た
そ
の
卓
越
し
た

手
術
技
術
で
多
く
の
医
師
を
育

成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
３

月
に
は
済
生
会
神
奈
川
県
病
院

院
長
の
ま
ま
済
生
会
神
奈
川
県

支
部
業
務
担
当
理
事
に
就
任
し
、

横
浜
市
東
部
地
域
中
核
病
院
と

し
て
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院

の
開
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
４
月
か
ら
は
日
本

病
院
会
会
長
、
平
成
19
年
６
月

か
ら
刀
林
会
理
事
長
を
、
平
成 

25
年
４
月
か
ら
はM

edical 
Excellence JA

PA
N

理
事
長

事
長
で
あ
ら
れ
る
た
め
、
刀
林

会
理
事
長 

松
本 

純
夫
先
生
、

日
本
病
院
会 

会
長 

相
澤
孝
夫

先
生
、M
edical Excellence 

JAPAN

会
長 

渋
谷 

健
司
先
生

と
、
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院 

院
長
の
三
角 

隆
彦
先
生
に
、済

生
会
神
奈
川
県
病
院 

現
院
長
の

私
を
加
え
た
５
名
及
び
ご
親
族

が
会
の
発
起
人
と
な
り
ま
し
た
。

山
本
先
生
は
昭
和
48
年
11
月

に
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
に
外

科
医
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
平

成
２
年
６
月
か
ら
は
院
長
と
し

て
平
成
14
年
３
月
に
退
任
さ
れ

る
ま
で
、
日
本
の
胸
腹
部
外
傷

９
月
19
日
、
６
月
に
90
歳
で

逝
去
さ
れ
た
刀
林
会
元
理
事
長
、 

山
本
修
三
先
生
（
済
生
会
神
奈

川
県
病
院
名
誉
院
長
）
の
お
別

れ
の
会
が
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東

急
で
参
列
者
１
３
１
名
を
お
迎

え
し
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
刀
林
会
の
皆
様
か

ら
多
く
の
供
花
を
い
た
だ
き
、

華
や
か
な
葬
儀
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
先
生
は
刀
林
会
元
理
事

長
・
済
生
会
神
奈
川
県
病
院 

名
誉
院
長
だ
け
で
な
く
、
日
本

病
院
会
名
誉
会
長
・M

edical 
Excellence JA

PA
N

名
誉
理

元
理
事
長 

山
本
修
三
先
生
の

お
別
れ
の
会
を
終
え
て

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
先

生
の
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績

に
対
し
て
、
平
成
21
年
11
月
に

は
旭
日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
、

令
和
７
年
６
月
従
五
位
を
追
贈

さ
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
会
で
は
、
山
本
先

生
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
後
、
三
角
先
生
と
相
澤
先
生

か
ら
お
別
れ
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
三
角
先
生
は
直
接

山
本
先
生
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

い
た
と
き
の
思
い
出
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外

科
医
は
３
６
５
日
、
24
時
間
働

く
の
が
当
然
と
さ
れ
た
時
代
で
、

臨
床
と
学
問
の
二
刀
流
を
情
熱

的
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

が
ご
自
身
の
外
科
医
と
し
て
の

土
台
だ
っ
た
と
山
本
先
生
を
偲

ば
れ
ま
し
た
。相
澤
先
生
は
、日

本
病
院
団
体
協
議
会
の
設
立
、

ア
ジ
ア
病
院
連
盟
会
長
や
国
際

病
院
連
盟
理
事
と
し
て
の
国
際

的
な
活
動
な
ど
、
会
長
在
任
中

の
功
績
を
紹
介
さ
れ
、
山
本
先

生
が
会
長
を
務
め
た
６
年
間
は

済
生
会
神
奈
川
県
病
院
　
院
長

長
島
　
敦
（
64
回
相
）

日
本
病
院
会
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
時
期
だ
っ
た
と
振
り
返

ら
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
ご
親
族
な
ら
び
に
発

起
人
が
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

指
名
献
花
は
山
本
先
生
と
特
に

親
交
が
深
か
っ
た
９
名
の
方
々

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
参
列
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
献
花
を
し
て
い
た
だ
き
、

式
典
終
了
後
は
場
所
を
お
斎
会

場
に
移
動
し
て
、
若
き
日
か
ら

の
写
真
や
多
く
の
論
文
な
ど
ゆ

か
り
の
品
々
の
前
で
、
山
本
先

生
を
偲
び
な
が
ら
故
人
の
思
い

出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
済
生

会
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
刀
林
会
の

先
生
方
に
多
く
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
山
本
先
生

の
教
え
子
、
孫
弟
子
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
お
別
れ
の
会
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
終
始
明
る
い

雰
囲
気
の
中
、
思
い
出
に
残
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

て
、
昼
夜
土
日
を
問
わ
ず
、
重

傷
交
通
外
傷
患
者
が
運
ば
れ
て

く
る
こ
と
も
多
く
、
24
時
間
体

制
で
緊
急
手
術
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
山
本
先
生
は
先
頭
に

立
っ
て
執
刀
さ
れ
、
先
生
の
手

術
手
技
を
助
手
と
し
て
観
た
私

は
、
先
生
の
「
神
業
」
の
よ
う

な
手
術
手
技
に
大
変
驚
き
ま
し

た
。
外
傷
が
腹
腔
内
臓
器
だ
け

で
な
く
、
食
道
や
膵
臓
、
腎
臓

に
及
ぶ
症
例
で
も
、
他
の
外
科

医
を
呼
ぶ
こ
と
な
く
執
刀
医
と

し
て
手
術
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
術
後
管
理
も
厳
し
い
も

の
で
、
ご
自
分
が
執
刀
、
或
い

は
助
手
に
入
り
指
導
し
た
術
後

患
者
の
回
診
は
、
土
日
や
祝
祭

日
も
朝
９
時
か
ら
あ
り
、
私
と

同
期
の
茂
木
正
壽
先
生
と
は
、

山
本
先
生
の
病
棟
回
診
に
毎
日

付
い
て
、
所
謂
、「
月
月
火
水
木

初
め
て
山
本
先
生
ご
執
刀
の

手
術
の
助
手
と
し
て
観
た
先
生

の
手
術
は
、そ
れ
以
前
に
、慶
應

病
院
や
外
科
の
出
張
病
院
、
或

い
は
米
国
Ｍ
Ｇ
Ｈ
で
観
た
手
術

と
は
全
く
違
う
、神
業
で
し
た
。

当
時
の
消
化
器
外
科
の
主
な

手
術
症
例
は
、
胃
潰
瘍
、
胃
癌
、

大
腸
癌
で
し
た
が
、
病
院
が
国

道
１
号
線
沿
い
に
あ
り
、
東
名

高
速
が
開
通
し
た
こ
と
も
あ
っ

年
卒
）
と
の
出
会
い
は
、
私
が

米
国
留
学
か
ら
帰
国
し
て
、
外

科
学
教
室
の
助
手
を
２
年
間
務

め
た
後
、
昭
和
53
年
に
関
連
病

院
へ
の
「
出
張
」
の
指
示
が
あ

り
、第
一
に
希
望
し
た
病
院
が
、

山
本
先
生
が
外
科
部
長
に
な
ら

れ
た
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
で

し
た
。
こ
の
病
院
を
選
ん
だ
の

は
、山
本
先
生
の
手
術
が「
神
業
」

と
の
噂
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

刀
林
会
の
元
理
事
長
で
あ
ら

れ
た
山
本
修
三
先
生
は
、
本
年

６
月
９
日
に
、
満
90
歳
に
て
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
先
生
は
、
昭
和
34
年
に

本
塾
医
学
部
を
ご
卒
業
後
、
外

科
学
教
室
に
ご
入
局
、
米
国
に

研
究
員
と
し
て
ご
留
学
の
の
ち

に
、
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
外

科
に
ご
勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
山
本
先
生
と
私
（
昭
和
43

山
本
修
三
先
生
を
偲
ん
で

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

相
川
　
直
樹
（
47
回
）

済生会神奈川県病院の夏の慰安旅行（1979年・熱海）
後列左から、山本修三先生、須藤政彦先生（30回）、前中由巳先生（36回）、
行岡哲男先生（東京医科大学、昭和43年卒）　前列左から、茂木正壽君（47回）、
向井千秋君（56回、旧姓内藤・後日の宇宙飛行士）筆者相川直樹（47回）

金
金
」
の
外
科
勤
務
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
「
厳
し
い
外
科
研

修
」
の
噂
を
聞
い
た
、
内
藤
千

秋
さ
ん
（
56
回
生
、
宇
宙
飛
行

士
に
な
ら
れ
た
「
向
井
千
秋
」

さ
ん
）
が
、
外
科
研
修
２
年
目

を
山
本
先
生
の
も
と
で
行
い
た

い
と
希
望
し
て
き
て
、
病
院
の

一
室
に
泊
ま
り
込
ん
で
研
修
を

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
超
人
の
よ
う

な
臨
床
外
科
医
で
あ
ら
れ
た
山

本
先
生
は
、
多
く
の
学
術
論
文

を
書
か
れ
た
医
学
者
で
も
あ
ら

れ
ま
し
た
。

更
に
、
山
本
先
生
は
ス
ポ
ー

ツ
も
万
能
で
、
特
に
ス
キ
ー
は

指
導
員
ク
ラ
ス
。
一
度
、
苗
場

に
お
供
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
先
生
は
リ
フ
ト
を
降
り

る
と
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
な
く

て
、
リ
フ
ト
の
鉄
塔
の
下
の
、

誰
も
滑
っ
て
い
な
い
深
雪
の
急

斜
面
を
一
気
に
滑
り
下
り
ま
し

た
。
一
緒
に
お
供
し
た
、
研
修

医
2
年
目
の
内
藤
千
秋
さ
ん

も
、
山
本
先
生
の
後
に
続
い
て

滑
り
下
り
た
の
で
、
ほ
か
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
注
目
の
的
と
な
り

ま
し
た
。

山
本
先
生
は
、
平
成
14
年
に

名
誉
院
長
と
な
ら
れ
た
の
ち

は
、「
日
本
病
院
会
」
の
会
長

な
ど
の
公
職
を
お
務
め
に
な
り

ま
し
た
。
私
も
、
日
本
病
院
会

に
非
常
勤
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
公
務
と
し
て
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ヤ
な
ど
に
出
張
の
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
業
の
外
科
医
、
そ
し
て
我

が
国
の
病
院
事
業
に
偉
大
な
ご

貢
献
を
さ
れ
た
山
本
修
三
先
生

の
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

２
０
２
５
年
４
月
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
に

お
い
て
乳
腺
外
科
が
新
た
な
診

療
科
と
し
て
設
立
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
慶

應
病
院
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の

中
核
を
担
う
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
林
田
哲
（
77
回
生
）
を
診

療
部
長
と
し
て
、
高
橋
麻
衣
子

（
特
79
回
生
）・
関
朋
子
（
85
回

生
）・
永
山
愛
子
（
86
回
生
）・

横
江
隆
道
（
88
回
生
）
の
５
名

の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
大
学
院

生
を
含
む
６
名
の
レ
ジ
デ
ン
ト

が
在
籍
し
、
外
科
治
療
お
よ
び

薬
物
療
法
を
中
心
と
し
た
診
療

を
多
面
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

北
川
雄
光
教
授
の
ご
指
導
の

も
と
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て

き
た
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
再
編
を

経
て
、
形
成
外
科
・
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
・
緩
和
医
療
セ
ン
タ
ー
・
産

婦
人
科
・
放
射
線
科
と
連
携
し

た
包
括
的
な
乳
腺
診
療
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
乳
房
再
建
術
や
若
年
性
乳

が
ん
患
者
に
お
け
る
妊
よ
う
性

温
存
な
ど
、
個
々
の
患
者
の
価

値
観
に
寄
り
添
っ
た
医
療
提
供

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
、Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｃ（
遺

伝
性
乳
癌
卵
巣
癌
症
候
群
）
セ

ン
タ
ー
が
確
立
さ
れ
て
協
働
す

る
こ
と
に
よ
り
、
診
療
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
検
査
の
ス
ム
ー

ズ
な
運
用
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
従
来
の
手
術
・
薬
物

療
法
に
加
え
、
ラ
ジ
オ
波
焼
灼

術（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）を
導
入
し
、
早
期

乳
癌
の
一
部
に
対
し
て
低
侵
襲

か
つ
整
容
性
に
優
れ
た
治
療
選

択
肢
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
へ
の
対

応
も
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

個
々
の
腫
瘍
特
性
に
基
づ
い
た

最
適
治
療
を
行
う
べ
く
、
ゲ
ノ

ム
パ
ネ
ル
検
査
結
果
を
臨
床
に

迅
速
に
反
映
す
る
体
制
を
構
築

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
診
療
の
幅
が
飛
躍

的
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
高
橋
・
関
を

中
心
に
診
断
か
ら
治
療
ま
で
の

一
貫
し
た
教
育
を
若
手
医
師
に

行
い
、
放
射
線
診
断
科
と
の
合

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
り
画

像
診
断
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
研
究
活
動
で
は
、
永

山
・
横
江
が
メ
ン
タ
ー
と
し
て

乳
腺
外
科

レ
ジ
デ
ン
ト
・
大
学
院
生
の
基

礎
・
臨
床
研
究
を
指
導
し
、Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
画
像
診
断
支
援
シ

ス
テ
ム
の
開
発
や
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技

術
を
用
い
た
患
者
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

の
取
り
組
み
な
ど
、
次
世
代
医

療
に
資
す
る
テ
ー
マ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

乳
腺
外
科
と
し
て
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
今
、
我
々
は

「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
な
が
ら

も
、
思
い
や
り
の
あ
る
医
療
」

を
理
念
と
し
て
、
先
進
的
か
つ

患
者
中
心
の
診
療
を
追
求
し
続

け
ま
す
。
慶
應
医
学
の
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、
未
来
の
乳
癌
医

療
を
切
り
拓
く
べ
く
、
教
室
一

丸
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
刀
林
会
の
先
生
方

に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
開
　業

開
　業

生
活
習
慣
病
を
含
む
一
般
内
科

診
療
も
行
い
、
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
、
健
康
維
持
の

サ
ポ
ー
ト
も
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
血

管
の
病
気
は
、
専
門
的
な
診
察

が
で
き
る
医
師
が
い
ま
だ
に
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
管
の
悩

み
を
持
つ
患
者
さ
ん
が
、
気
軽

に
相
談
・
受
診
い
た
だ
け
る
場

所
を
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
提
供

し
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説

明
と
真
摯
な
対
応
を
心
掛
け
、 

皆
さ
ま
に
信
頼
い
た
だ
け
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。刀
林
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
の
も
と
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ボ

リ
ュ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
血
管
外

科
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
臓
血
管
外
科
専
門
医

お
よ
び
消
化
器
外
科
専
門
医
と

し
て
、
血
管
内
治
療
な
ど
の
低

侵
襲
治
療
か
ら
肝
移
植
を
含
む

拡
大
手
術
ま
で
、
多
く
の
手
術

を
経
験
し
、
ま
た
優
秀
な
後
輩

外
科
医
と
共
に
仕
事
を
す
る
中

で
、
大
き
な
や
り
が
い
と
充
実

感
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
自
分
の
外
科
医

人
生
の
後
半
戦
を
意
識
し
た
時

に
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
領
域
の
開
業
医
と
し
て
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

に
興
味
が
芽
生
え
ま
し
た
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
内
容

は
、
下
肢
静
脈
瘤
や
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
、
深
部
静
脈
血
栓
症

か
ら
、
下
肢
の
む
く
み
や
冷
え

ま
で
、
幅
広
く
血
管
疾
患
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
手
術
室
を

完
備
し
、
下
肢
静
脈
瘤
と
透
析

シ
ャ
ン
ト
関
連
（
内
シ
ャ
ン
ト

造
設
術
や
バ
ル
ー
ン
拡
張
術
） 

の
日
帰
り
手
術
に
特
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た

令
和
７
年
２
月
26
日
に
、
東

京
都
世
田
谷
区
の
用
賀
駅
（
田

園
都
市
線
）
近
く
に
「
世
田
谷

血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
い

た
し
ま
し
た
。
私
は
、
平
成
12

年
に
卒
業
後
、
外
科
学
教
室
に

入
局
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
出

張
を
経
て
、
平
成
15
年
よ
り
一

般
・
消
化
器
外
科
血
管
班
、
移

植
班
に
所
属
い
た
し
ま
し
た
。

松
本
賢
治
先
生
、
尾
原
秀
明
先

生
、
移
植
班
の
諸
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
レ
ジ
デ
ン
ト
時
代

を
過
ご
し
、
ポ
ス
ト
チ
ー
フ
出

張
で
は
立
川
病
院
に
て
多
く
の

消
化
器
外
科
手
術
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
22

年
よ
り
血
管
班
・
移
植
班
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
学
に
帰
室

し
、
途
中
１
年
半
の
米
国
へ
の

研
究
留
学
を
挟
ん
で
、
令
和
６

年
ま
で
の
約
12
年
間
、
北
川
雄

光
教
授
、
尾
原
秀
明
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、大
学
で
の
臨
床
、

研
究
、
教
育
で
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
令
和
６
年
４
月
か
ら

開
業
ま
で
は
、
済
生
会
中
央
病

院
血
管
外
科
部
長
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
き
、
原
田
裕
久
先

世
田
谷
血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
原
　
健
太
郎
（
79
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
乳
腺
）
教
授

林
田
　
哲
（
77
回
）
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●
番　

桂
柳
君
（
33
回
）

令
和
６
年
12
月
21
日

●
金
井　

眞
君
（
28
回
）

令
和
７
年
２
月
２
日

●
住
山　

正
男
君
（
32
回
）

令
和
７
年
６
月
16
日

●
片
山　

勲
君
（
33
回
）

令
和
７
年
６
月
28
日

●
黒
田　

達
夫
君
（
61
回
）

令
和
７
年
10
月
４
日

●
東
泉　

東
一
君
（
36
回
相
）

令
和
７
年
10
月
16
日

●
村
江　

久
忠
君
（
37
回
）

令
和
７
年
11
月
20
日

　

訃

　報

委
員
長　
　
　

石
井　

良
幸

副
委
員
長　
　
　

齋
藤　

淳
一

　
　

顧
問　
　
　

磯
部　

陽

　
　

顧
問　
　
　

小
澤　

壯
治

　
　

委
員　
　
　

古
梶　

清
和

儀
賀　

理
暁

大
塚　

崇

峯　

裕

下
島　

直
樹

落
合　

大
樹

木
村　

成
卓

中
村
理
恵
子

山
田　

洋
平

茂
田　

浩
平

加
勢
田　

馨

松
本　

暁
子

員
委
集
編

刀林会ホームページが
アクセスしやすくなりました。

外科学教室　ホームページにアクセス

http://keiosurg.umin.jp/

同窓会 をクリックしてください。

ID、パスワードの入力の必要はございません。
よろしくお願いいたします。

刀林会会員管理システムについて
郵便物発送先、一斉メールにてのお知らせなど

「刀林会会員管理システム」にておこなっております。

メールアドレス、ご勤務先、ご自宅住所などの
ご変更があった場合は、

ご自身にてアップデートしていただくことを
お願いいたします。

開業についてのお知らせ
開業の際は、同窓会へご連絡をお願いいたします。
記念に刀林会よりペナントを進呈いたします。

よろしくお願いします。

＜刀林会　事務局＞
〒160-8582　新宿区信濃町35
慶應義塾大学医学部外科同窓会事務局

TEL：03-5363-3800
FAX：03-3359-9130
tourin-h@keio.jp

　

 

肝
胆
膵
・
移
植�

阿
部
雄
太

　

 

呼
吸
器（
転
移
性
肺
腫
瘍
）

�

加
勢
田　

馨

　

 

脳
腫
瘍
・
免
疫
療
法

�

田
村
亮
太

　

 

小
児
移
植
（
第
１
・３
）

�

星
野　

健

木 

食
道
・
胃�

北
川
雄
光

　

 

乳
腺�

関　

朋
子

　

 

肝
胆
膵
・
移
植�

堀　

周
太
郎

　

 

血
管�

尾
原
秀
明

�

藤
村
直
樹

�

林　

応
典

　

 

呼
吸
器�

鈴
木
繁
紀

　

 

脳
腫
瘍
補
助
療
法�

佐
々
木　

光

　

 

定
位
放
射
線
・
脳
機
能
疾
患（
第
１
）

�

小
林
正
人

　
 

脳
腫
瘍
（
第
２
・３
・
４
・５
）

�

北
村
洋
平

　
 

心
臓
再
診�

松
本
順
彦

金 
腸�

岡
林
剛
史

�

茂
田
浩
平

�

森
田　

覚

�
門
野
政
義

　

 

肝
胆
膵
・
移
植�
長
谷
川　

康

　

 

脳
血
管
障
害�
堀
口　

崇

　

 

脳
血
管
内
治
療�

秋
山
武
紀

　

 

小
児�

加
藤
源
俊

　

 

呼
吸
器�

大
久
保　

佑

土 

呼
吸
器�

鈴
木
嵩
弘

　

 

て
ん
か
ん
（
第
２
）

�

杉
山
一
郎

　

 

心
臓（
Ｖ
Ｏ
Ｄ
）�

松
本
順
彦

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
外
来（
午
前
）

月 

初
診�

北
川
雄
光

　

 

乳
腺�

永
山
愛
子

水 

乳
腺�

林
田　

哲

�

関　

朋
子

木 

乳
腺�

林
田　

哲

金 

乳
腺�

永
山
愛
子

�

横
江
隆
道

土 

乳
腺�

林
田　

哲

�

横
江
隆
道

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
外
来（
午
後
）

月 

乳
腺�

永
山
愛
子

水 

乳
腺�

林
田　

哲

�

関　

朋
子

木 

乳
腺�

林
田　

哲

●
印 

教
授

◎
印 

診
療
部
長　

 

◯
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診
療
副
部
長
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来
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午
前
）

月 

血
管�

藤
村
直
樹

�

林　

応
典

　
 

肝
胆
膵
・
移
植�

三
島
江
平

火 
血
管�

尾
原
秀
明

　

 
腸�

岡
林
剛
史

水 

乳
腺�

高
橋
麻
衣
子

　

 

食
道
・
胃�

竹
内
優
志

　

 

肝
胆
膵
・
移
植�
阿
部
雄
太

�
中
野　

容

　

 

頭
蓋
底�

戸
田
正
博

木 

血
管�

藤
村
直
樹

�

林　

応
典

　

 

乳
腺�

関　

朋
子

　

 

ヘ
ル
ニ
ア�

堀　

周
太
郎

金 

腸�

茂
田
浩
平

�

森
田　

覚

�

門
野
正
義

　

 

肝
胆
膵
・
移
植�

長
谷
川　

康

　

 

小
児
脳
外
科
（
第
２
・
４
）

�

西
本
真
章

土 

食
道
・
胃�

川
久
保
博
文

�

竹
内
優
志

　

 

食
道
・
胃
（
第
２
・５
）

�

松
田　

諭

　

 

食
道
・
胃
（
第
４
）

�

竹
内
裕
也

　

 

下
垂
体
腫
瘍
・
脳
腫
瘍

�

植
田　

良

外
来
（
午
後
）

月 

肝
胆
膵
・
移
植�

三
島
江
平

　

 

食
道
・
胃�

川
久
保
博
文

�

松
田　

諭

　

 

呼
吸
器�

朝
倉
啓
介

　

 

脳
血
管
障
害�

堀
口　

崇

火 

肝
胆
膵
・
移
植�

田
中
真
之

　

 

内
視
鏡�

中
村
理
恵
子

　

 

呼
吸
器（
漏
斗
胸
）�

政
井
恭
兵

�

鈴
木
嵩
弘

　

 

小
児�

狩
野
元
宏

　

 

下
垂
体
腫
瘍
・
頭
蓋
底

�

植
田　

良

水 

乳
腺�

高
橋
麻
衣
子

初
診
外
来
（
午
前
）

一
般
・
消
化
器
外
科

月（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
）�●
北
川
雄
光

火�
長
谷
川　

康

水�

阿
部
雄
太

木�

◎
尾
原
秀
明

金�

○
岡
林
剛
史

土�

○
川
久
保
博
文

小
児
外
科

月�

●
◎
藤
野
明
浩

火�

狩
野
元
宏

水�

交
代
制　
　

木�

○
山
田
洋
平

金�

加
藤
源
俊

土�

加
藤
源
俊

　
　

不
定
期�

藤
野
明
浩

心
臓
血
管
外
科

月�

○
橋
詰
賢
一

火�

山
﨑
真
敬

水�

木
村
成
卓

木�

●
◎
志
水
秀
行

金�

松
本
順
彦

土�

松
本
順
彦

呼
吸
器
外
科

月�

●
◎
朝
倉
啓
介

火�

政
井
恭
兵

�

鈴
木
嵩
弘

水�

○
加
勢
田　

馨

木�

鈴
木
繁
紀

金�

大
久
保　

祐

土�

鈴
木
嵩
弘

脳
神
経
外
科

月�

秋
山
武
紀

�

斉
藤
克
也

火�

○
植
田　

良

�

小
杉
健
三

水�

●
◎
戸
田
正
博

�

田
村
亮
太

木�

北
村
洋
平

�

西
本
真
章

金�

水
谷
克
洋

土�

小
杉
健
三

慶
應
義
塾
大
学
病
院 

外
来 

外
科
担
当
表

今
年
の
夏
は
ア
ツ
か
っ
た
。
近
年
夏
の
暑
さ
は
話
題
と
な

る
が
、
今
年
は
梅
雨
入
り
・
梅
雨
明
け
も
早
く
、
平
均
気
温

は
１
８
９
８
年
の
統
計
開
始
以
降
最
も
高
く
、
各
所
で
40
度

を
記
録
す
る
酷
暑
だ
っ
た
。
そ
の
ア
ツ
さ
に
呼
応
す
る
よ
う

に
、
今
年
は
春
先
の
米
国
と
の
関
税
交
渉
、
朝
ド
ラ
「
あ
ん

ぱ
ん
」
の
人
気
沸
騰
、
尻
上
が
り
に
盛
況
と
な
っ
た
大
阪
・

関
西
万
博
、
制
御
性
Ｔ
細
胞
研
究
に
対
す
る
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
の

日
本
人
の
活
躍
、
そ
し
て
相
次
ぐ
ク
マ
の
出
没
な
ど
様
々
な

熱
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
刀
林
会
に
と
っ
て
も
記
憶
に
残
る

ア
ツ
い
１
年
で
あ
り
、
本
号
で
も
北
川
教
授
の
副
学
長
就
任

な
ど
を
お
伝
え
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
今
年
の
冬
は

寒
く
な
る
よ
う
だ
が
、
来
年
も
刀
林
会
員
の
皆
様
に
ア
ツ
い

記
事
を
届
け
て
参
り
た
い
。

Ｙ
・
Ｍ

編
集
後
記

令和7年度刀林会全員集会（総会）の
お知らせ

日　時　令和８年６月６日（土）16時半開始
場　所　明治記念館
講演会　17時半開始

サンフロンティア不動産
代表取締役会長　堀口智顕氏

懇親会　18時半開始

皆様のご参加をお待ちしております。

�

横
江
隆
道

金 

乳
腺�

永
山
愛
子

�

横
江
隆
道


